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巻頭図版

薬師堂束迫跡 （中央部）（北から）



序

福岡県教育委員会では日本道路公団の委託を受けて，昭和54年度より九州横断自動

車道の建設工事に伴う発掘調査を行って参りました。本年度ですでに 9年目を迎えて

おりますが，この間，関係諸機関・各位のご協力を得て小郡市・大刀洗町・甘木市・

朝倉町・杷木町の遺跡の発掘調査が進捗し，一昨年度末までに調査の終了した鳥栖・

朝倉間の一般供用が既に開始されましたことは，私共にとりましてもまことに慶賀の

念にたえません。

本書は，昭和59・60年度に調査を実施した小郡市薬師堂東遺跡についての調査報告

書であります。この報告書が，文化財に関する社会教育的活用において一端の役割を

果たし，加えて学術的側面での発展に寄与するところがあれば望外の喜びであります。

調査および報告書作製の過程で，地元の方々を始めとする関係各位の皆様のご協力

が得られましたことに深甚なる謝意を表します。

昭和63年3月31日

福岡県教育委員会

教育長 f「井 宏



例 ロ

1 . 本書は，九州横断自動車道路線内の遺跡について日本道路公団から委託されて，

福岡県教育委員会が発掘調査を実施した， 13冊目の報告書である。

2. 本書に収録した遺跡は，昭和59年度から60年度にかけて発掘調査を行った薬師堂

東遺跡（第 6地点）である。なお，同遺跡内で同時に調査を行った近世衛松家墓地

の分については，今回は割愛し，別冊．にすることとした。

3 . 発掘現場での遺構の実測には，中間研志• 森山栄一・小田和利・日高正幸• 平嶋

文博・ 田中康信• 宮田浩之・向田雅彦・高田一弘・木村幾多郎・樋口秀信・ 武田光

正・高山浩ーがあたり，遺構の写真撮影には，中間・森山・乎嶋・小田があたった。

なお，空中写真はフォト・オオッカ撮影による。

4. 遺物の整理は，発掘作業員及び岩瀬正信の指導のもとに文化課甘木事務所・九州

歴史資料館の整理作業員が行った。出土遺物の写真撮影は九州歴史資料館の石丸洋

• 藤美代子が担当した。

5. 出土遺物の実測は，平田春美・原富子・松岡生子・鬼木つや子・若松三枝子・小

田・田中・中間が従事し，図面の整理浄書等は，豊福弥生・鶴田佳子• 関久江・塩

足里美・大田育子が行った。

6. 本書で使用する方位は，すべて真北に統一している。

7. 本書の執筆は，中間・森山・小田・平嶋が分担し，各文末に記名した。また本書

の編集は中間と小田が担当した。
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I 調査の経過

昭和54年度に開始した高速自動車道九州横断自動車道建設に伴う事前の発掘調査は， 本年度で

9年目を迎えた。この間，昭和59年10月16日に着手した横断道第 6地点（薬師堂東遺跡）の調

査は， あくる昭和60年10月12日までの 1年間継続して行われ，大した事故も無く，多大の成果

.. ~ 
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第 1図 九州横断自動車道路線図



を得て完了することができた。

昭和58年7月，県道久留米筑紫野線の東側までの800m間 (STA37-45間）が第 6地点とし

て遺跡に掲げられていたため，重機による試掘調査を行った。その結果， STA40以東は遺跡

ではないことが判明し，それ以西を調査対象地域とすることとなった。

この調査対象範囲内には，カルパートボックス 2基が計画され，また西端の谷側には重要な

水路を含む構造物が予定され，それらの建設を先行させたいとの道路公団側の意向に沿った調

査順序が協議された。また，この範囲内に工事用道路を常に確保したい旨も配慮された。更に

南北両側の側溝工事の優先施工という事情もあり，結果的に発掘調査は不規則なこま切れの過

程をたどった。以下第 1図に従って，順を追って記してゆきたい。

①の調査は，昭和59年10月28日から11月9日まで行った。南側の側溝工事を優先させるため

のもので，それ以前に10月16日から②の部分の調査を開始しており， それを一時中断して①の

方にかかった次第である。幅 4m,長さ 140mに及ぶひょろ長い調査区で，各遺構の全容が掴

めないために，切り合い等の確認作業に苦労した。

②の調査区は，当初北側にあった工事用道路を南側へ付けかえるためと， C.B.構築を優先

させるためであった。 10月16日から10月27日まで行い，その後①へ移って， 11月10日に再開し

て翌昭和60年1月19日までで終了した。この間幾度か積雪にみまわれ，みぞれの横なぐりの中

で作業を続行したこともあった。

③の調査区は，西側谷の工事が出水の少ない初夏までの間に着工したいとの意向に沿って，

薬師堂谷遺跡の調査と併行して実施されたものである。 1月22日から 3月15日に及び，この間

厳寒の中で多数の調査員・補助員の来援を得た。また，この南半を工事用道路として早急に引

き渡してほしいとの意向により，雨の降りしきる中で遺構実測を敢行したことも度々であうた。

④の調査区は， 3月16日から 4月27日に及んだ。これは STA39+30のC.B.構築を急ぐた

めのものであった。この間に，高松家墓地の樹木伐採が行われ，合い間をみて墓石そのものの

個別実測や写真撮影を実施した。そして，墓地の現状のままの写真測量を依頼して， 4月25日

には，墓石を北隣路線外の用地に移転した。また，この間には福岡県の文化財行政に欠くこと

のできない人であった前文化課課長で九州歴史資料館副館長の藤井功氏が急逝された。

⑤の調査区は広く，遺構が密集する範囲で， 4月29日から 7月12日まで実施した。この梅雨

釦
確｝。
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にかかる頃は連日の大雨で，常に水揚げポンプをかけっぱなしという有様であった。朝米てみ

ると完全に調査区が水没していたことも度々あった。この調査区の西南半は小ピットが密集し

ており，この部分の遺構実測に調査補助員諸氏の多くの来援を得た。

⑥の調査区では，高松家墓地とそこに重複した古代遺構，及びその周辺の住居群等を発掘し

た。発掘作業は 7月10日から開始し，類例の少ない近世の重要な墓地ということで慎重な調査

を行い， 9月24日に終了した。この間 7月には別府大学賀川光夫教授の来訪を得たり，また，

臨時職員として本遺跡調査を担当してきた森山栄一氏の筑紫野市教育委員会への移動というこ

ともあった。更には， 8月30日には高松家墓地を主眼とする現地説明会を催して， 300名以上

の参加者となり，この地域の人々の関心の深さを示すところとなった。これに先立って，その

前日には新聞・テレビヘの発表も行った。 9月に入り，強い台風にも見舞われた。

⑦の調査区は，南端の細長い部分で，最後まで工事用道路として残してあった範囲であった。

この部分だけを残して周辺の構造物・盛り土工事もかなり進展していた段階である。この調査

区の東半は，南側路線外の植木畑への進入路を確保するために，この細長い部分を更に南北に

2分して反転しての調査となった。 9月30日から， 10月12日までで，すべての本遺跡の調査を

完了した。最後の慌しい調査ではあったが，ここで検出された第 1号土壊からは，本遺跡最多

の土器や瓦が出土して，貴重な資料となり，最後の花を咲かせてくれたという惑じであった。

永い調査も終った。

以上のような経過であったが， 2万rrfに及ばんとする広い調査範囲であったとはいえ，それ

を上記の如く不規則な調査工程をとらざるを得なかった結果は，かなり効率の悪い調査となっ

たことを深く反省している。調査区移動のたびにユニットハウス・テント・器材・トイレなど

の移動を行い，更には基準測量杭の打ち直しも伴って，かえって時間のロスを生み出す結果と

なった。このような経過の中で日常的に現地にて配慮いただいた五洋・東亜共同企業体の寺田

宝氏には特に謝意を表したい。

また，高松家墓地の管理をされてきた憶想寺の方々には常に暖かい御支援を受けた。地元の

土地所有者の方々には，多くの御迷惑をおかけし，その度に深い御理解を示して下さった。更

に，作業員の募集や，高松家墓地に関する事を初めとする地元との交渉に奔走していただいた

小郡市教育委員会の方々にも深い感謝の意を表したい。最後になったが，現場にてみぞれの降

りしきる中でも，常に苦労を共にした地元作業員の方々には，心から御礼を申し上げたい。

なお，薬師堂東遺跡の昭和59・60年度の調査関係者は次のとうりである。

日本道路公団福岡建設局

局長 今村浩三

総務部長 菱刈庄二（前任） 安元富次
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管理課長 森 宏之

管理課長代理 野口利夫（前任） 佐伯 早草

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所 長 乗松紀三

副所長 西田 功

副所長（技術担当） 中村義治

庶務課長 松下幸男（前任） 徳永 ア旦メ

用地課長 岩下 剛

工務課長 山口宗雄（前任） 後藤二郎彦

小郡工事区工事長 友田義則

甘木工事区工事長 猪狩宗雄

朝倉工事区工事長 平沢 正（前任） 小手川良和

杷木工事区工事長 前田雄一（前任） 山中 茂

福岡県教育委員会

総 括

教育長 友野 隆

教育次長 安部 徹

管理部長 伊藤博之（前任） 大鶴英雄

文化課長 前田栄一

文化課長補佐 中村一世（前任） 平 聖峰

文化課長技術補佐 宮小路賀宏

文化課参事補佐 栗原和彦

庶 務

文化課庶務係長 松尾 満（前任） 平 聖峰（兼任）

文化課事務主査 長谷川伸弘

調 フ旦

文化課調査第 2係長栗原和彦（前任） 宮小路賀宏（兼任）

同技術主査 井上裕弘

同主任技師 木下 修

同主任技師 高橋 章（現京築教育事務所技術主査）

同主任技師 児玉 真一（現北筑後教育事務所技術主査）

同主任技師 新原 正典（現筑豊教育事務所技術主査）

同主任技師 中間 研志（調査担当）
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文化課主任技師 佐々木隆彦

同主任技師 小池史哲

同技 師 伊崎俊秋

同技 師 小田和利（調査担当）

同技 師 緒方 泉

同文化財専門員木村幾多郎

同臨時職員 日高正幸

同臨時職員 森山 栄一（調査担当）（現筑紫野市教育委員会）

同臨時職員 宮田 浩之（現小郡市教育委員会）

調査補助員 高田一弘 佐土原逸男

．平嶋文博 武田光正

田中康信 向田雅彦

樋口秀信

調査作業員

古賀忠次郎 三池清水 野田敏子 野田松子 野田アキノ

野田スミカ 重松キクエ 臼井シメノ 大判留子 辻美都愛

古賀フサエ 古賀ツヤノ 草垣イオリ 溝田アヤ子 西岡サダ子

牟田チヅ子 高木スギノ 野田トヨ子 野田スエ子 樋口 スミ

中島 都 佐藤スギヲ 藤戸ナッョ 井上弘子 重松幸恵

重松サッキ 重松クニ子 平田エミカ 木村キヨカ 高松キヨ子

井上ヒロカ 平田保子 後藤トキエ 石本ナッェ 永利ナヲミ

棚町知江子

II 位置と環境

遺跡の位置

薬師堂東遺跡の所在地は以下の如くである。

福岡県小郡市大字井上字東山ノ後985~990,字西道南945-2, 字西野口1142~

1144・1149, 字東野口938~943,字口937

国土調査法第II座標系 X =44.313~44.441, Y =-38.651 ~-38. 949 
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本遺跡の呼称を如何ように決めようかという時になって，基本的に字名を遺跡名とする予定

であったが，上記の如 <'5つの字に渡るために，まずこれを断念した。次に近世高松家墓地

が本調査区域内に所在することから，これに関する名称を思案したが，本遺跡の大半の遺構・

遺物は古代のものであり，江戸時代遺跡の名称を使用するのは，時代的にそぐわないというこ

とになった。そして，西隣の第 5地点が字南薬師堂で，井上薬師堂遺跡という名称を付けたの

で，本遺跡はその東に所在する一連の遺跡であるという観点から「薬師堂東遺跡」と命名する

に至った。

本遺跡は，筑後川及びその支流宝満川によって形成された洪積世の低位段丘上に占地してい

る。この低位段丘は筑後川北岸では，広く朝倉町西半あたりまでみられ，各所の大小支流によ

り開析されている。この段丘上縁辺部には，多くの古墳時代から奈良時代の集落遺跡が形成さ

れている。今回の九州横断自動車道建設に伴って調査された朝倉町西半部までの遺跡の大半

は，この立地の大集落跡である。

歴史的環境

本遺跡は，何よりも井上廃寺と呼ばれる，山田寺系古瓦を有する遺跡との関連を考えねばな

らないだろう。本遺跡からはこの井上廃寺から持ち込まれたものと考えられる瓦片がかなりの

量出土している。本遺跡内に瓦葺建物の在った可能性は無い。

そのような事から，本遺跡で発見された古代集落は，何よりも井上廃寺を支えた人々の，或

いはその建造・修理に実際的に携わったかもしれない人々の村落であったと考えられる。いず

れにしろ，井上廃寺自体の本質的性格の調査解明がまたれるところである。

7・8世紀の同時代の遺跡として，北方には干潟遺跡があり，古代の御原郡日方郷に比定さ

れている。ここでも椎先瓦の完形品が住居跡床面から出土しており，井上廃寺に対して労役を

提供した集落と解釈されている。

以上の他に周辺には関連する遺跡が多々在るが，既に第 5・7・10・11集の中に極めて詳細

に記載してあるので，重複をさける。なお，第 3図の遺跡番号は第10集のものと同ーであるの

で，そちらを参照されたい。 （中間）

- 7 -





m 調査の内容

薬師堂東遺跡では，次のような遺構を検出し得た。ただし，高松家墓地の分については次回

の報告に譲ることとした。

竪穴式住居跡

掘立柱建物

土壊

土城墓

69軒

21棟

45基

11基

(6世紀末~8世紀末）

(6 ~ 8世紀）

(6世紀末～平安時代）

溝 7・8世紀

(7世紀中葉~9世紀中頃）

13条

14世紀

近・現代

1条．

35条

井戸

円形周溝遺構

埋甕

道路状遺構

馬歯埋納遺構

落し穴状遺構

風倒木痕

近世高松家墓地

その他柱穴群等

3基

1基

1基

2本

1基

12基

3個

(7世紀中葉~8世紀末）

（古代）

(8世紀）

(7・8世紀）

（古代）

（縄文時代？）

（縄文時代）

26基 （江戸時代）

極めて多数

以上の各遺構からは各々の時期に属する多量の土器・鉄器・石製品・土製品などが出土して

いる。ただ本遺跡の主体は 7-8世紀の竪穴式住居と掘立柱建物で構成される集落である。

また，量は少ないが，縄文時代早• 前期の遺物が出土しており，付近に有力な遺跡の存在が

推定される。これについては，次項の土層の説明で詳述する如く，遺跡中央南端にトレンチを

設けて，深掘りしてはみたが，成果は得られなかった。

更に，弥生時代の遺物も少量出土しているが，他時期の遺構に混入したものであり，弥生期

の遺構は存在しない。西側の井上薬師堂遺跡で弥生時代住居が若干検出されており，それらか

ら持ち込まれたものであろう。
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井戸
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地形と層位（第 5・7・8図）

薬師堂東遺跡の古代遺構面は，低位段丘上に在り，標高17.3-18.5mの，大きくみればほぼ

水平に近い平坦面である。より詳細にみてみると，座標軸Y=-38.82のあたりから， Y=一

38. 70のあたりまでの北半部が最高所で，それから西へ次第に低くなっている。また， Y=一

38.83から Y=-38.87あたりまでの北半が僅かに10-20cm程度微低地となっている。つまり，

D・F・C"住居群に囲まれた遺構空閑地がそれである。更に， Y=-38.68から東北調査範

囲までの幅で，南端のY=-38.70までの南北方向に帯状に低い部分がみられる。約30cmほど

低く，浅い谷状を呈しており，遺構は落し穴状遺構を除いて皆無である。以上のような，ごく

僅かな高低差が集落遺構の立地に大きく影響していることは見逃せない。即ち，少しでも高い

部分を選択して，住居群が占地している訳である。

本遺跡の層位を記述しておこう。発掘調査開始当初，南側に沿った側溝工事先行に伴って，

南西端の第 1号住居跡付近が深掘りされ，その際に土層観察を行った。（第 8図）基本的には，

耕作土・床土が約30cm被り，その下に15cm厚さで黒色包含層（第 2層）が拡がっている。この

土が古代遺構の殆んどを覆うものである。この下に第 3-5層のローム質の黄褐色系粘質土が

60cm堆積している。古代各遺構はこの第 3層上面から切り込んでいる。この下の第 6層は，黄

橙色砂質土と灰色粘質土の混合層で，滞水状況下での水成層となる。

更に，遺跡東端近くの，第 2号溝と現代導水管埋設部とに挟まれた遺跡南端に，長さ 7m,

幅 3mのトレンチを入れて土層の観察を行った。これは，この周辺の第 1号井戸から縄文早～

前期の打製石鏃が出土したり，黄褐色粘質土にくい込んでサヌカイト剥片等が採集されたりし

ており，あわよくば縄文～プレ期の層位を掴みたいとの意図があったからである。トレンチ発

掘による遺物の出土は皆無で，もくろみは破れ去ったが，土層をより深く確認することができ

A 東 西

1 . 耕作土

中位に鉄分薄く堆梢し上下(a・b)に分

かれる。 b一床土でしまりあり

2. 黒色土，遣構特にピットなどの埋土と同

じ

3. 黄褐色粘質土

第 7図 発掘区中央南付近土層断面実測図 (STA .39付近） (1/80) 

゜

3m 
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1 . 灰褐色耕作土

l'. 暗赤色鉄粒集中堆梢灰褐色土
r. 暗灰褐色耕作土， 1層に比べ締まり強く
固い（床土？）

2. 混黄褐色粘質土粒・赤色土粒・炭化粒黒
褐色土・住居跡・ピット群などを覆う包含
層と考える

3. 淡褐色粘質土（チョコレート色）
ローム層 {4.明黄褐色粘質土

5. 多混黒色岩石塊(3-5cm)・ 石粒・明黄

褐枯質土
6. 灰色やや粘質土及ぴ黄橙色砂質土混合層，
詳細には分層できるものと思うが上下入り
組んでいるので分屑しない。部分的に黒色

岩石粒を含む

第 8図 発掘区南西付近土層断面実測図 (1/80)

た。基本的には西南端部の土層と同じである。ここは，既述した如く，遺構面が低い部位にあ

たり，表土が50~60cmと厚い。第 3~5層の黄褐色系粘質土層も lm近く厚く堆積している。

第 6層の下にはしまりの弱い灰色粘質土層（第 7層）があり，その中には砂層が縞状に入ってい

る。更にその下の，現地表面から約 2.6m下に， 2~lOmm大の砂利層が確認できた。

以上の土層のうちで，第 3層の中に縄文早～前期と考えられる石器類がくい込んでいたのは

確実で，この層がこの地域における同期の包含層であることを確認でぎた。このような例は各

遺跡でも確認されている。即ち，本遺跡の北方約 2.5kmの干潟遺跡では，この黄褐色粘質土に

貼りついた状態で押型文土器が検出されており，甘木市柿原逮跡では明黄褐色土中から押型文

・無文土器が出土している。また，杷木町天園遺跡では， lm近い黄褐色土系粘質土層の上・

中位に轟式土器が多量に包含されている。以上の他にも横断道関係調査分の朝倉町・杷木町所

在の多くの遺跡で，このような状況が確認されつつある。今後，自然科学的分析をも加味して

ゆく中で，遺跡相互の層位のつき合わせによる検討が重要な課題となろう。

集落のグルーピング（第 9図）

以下の各逮構の説明の中で，本遺跡の住居跡を主眼においた配置上のグループ名を使用して

いるので，ここで，簡単にその主旨と具体的区分法を記しておきたい。

本遺跡で検出した遺構の主体は， 7・8世紀を中心とする竪穴式住居と掘立柱建物とで構成

される集落である。今回調査分全｛本は，一つの集落のうちの何分の一かを占めるにすぎないの

かもしれない。しかし，遺構の密集度からみると，主要な部分のうちのかなりが含まれている

ように思われる。

さてこれらの遺構群は，単純に配置図を眺めていても，小支群に分かれることが判断できる。

そして，各グループが，それぞれ密集する竪穴式住居と倉庫的な掘立柱建物及び土城を持って

いることが観取される。更に，各グループ内における竪穴式住居・掘立柱建物の主軸方位が，
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7. 多混黄褐色枯質土粒黒褐色土・住居跡埋

土

8. 著多混黄褐色枯質土塊・ 土粒黒褐色土

9. 黒色土・壁溝埋土

10. 多混焼土粒暗褐色土，下位に砂質土堆積

11. 淡褐色（チョコレート色）粘質土，やや硬

質であるので貼り床の硬化層と考える

(STA.37-38付近）

ほぼ一定していることも判かる。つまり，各グループ内での主軸方位の規制が認められるので

12. 混黒色土粒黄褐色粘質土，④の明黄褐色

枯質土地山と思ったが③もやや混じり，全

体に濁っており掘ってすぐ埋ったものと考

えられる

13. 混黒色土粒・淡褐色及ぴ明黄褐色粘質土

混合層，⑫同様地山のローム塊多く混じる

が⑫より暗い

ある。、 1列えば， G群と E群， E群と D群間における主軸方位の違いは歴然としている。

以上のような主旨とともに，遺構の位置を説明する際の便宜をも考慮して， A~Gの7つの

支群にグループ分けしだ。これは，土城をも含めたもので，また，時期的変遷からの視点は全

く配慮していない。具体的には以下の如くである。 （数字は各遺構番号を示す。）

第 1表 各遺構グループ一覧表

群 住 居 跡 掘立柱建物 土 城

A 群 1・28・29・32・63・68 4 36・37・38 

B 群
2・3・4・5・6・7・8・9・30・ 

21 1 
64・65・66 

c群 24・25・26・27・59・60・61・62 25・26・32・50 

C'群 31・57・58 5 30・31・51・52・56・57 

C"群 54・55・56 

D 群
40・41・42・43・44・45・46・47・48・ 13・14・15 45・46 
49・50 16 

E 群
11・12・13・14・15・16・17・18・19・ 10・11・12 12・13・14・15・16・17・18・19 

20・21・22・23・39・69 19 20・21・22・23・24・42・43・44 

F 群 51・52・53 17・18 47・ 井戸 2

G 群 33・34・35・36・37・38 
2・6・7 

7・8・10 
8・9・20 

このようにグループ分けしたが，これに含まれない第10号住居跡や，第 1・3号掘立柱建物

• 第11号土壊などは，更に南方に拡がる 1群のものなのか，独立した配置を示すものなのか，

判断し難いので，今回は除外した。また， C'群としたものは， C群との間に東西に走る当時の

溝が横たわっており， B群に入れた方が良いのかもしれない。或いは，西側の谷に面する一群

として c~c'~A をひとつの群にまとめるべきなのかもしれない。

- 13 -
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第9図 集藩支群グルーピング閲

(1/1,800) 

これらの各グループは．まとめの項で詳述する如く．

時期的な片寄りもみられ．全体の盛哀は一様ではない。

更に，各グループ間の同時存在は，住居の多いグルー

プでもせいぜい 2-3軒程度と考えられる。そして．

それらの各グループは，とりも直さずごく身近かな血

縁集団の単位グループを示しているものと考えられる。

以ド，各遺構について．このA-G1主居群の配散分

けを用いて．説明してゆきたい。 （中//jj)

A 竪穴式住居跡

本遺跡では，総計69軒の方形竪穴式住居跡を検出し

た。（第 2表） 各々大小あり，時期的にも 7世紀初頭

~7世紀末前後ま で連続して営まれるが， 7世紀後葉

期が多数を占める。全体としての竪穴式住居の群とし

ての配置は， 5~6の小プロックに分かれ，大きくは

環状に配潰されているようでもある。この群の構成に

ついては後論で比落の変遷を含めて詳さに検討したいc

ただ，それぞれの小プロック内においては新IRの切り

合い（最大が第17~20・69号住居の 5回の頂複）がか

なりみられ．各プロック内での建て替えが続いたこと

がわかり，この時期のある程度の定住性の強い母躾落

を構成したことが考えられる。これは，各々の小プロ

ソクに伴な って総柱の倉庫 と考えら れる掘立柱建物が

数棟づつ検出されていることからも，本躾落の構成が

基本的に，井上廃寺創建の背鋲を支えた農業碁盤の母

集落であることを示唆している。

本遺跡検出の竪穴式住居跡は，すぺて一辺のほぼ中

央に粘土等で作り付けた住居付帯施設としての鼈（以

下カマドと記す）を有している。 （ただし小規模の住

居では認められないものも数例ある。）その形態も大き

14 



A類 B類

c類

第 10図 竪穴式住居跡付帯カマド模式図

く3種に分類できる。（第10図） A類・・・住居掘方壁を崩さずに，その内側に袖を含むカマ

ド本体を構築するもの。 B類...住居掘方壁を崩し外側まで掘りくぼめて，燃焼部を壁ライ

ンより外方まで拡げたもの。 C類・・ ・B類に長く延びる煙道部を付けたもの。この C類は少

ないが，遺跡全体に削平が著しいので，既に残っていないとしたら， B類のものの一部も C類

となる可能性もある。以上の形態別の類別の他に，土師器小甕を倒立して転用した支脚もかな

りみられる。カマド内に小礫が数点検出されたことも少例ながら気になる。ここでは以上の如

< A, B, C類に便宜上分類したが，基本的にはあくまでも，煙道そのものは存在するわけで

あり，残存状況としてのC類でしかないのである。つまり，住居跡の壁外方に掘り込むB類で

あるのか，そうでない A類であるのかが，本来的な当を得た分類となるのではなかろうか。

本遺跡の竪穴式住居跡はすべて方形ないし長方形掘方を呈し，その床面に 4本の主柱穴を有

する。ただし，小規模住居では不明瞭なものが多い。＿

竪穴式住居のカマドを含めた詳細については，考察篇で検討を加えることとして，以下，簡

略に各住居毎に説明してゆきたい。なお，各住居の法量等の細かい数値については一覧表（第

2表）を参照されたい。

第 1号住居跡（図版14,第11図）

A群の中で南端に位置する。調査当初南側に路線に沿って設けられる側溝工事の掘削の際に，

土層断面のみで確認されたものである。

北に隣接して第68号住居跡があるが，部分的に切り・合うものかは定かではない。ただその近

接状況から両者の同時併存は考え難い。

土層から観察すると，床面中央と壁沿いに下層（当初）の掘込みがみられ，その上に貼床を

施している。カマド等明瞭でない。

- 15 -
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第 11図 第1号住居跡断面実測図 (1/60)

出土遺物（第12図）

~~、
゜I I I I I I 

19cm 

須恵器杯蓋で，口径12.2cm,器高 3.5cmを測る。内

面は灰かぶりして，天井外面中央はナデており，その

周縁のみ回転ヘラ削りを施す。

この土器は本住居跡断面図での第12層，即ち床面よ

第12図 第1号住居跡出土土器実測図

(1/3) のものを示してはいない。よって，この第 1号住居跡

は， 7世紀初頭を上限とする時期に営まれたと考えられる。 （中間）

り下層の貼床下から出土したもので，住居跡の時期そ

第 2号住居跡（図版15,第13図）

B群の中央南端に位置し，第 2号住居跡→第 3号住居跡→溝39(古→新）と切り合う。カマ

ドは北西辺を第 3号住居，北東辺を溝39に切られるため，全く痕跡を残さないが，同辺の状況

よりおそらく北東辺に位置したと考えられる。

明瞭な 4主柱穴を残し，柱痕跡も良く確認できた。直径15-18cmの太さである。床面中央を

掘り残す形で， 4柱周辺部を掘り下げて後，貼り床を施している。

出土遺物（第14図）

床面直上より須恵器杯類が出土した。

須恵器 (1-8) 1は口径11.8cm, 器高 3.7cmを測る杯蓋で，天井外面はヘラ削りを施してい

る。 2は口径10.8cm,器高 3.7 cmの杯蓋で， 4主柱穴の 1つであるP.2内から出土している。

天井外面は横ナデの上を部分的にナデッケている。端部が丸味を持ち，口縁上位で屈折をみせ

る類である。 3は，床面出土杯身で，口径10.4cm, 器高 3.5cmを測る。底部外面は粗い回転へ

ラ削りで，中央部分はナデている。 4は杯身底部で，底部外面は未調整状を呈する。 5は高台

- 16 -
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第 13図 第 2・3}}住居跡実測似I(1/60) 

径 7cmを測り，全体に薄手で．外方に踏ん張る形状の品台を付ける。 1本部外面は下端まで横ナ

デfJ: 上げを行っている。底外面はナデている。

6-8は甕胴部片で， 6の外面には焼成時にf也器種が付祈している。内面は青海波．外面には

条席状IIIJきが施される。 7(ま外面に平行条線状叩き，内面には粗大な行海波が施されている。

8は外面に条然状叩き，内面には胄海波が施されている。

土師器 (9~11) 9は胴が厨部で強く張り ．丸く屈曲して外反する 17顕部となる甕である。10

も胴が強く張るタイプであるが， 9よりも口縁部が長めに外反する。いずれも顕部は肥厚 しな

17 



三

二

、¥、
4
 

、-ニゴー~,
5 

2
 

8
 

、

i

/
11 

_
＿
＿
-
、

10

/
＼
‘
 

,
 

.• 
9

,

_

 
/II 

闘
[｀
 

ヽ
》

墨鬱[
9

叫題

□

‘
 

ミ

゜
10cm 

第 14図 第2号住居跡出土土器実測図 (1/3)

い。 11は，住居内 4主柱穴のうちのP.3から出土したもので，胴部中位で張り，頸部内面に稜

をつくり，短かく外反する口縁となるものである。

以上の出土遺物は，大旨 3期に分けられる。即ち， 1・9が示す 6世紀末~7世紀初頭期と，

2・3・11が示す 7世紀の初葉期と， 5の7世紀後葉期とである。ここでは 3の床面直上出土

の状況を尊重して，この第 2号住居跡は 7世紀初葉に営まれたものと考えたい。 （中間）
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第 15図 第3号住居跡出土土器実測図（その 1)(1/3) 

第 3号住居跡（図版15,第13図）

B群に属する特小型住居で，第 2号住居を切り，溝39に切られる。面積 6.8rrfと特に小さく，

主柱穴は床面には見られない。床面下層は北端部で大きく掘られている。

カマド（図版16,第13図）北東壁辺の中央よりやや東に片寄った位置に設けられている。掘

方が壁辺より外側へ突出する B類であるが，上半の殆んどを溝39で削平されているため，詳細

は明らかでない。燃焼室部分には焼土がつまっていた。袖は残らない。

- 19 -
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第 16図 第3号住居跡出土土器実測図（その 2)(1/3) 

この第 3号住居は既述の如く特に小型で，主柱穴もはっきりせず，カマドのみが目立つ類で，

通常の住居とは一線を画しており，特殊な用途を考えねばなるまい。

出土遺物（第15・16図）

須恵器 (1~7) 1は短かい返りを有する杯蓋片で，内外面横ナデを施す。 2は広口の壺で，

肩が張り，全体に薄手である。頸部内面に鋭い稜をつくり，内外面ともに横ナデ調整を施す。

内面上辺と外面は灰かぶりしている。 3は甕口縁で，内外面とも横ナデを施す。内面は灰かぶ

りしている。 4は壺・ 瓶の胴部片で，外面は叩きの上をカキ目で消し，内面は吉海波の上をナ

- 20 -



デ消している。 5~7は甕胴部片で， 5の外面は細い条席状叩きの上をカキH調整する。内面i

は細自の甘海波が施される。6は長）i形気味の格子目l」ilきを施し ．内面には粗雑な青海波くず

れのあて具痕がみられる。

ている。

7は，外面に平行粂線状叩きをみせ，内面には粗い甘海波が施され

土師器 (8~ 14) 8は復原口径14cmとなる杯であるが、全而磨滅して調整は不明である。9は

短頸の甕片で．胴の張る古いタイプとなろう 。JOは小ぷりの把手部分である。11は， 口径15.2 

cm, 器高15.7cmを測り，頸部で肥｝ばして短かく外傾する程度の口緑となる。外面には黒斑部が

見られ，底外面はナデていると思われる。12は，復原口径14.lcmの薄手の小型品である。全体

f

)

 

9

,

 ．．次火熱を受けて、が変し．外面は磨滅している。13は， n径14.6cm. 器邸14.8cmの小甕で，`

頸内面に稜をつくらず， ゆるやかに外傾するn縁となる。胴外面には焦斑部がみられる。14は．

［◎ 
(0 

1主5

(_) 
0
 

E
 0"
8
(
 

。
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18.0rr 

第 17図 第 4号・f主届跡実測図 (1/60)
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口径25.2cmで強く張る胴部につくる甕で，頸部であまり肥厚せず，長く外反して開く口縁とな

6世紀代の特徴をよく示している。

以上の出土土器は， 1が7世紀後葉代で， 6・7もそれに近い様相を示し，土師器小甕類も

ほぼそれを前後する時期と考えられる。ただ，他の多くは 7世紀前葉期以前の古い様相を示し

る。

ている。逮構の切り合いからみて， この古い様相の土器群は，第 2号住居跡を切って掘り込ま

れた際の混入品とみられる。よってこの第 3号特小型住居跡は，

れる。

7世紀後葉代の所産と考えら

（中間）

第4号住居跡（図版17~19,第17図）

B群の中央に，第 5号住居跡と溝39に切られて位置する。南辺が未調査のため全容はいまひ

とつであるが，ほぼやや縦長に近い方形住居となろう。主柱は 4本と思われるが，南西端の 1

柱穴が不明瞭である。床面下層は中央部を大きく掘り込んでおり，他はわずかに貼り床を施す

程度である。

t 
18.0m 

17.9m 

-

E
 
0'8~ 

1 . 炭・焼土粒子(0.5-lcm大）混りの暗褐色土

2. 灰が混った 1
3. 焼士があまり混らない暗褐色土（貼床）

第 18図 第4号住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド（図版18,第18図）北壁中央部

に設置され，壁外方へ燃焼部が張り出す

B類である。袖の残りは良くない。中央

に軽石が立っているが，埋め込んだ形跡

もなく，下に土師器片もあり，支脚に使

用したとしても原位置ではなかろう。煙

道側は新しい穴で切られる。カマド内に

は土師器甕片が散在し，

用された可能性もある。

、出土遺物（第19図）

1は，須恵器杯身で，立ち上がり部は

まだ長めに立ち，深い形状をなすと考え

られる。底部外面は回転ヘラ削りが施さ

れる。床面 4主柱穴のうち， P.1から出

土したものである。

カマド支脚に転

2は土師器小甕で，

頸部内面に稜をつくらず，胴下半でゆるやかに張る器形をなす。

外面は赤変し，内面には煤が付着する。胴内面はヘラ削りを施している。

口径13.1cmを測る。外面は磨滅しており，

3は土師器鉢乃至甕の口縁で，

4はカマド内出土の

土師器小甕で，支脚に転用されたものであろう。復原口径12.0cmを測り，頸部内面に稜をつく

る。胴部外面は丁寧にナデており，胴中位でふくらむ特異な形状をなす。 5もカマド内出土品

22 
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第 19図 第4号住居跡出土土器実測図 (1/3)

で，丸底の土師器甕である。

以上の出土遺物は，全体に古い様相を持ち， 1の杯身が6世紀末ごろで，出土状況からみて

その上限を示すと考えられるが，他の土器もそう年代の下降するものは無く，ほぼこの時期が

この第 4号住居跡の営まれた年代と考えたい。これは当住居を切る第 5号住居の出土土器から

みても矛盾は無いと考えられる。 （中間）

第 5号住居跡（図版20,第20図）

B群の中央に位躍し，西側で第 4号住居跡を，東側で第 6号住居跡を切る。 4主柱穴で柱間

は縦方向が長くなる。床面下層は中央部を大きく掘り込み，壁寄りも全体に掘り込んでその上

に貼り床を施している。

カマド（図版21,第21図）北辺中央部に設置され，壁外方へやや張り出すB類である。両袖

の残りは良くないが，暗黄褐色粘土を用いている。燃焼部は全体に掘り込まれており，その中

央に胴部中位以上の土師器甕を据えて，支脚としている。焚き口部から前面の床面は赤く焼け

ている。

出土遺物（第22図）

1は土師器杯で，全体に薄手で磨滅が著しい。カマド内出土品で，底部は赤変している。 2
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第 20図 第 5・6号住居跡実測図 (1/60)

は土師器甕で，胴中位で張り ．頸部内面に稜をつくらず，ゆるやかに外反する口縁となる。ロ

径17.8cmを測 り，カマド内に据えられて支脚として用いられたものである。 3は短かい口縁が

外方に開く土師器小甕片で． 口縁内面には煤が付着している。

以上の出土土器は、 7世紀も中頃以前のもので｀切り合い関係から ，6世紀末とした第 4号

住居跡よりも新し<• 7世紀初～前葉の時期が考えられるc （中間）
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第 6号住居跡

（図版17,第20図）

B群中央に位置する

やや小型の住居である。

第 5号住居と第 7号住

居に切られ， 全容は明

確ではないが，カマド

は西或いは北と推定さ

れる。 4主柱穴の配置

は幾らか平行四辺形気

味に歪つである。床面

下層は北東隅で掘り込

みがみられる。

実測に供し得る出土

遺物が無く，年代を決

定し得ない。切り合い

関係からみて， 7世紀

初頭～前葉とした第 5

号住居跡よりも古く，

1
8
.
0
m
 ／

 18.0m 

1 . 灰・焼土まじりの暗褐色土（粉っぽい）

2. (甕内の埋土）灰・焼土粒子(5mm大）・炭

を多く含む（粉っぽい）

3. (貼床）暗茶褐色枯土・黄褐色粘土のプロ

ックが混じる
4. 黒色土，黄色粘土のプロックが混じり，

焼土粒子は余り含まない

5. 暗褐色土

6. 暗黄褐色粘土

゜

。-
18.0m 

2m 

第 21図 第5号住居跡カマド実測図 (1/30)
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10cm 
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第 22図 第5号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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それを下限とする年代が、第 6乃住居跡の党まれた時間と考えられる。 （中rm;

第 7号住居跡 （図版22、第23図）

B群の中央に位沢し，第 6号住居跡を切り，束端で第 8号住店跡と接するが，J: 屋構造を考

えると両者が1井存する状況ぱ考え難い。 また西端で溝52を切っている。平面形はカマドと反対

側の壁辺が拡がり，全f,t,:にやや歪つな形態を呈する。 4主柱穴を打し，縦方向の柱間がやや長

い。床l面下培の掘り込みは全体にみられ．やや厚めに貼り床が施される。

カマド （図版22、第24(::(J)北西辺の中央に認められるが、極めて残りは悲い。固辺床面は焼

t: が散在し ．壁際からその外ガに深い掘り込みがみられる。この上層部分（よ黒色上（焼土粒混

゜

5m 

180m 

ニ言暑亨□
第 23図 第7号住居跡実測図 (1/60) 
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入）で，下半は赤味の白灰色土の焼土混

入土であった。中からは土師甕片が出土

土した。この掘り込みが直接カマドに伴

うものは疑問であるが，焼土の状況など

から，この部位にカマド本体が設置され

たことは間違いなかろう。

出土遺物（第25図）

1は，須恵器の建或いは小型壺の底部

片で，外面は回転ヘラ削りで，ヘラ記号

を施している。 2は土師器高杯脚部片で， 0 1m 

脚柱径の小さい，小型品である。脚柱外

面は縦方向ヘラ削り，内面は横方向のヘ

ラ削りが施される。

以上の出土遺物は， 2が7世紀前半代に小型化したもので，この住居跡の上限をこのあたり

第 24図 第7号住居跡カマド実測図 (1/30) 

に求め得る。また， 7世紀前葉を上限とする第52号溝を当住居跡が切っていることからも，こ

の第 7号住居跡は 7世紀前葉を上限とする時期と考えて矛盾は無い。 （中間）

第 8号住居跡

（図版23, 第26図）

B群の東寄りに位置し，

第 9号住居跡と切り合うと

考えられるが，その間に大

きな穴があり，新旧関係は

明らかでない。やや縦長気

、＼，

2
 、

冒.’ ¥llr ／
 

゜
10cm 

味の方形プランを呈し， 4

主柱穴を有する。縦方向の柱間が 1-2尺分長い特徴を示す。本遺跡検出の竪穴式住居例では

珍しく，当住居跡の左右両壁際には板材打ち込みの周壁溝が認められる。床面下層は北東側

第 25図 第7号住居跡出土土器実測図 (1/3)

で大きく掘り込まれている他は，薄く貼床を施すのみである。

カマド（図版24,第27図）北西辺の中央に設置され，壁外方への掘り込みのない A類である。

残りは良くないが，検討の結果，上下 2層の袖跡を検出した。即ち，当初のカマドが北西辺の

中央に黄色粘質土を袖に用いて構築されている。 （図中赤色表示の袖部）このカマド内堆積中

からは土師器甕片，杯片が出土した。上層のカマドは中央よりやや西に片寄って作られ，灰味

黄色粘質土で袖を構築している。カマド前面及び固辺から軽石が少量出土しているがどちらの

- 27 -
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第 26図 第8・9け・ft居跡実測I火I(l/60) 

カマドに伴うものか定かではない。

出土遺物 （第28図）

l -5は，須恵器杯身である。いずれもまだ立ち上がり部が長めで.3は11径 9.2cm. r. 和高

3.3cmを測る。底外面に曲線気味の長い 1本線のヘラ記号がみられる。41よ口径10.2cm,5はロ

- 28 -
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1 . 斑状茶灰色土＋

黄色土＋黒色土＋焼土

2. 赤味灰白色土斑紋状

黄色土＋焼土混入

3. 灰味黄色枯質土

4. 黒色土

5. 赤味灰色土

6. 斑状黒色土＋賀色土

7. 茶味黄色土粘質

8. やや濃い⑦

9. にごった⑦

10. 斑紋状茶灰色土＋

焼土＋黄色土

11. 焼土黒色土を斑紋状に含んだ③

12. 黒灰色土・焼土・黄色土をプロック状混入

13. 黒灰色焼土粒混入

14. 黄味暗灰色土

15. 斑状黄色土＋焼土＋黒色土

16. 黄色粘質土

17. 斑状黒色土＋暗灰色土に焼土粒黄色土粒

混入

18. 黒色土（小礫混入）

゜
2m 

第 27図 第8号住居跡カマド実測図 (1/30) 

径10.1cm,器高 3.6cmを測る。 3の底外面はナデており， 5は横ナデを施している。

6は，須恵器甕胴部片で，外面は細い条薦状叩き，内面は細身の青海波を施している。

7は土師器小甕で，カマド前面出土品である。復原口径17.2cmを測り，外面には煤が付着す

る。頸部は肥厚せず，胴部もゆるやかに張る形状をなし，古様を示す。 8は，復原口径23cmで，

口縁端へと薄くなり，胴が強く張る形状をなす。外面は磨滅している。 9は全く外反しない口

縁となり，下部の古いカマド内から出土したものである。 10も同じ部位から出土した小甕片で，

張らない胴部となっている。

11は，カマドに立っていた軽石で， 4側面を擦っている。右側面には刃物によるキズが見受

けられる。

以上の出土遺物は，土師器にしてもすべて 6世紀代の古い様相を示している。須恵器杯身の

年代観から，この第 8号住居跡は 6世紀末に営まれたと考えられる。 （中間）

第 9号住居跡（図版24,第26図）

B群の第 8号住居跡の南側に位置する。発掘範囲すれすれのところで検出したので，その北

東コーナ一部分のみしか確認していない。第 8号住居跡との新旧関係も明らかでない。その規

模，様相等全く不明である。 （中間）
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第 28図 第 8号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第 29図 第10乃住居跡実測図 (1/60)

第10号住居跡 （凶版25・26,第29屈）

B群の住居グループから20m以上離れた東方に位謹する。この住居はB群が帯状に束方へ延

びて B群に屈するものなのか．或いは北側のF群と同グループに含まれるものなのか，いずれ

れにも判別し雖いところである。

もする。

t軸方位や、大型住居であることを考えると F群に近い感触

一辺が6m近い大型住居と推定され，横方向の柱間は2.93mもある。1未面は壁沿いに下層が

掘り込まれている。

カマド （第29図）北而辺のほぼ中央に設沢されたと考えられる。焼土を多く含む掘り込みだ

けが検出され，袖"f;;の他部位は残らない。壁外方に掘り込まない A類となろう c （中間）

第11号住居跡 （図版26,第30図）

E群の東南付近のややはずれた所に位骰する小型縦長力形の住居である。小さな柱穴様ピッ

トは壁際やv、]外に散在するが！ まとまりをみせず，｝ぷ面の通有の 4主柱穴もみられない。これ

は小型住居の第 3・34・39乃竪穴式住居にも共通する特徴である。床面卜:,.z,は中央部分を残し

て壁沿いに掘り込まれておりその上が貼り床となる。

カマド （図版27,第32図）西北壁中央に設閥される B類である。袖部分は残りが良くないが，

黄灰色粘質土を用いて構築しており，燃焼沸の奥の方の火床面は赤く焼けて硬化蒋しい。煙道
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第 30図 第11居住届跡実測[><[(l/60) 

に,I'll'りする部位に小ピソ

トが見られるが．煙道部

とは考え難tヽ。 カマド内

には土師器甕片若干が残

付していた。

実測に面•tえ得る追物が

無く，時期イ浦nnである。

（中間）

第12号住居跡

（図版28・29,第33図）

E群の南西端に位潰す

る小型方形住居である。

西側で第14号住居に切ら

れ｀束端で第15号上城に

り） られ ，南西側で第13号

住店を切る。 E柱穴は 4

本であるが．カマド側の

2本は床面に在り ．反対

(l!IJの 2本は壁際に存在す

る。或いはこの壁際の 2

本が，人11部分の柱穴を

兼ねているのかもしれな

ぃ，、 他の小型住居同様．変則的な柱穴の（f方を示している。床rfiifJ~ は束隅付近の壁沿いと南

寄りの 2ケ所に掘 り込みがみられる。

カマド （図版29.第34図）北西壁の中央やや1Jり←紆りに設沢され，第14乃住居のカマドに一 部

l:JJられる。壁より外方に掘り込むB類となる。燃焼部を一段掘り込んでおり ｀袖には黒色土と

明黄褐色粘質土を用いる。

出土遺物 （第36罰）

1は．須恵悩杯蓋と して図示したが．高台の付く杯身の可能性も強い。口径14.Ocmで，犬井

外面には回転ヘラ削りが施される。 2は須恵沿杯身で， 1とともに床面下からの出 t品である。

3は復原11径14cmを測る須忠器杯身で，高台が付くものとなろう 。 41よ．須恵器甕片で ，`外r虹

は-r-行条線状叩 きを縦位に施 し．その 1-:から粗雑なカキ目仕上げを行っている。内l釘は太い甘

海波を施す。 5は上師岱小甕片で．「l頸部で全く肥厄せず，「l縁もわずかに外傾する程度の開
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き方である。内面は磨滅している

が，ヘラ削りを施すと思われる。

6はカマドから出土した土師器甕

で，復原口径38cmを測る大型品で

ある。胴はほとんど張らない。

第31図は床面直上から出土した

紡錘車で，暗灰緑色をした結晶片

岩製である。径 4.2cm, 厚さ 1.2

cmの断面台形をなす類である。重

さ27.7gとなる。

0~; 

ー

ーーー ーーーー

1
8
.
4
m
 

•

>-

0 3cm 
I I I I 

第 31図

1 . 少混黒色・赤色土粒黄

灰色粘質土（天井）

2. 多混黄灰色粘質土粒・

赤色土粒黒色土
3. 焼土集中層

4. 黒色土

5 . 床面が焼けて赤変した

部分硬化（火床面）

6. 混黒色土粒黄灰色枯質土

7. 多混黒色土粒・赤色土粒

（焼土）・炭化粒・黄灰色粘

質土粒・暗灰褐色土

8. 混黒色土黄灰色枯質土

18.4m 

ヽ
第12号住居跡出土

紡錘車実測図(1/2) ゜
1m 

第 32図 第11号住居跡カマド実測図 (1/30)

以上の出土遺物から，新しいものを抜き出してみると，

近い後葉代に営まれたと考えられる。

この第12号住居跡は 7世紀の中頃に

（中問）

第13号住居跡（図版29,第33図）

E群の南西端に位置する方形住居で，床面積はやや小型の部類に近い。第15号土城と第12号

4主柱穴を有し，柱間は 1.5mを測る。第12号住居跡床面と当第13号住居跡

の床面とは30-35cmのレベルの差があり，前者がぐっと低い。床面下層は，西隅と南辺寄りで

いくらか掘り込みがみられる。カマドは北西辺中央と考えられるが，第12号住号跡に深く切ら

住居に切られる。

れるため，全く残存しない。

出土遺物は全く無く，時期決定不能であるが，第12号住居跡に切られることから，下限を 7
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゜
第 33図 第12・13片住居跡実視11[,<[(1 / 60) 

llt紀後葉としておさえられる。更にこのE群において当住居跡の規模 ・方向な どがほぼ同様で

あることを考えると ．時期的にもそう古くなるとは思えず、7椛紀中頃以前にi朔るものとは考

えられない。 （中間）
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第14号住居跡 （図版30,第35図）

E群の西南端近くに位沢する小

型方形住居で， 9.0対しかない。

カマドの位霰が，本追跡冽では極

めて例外的に南西墜側に設けられ

ている。また．周壁溝が巡る。柱

穴ば通有の床面上の4上柱穴が

みられず，住居掘方外方に散{[す

るものが柱穴となる可能性もある

が，まとまりは認められない。床

面下吊は中央付近でのみ大きく掘

り込まれている。第12号住居跡の

カマド部分を切っており ，明 らか

にIll期差が認められる。

1
8.6

m

 

昌

住12

ー

゜
1m 

日
l

l . "Jl貿褐色枯'l'(J:
2. 炭色上粒 ・焼 I・.粒を

多く含む県色t

第 34図 第12号（主居跡カマド実測図 (l/30;

＼
 

òl) 

。

C?6J .-0 

3m 

牢

第 35図 第14乃住居跡実測図 {1/60)
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第 35図 第12号住居跡出土土器実測図 (1/3)

カマド（図版30,第37図）南西壁中央部よりかなり東へ片寄った位置に設けられている。第

12号住居跡のカマドを切っている。燃焼部床面は20cm強全体に掘り込まれている。右袖は壁よ

り90cmほど長く残り，黄褐色粘質土を用いている。

出土遺物（第38図）

1は，土師器杯で，口径13cm,器高 4.2cmを測る。全体に薄手で，体部外面下半から底外

而にかけては，手持ちのヘラ削りが施されている。 2は土師器甕で，復原口径36cmとなる大型

品である。頸部がやや肥厚し，内面に稜をつくり，口縁は一旦立ち上がってから更に外方へ開

くタイプである。 1は床面下， 2はカマド内出土品である。
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以上の出土遺物は， 7世

紀後葉代でも末に近い頃の

所産と考える。これは切り

合いからみても， 7世紀の

中頃に近い後葉代とする第

12号住居跡よりも新しい遺

構であり，時期的に矛盾が

生じることは無い。

（中間）

第15号住居跡

（図版31,第39図）

E群の南寄り中央に位置

するやや小型の方形住居で‘

ある。東半側で，浅く南東

側へ拡がる黒色土の土横状

包含層を切る。柱穴は 4主

1
8
.
5
m
 

1 . 黄褐色粘質土

2. 少混黒色土粒

黄褐色粘吸土
3. 混黄褐色土粒．

赤色土粒黒色土

゜
1m 

第 37図 第14号住居跡カマド実測図 (1/30)

柱と考えて精査したが，カマド寄りの 2柱穴を検出したのみで，南壁寄りの 2柱分は認められ

なかった。小型住居での不規則な柱穴配置の一様相と理解したい。

カマド（第39図）北壁中央に設置されているが，残りは全く良くない。壁を幅60cm,奥行き

40cmほど掘り込んで作る B類であるが，更に外方へ60cmほど掘り込んだ部分がみられ，或いは

□ ゜
15cm 

""-;、、疇'-~

い＂
胃， / / 

I 2 

第 38図 第14号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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18.6m 

゜
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第 39区l

E
 
g·s~ 

第15号住居跡実ittl)図 (1/60)

姪道部と考えても良い

かもしれない。

出土遺物 （第40圏）

］は須恵沿杯澁で，

復原11径17cmを測る。

2はn径13.6cmで，沿

台を付ける須恵稲杯と

なろう 。（本部は直線的

に開いている c

患器杯均で，底外面は

雑にナデており，ヘラ

記乃がみられる。

小ぶりの上師器杯で ．

U径11.9cm, 器高 3.5

cmを測る。外面下半は

手持らヘラ削りを施し

ている。

3は須

4は

51よl:師器甕

の把手部分で．上端が

平た＜，やや扁平状を

なしている。 6は十．師

器小甕片で．短かく外

反する「l籍となる。7
 

は11縁がHりかない」：師沿小甕片で．胴：祁外1t1iは磨滅している。以卜.のうち， 1・2は1和釘下，

3 · 4 · 6 はこの第15号住｝占跡と第 18号•上檄との間の黒色，：落込み部から出七したもの， 5 . 

7は叶住居跡上lfliでの追構検出II、fに出土したものであ って．

物である。

以上の出上遺物から当住居跡の年代を兄てみると．

いずれも 1ぷ面卜:n•, ..1品であり，

れよう 。

1・ 2以外は直接には関係ない遺

1・2は 8枇紀前栄代と考えられるが，

これらを t限とする年代が｀ この第15号住店跡の時期と考えら

（中間）

第16号住居跡 （図版32,第41図）

E群中央部の第16-20・69乃住居跡が複雑に切り合う部位の東端に位四する。こ れらの切り

合い関係は以 ドの如くである。 （古→新）
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゜
10cm 

第 40図 第15号住居跡出土土器実測図 (1/3)

住19→住20→住69→住18→住17→ （溝16→溝 5)

住16/ 

床面積 8.4面の縦長の小型方形住居である。柱穴は，他の小型住居と同様，明瞭でない。床

面下層はいくらか掘り込みがみられるが，規格性は認められない。

カマド（図版33,第42図）北東壁の中央に設置される。両袖の残りは良く，地山土である黄

色枯質土を用いて構築している。住居跡壁から 10cm強外方へ掘り込んでいるが，顕著な B類で

はなく，一応A類と考えておく。

出土遺物（第43図）

1は，須恵器杯蓋で，返り端径 8.1cmを測る。外面は灰かぶりしており，調整はわからない。

2は土師器小甕小片であるが磨滅して詳細はわからない。

以上の出土土器から，この第16号住居跡は 7世紀中葉に営まれたものと考えたい。このこと

は， E群の他の殆んどが 7世紀後葉~8世紀代であり，主軸方向がこの住居跡のみ強く東へ振

れている特殊状況からも，納得される処である。 （中間）
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第 41図 第16号住居跡夷測図 (1/60)
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第 42図 第16号住居跡カマド実測図 (1/30)

第 43図 第16り住居跡出 I:I: 沿
実測図 (1/3)

第17号住居跡 （図版33,第44図）

E群中央に位ii'fする小型方形住

居である。東側で第16号住届跡を

切り 、西側で第18号ftJcff跡を切っ

ている。床面は掘り込みがみられ

ず貼床されていない。柱穴も他の

小型住居同様， 1ぷ面中央の 4主杵

穴は認められず｀．他の柱穴もまと

まりがない。

カマド （図版34.第45図）北西

墜の中央よりかなり北へ片寄った

位甜に設けられている。坪iaが長

＜延びる C類である。焚き口付近

から燃焼部全体に掘り込まれてお

り．燃焼部蚊奥から焼道部入日付

近は地山壁が焼けて赤変硬化して

いる。袖部は残り良くないが．焼

」：混りの黄色粘t'けを I:にかぶせ

て構築している。

出土遺物 （第461匁I)

須恵器 (1- 5) 1は杯蓋で短か

い返りを付ける。返り端部径10.2

cmを測る。 2は窮19号fl涅溝カマ
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第 44図

≪ 

第17刃・ft居跡＇長測団 (1/60)

ド内出上品で，そちらの項で説明する。 3は復原「l径17cmの須恵器杯蓋で，胎i:精良で．内1f1i

には月しの痕跡があり， ｛視として転月1されたものと思われる。 「l椋は「が嘴状とはかけ離れた形状

でかなり退化が進んでいる。 41よ．短かい高台を付ける須恵沿杯で ．底部は大きく穿孔 された

ものと思．われる。/1噌ll外面下端には回転ヘラ削りを残す。

ける 。1本部外面下端はナデている。

5は ．外端で接地 する低い高台を 付

土師器 (6-13) 6は高台を付ける杯で ．全体に閉滅している。カマド内，'l',七品である。

は11径11.6cm,器品 2.8cmを測 る杯である。外面 ド半は手持 ちのヘラ削りが施されている。

7

8

 
はII fを14.0cm.i岱高 3.0cmで 、須恵岱杯模（放の形状をなす。内外面とも磨滅 しており ．調整は

わからな し'a

9・101ま小甕で ．9は11径14.0cm,r, 街嵩10.7cmの小型品である。11緑は、「詰りの形状をなし

ている 。 カマド内，＇廿土品で＇ ，支脚に転用 されたものかもしれない。10は．復原「l径16.6cmと

外面は赤変している。内外面ともにIH滅が著 しい。llは復原「・1径23cmを測り． 附面はヘなり, 
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1 . 黄色枯土（焼土混入）

2. 焼土・炭混りの

暗褐色粘質土

3. 地山（黄色粘質土）

18.4m 

゜
1m 

第 45図 第17号住居跡カマド実測図 (1/30)

ラ削りを行う。外面は磨滅して

いる。胴が張り，丸く屈曲反転

して開く口縁となる。 12は，或

いは全体にもっと外傾して開き，

鉢となるものと考えられる。胴

部外面は器表磨滅して調整不明

である。 13は頸内面に鋭い稜を

つくり，短く外へ開く口縁とな

る。

瓦（第47図） 1は平瓦片で，

凸面に正格子の叩きを施し，部

分的に縦ナデが行われる。凹面

は布目の上を部分的にナデ消し

ている。側面は両面側からヘラ

切りして面取りを行っている。

胎土精良でやや軟質である。 2

は，薄手の平瓦片で，凸面はナ

デており，凹面は布目を部分に

にナデ消している。

紡錘車（第48図）土製紡錘車 2点であるが，各々タイプが異なる。 1は直径5.7cm,厚さ 2.1

cmの厚手円盤形で，胎土精良で淡褐色を呈する。 2は直径4.2cm,厚さ1.1cmで，重さ14.7 gと

なる。側縁が丸味をもつ薄手円盤形となる。粗石英・長石粒をかなり含み，二次火熱を受けて

いる。

以上の出土遺物は，古いもので 7世紀中頃に近いもの，新しいもので 8世紀後葉代に至るま

での各時期を示している。それらのうち， 3・8や，カマド内出土の 9などの新しい一群の遺物

を当住居跡の年代と考えたい。即ち，この第17号住居跡は 8世紀後葉代に営まれたものと考え

ておきたい。 （中間）

第18号住居跡（図版34,第49図）

E群の中央に位握し，第17号住居跡に切られ，第69号住居跡を切る。西，南側を大ぎく近世

溝 5から切られるため，西隅及び東隅は定かでない。 4主柱はかろうじて検出し得たが，その

配置はやや台形気味となり，カマド側の 2柱間が短かくなる。南東壁際に周壁溝が見られる。

床面下の掘り込みは南隅でいくらかみられるが，他は認められない。
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第 46図 第17号住居跡出土土器実測図 (1/3)

カマド（第49図）北西壁中央に設置されているが，残りは良くない。袖は全く残らない。焚

き口部付近から燃焼部全体に浅い掘り込みがみられる。燃焼部は壁ラインより 60cmほど外方へ
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掘り込まれており，更に

外方へ小さな掘り込みが

認められ，煙道となるか

とも考えられる。

出土遺物 (50図）

1は須恵器杯蓋で，短

かい返りが付く。返り端

音〖 f釜 13.7cm を測る。 2 は

土師器杯口縁片であるが，

内外面ともに磨滅してお

り，調整はわからない。

3は，全体に磨滅著しく，

どのような形状になるの

か，判断し難い。 4は，

口径14cmの土師器小甕で，

口縁部は僅かしか開かな

い。カマド内出土土器で，

内面には煤が付着し，外

面は赤変している。 5は口径14cmの土師器小甕で，胴は張らず，口縁は僅かに外傾するのみで

1
1
1
-／

 
／
 

／
 

I
I
I
 

............ I ’’ 
ヽ疇-~- 2 

二 I I I 
10cm 
J 

第 47図 第17号住居跡出土瓦実測図 (1/3)

ある。 4と同じカマド内出土品で，外面は赤変している。 6は口径17cmの土師器小甕で，寸詰

まりの口縁をなす。 7は口径26cmを測り，頸内側にシャープな稜を作り，外方へ折れて開く口

縁となる。内面上縁にはハケ

目が残り，口縁内外面には煤

が付着する。

8は薄手の平瓦で，凸面は

正格子叩きを斜位に施し，凹

面は，縦方向ヘラ削りで布目

[―ーーニ ゜

I -瓢
5cm 

第 48図 第17号住居跡出土紡錘車実測図 (1/2)

を殆んど消している。焼成や

や軟質で灰色をなす。

以上の出土遺物は， 7世紀

後葉から 8世紀に至るまで各

種みられるが，この第18号住

居跡の営まれたのは，新しい
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第 49図 :,j¥18号fl:/.ti跨実測1・x1(1/60) 

迫物と切り合い関係から， 8 llt紀中虻前後の時期と考えられる。

で隣接するが． r. lil構造を朽入ると両者の陣I.ff井{flよ考え雅い。

居であ る 4上柑パの位設が全体にカマドの反対側へ百っており，

｀
 

‘̀~IIIII 

＼
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1
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(II tlLil) 

第19号住居跡 ( l~IJ版35. 第51l:;<I) 

E群中央に位ii'lし．住19→ ft20-fl:69一溝16{占i-新）と なる。また．第14乃住居跡と南側

4 t柱穴をイiする中刑}j)fク（セ

カマド側のft店壁ライ ンが

ni: 乱れているこ とを考える と．北西側への拡張が行なわれたこ とも推定できるぐ床侑iは全体

に薄く貼り床が施され ,J~1(1i 卜悩 ばJ,~J Ii茂沿いに掘り込みが認められるし

カマド （初51I-XI)北西壁のほぼ中央に設四されるが．残りは良くない。焚き 11付近か ら燃焼
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第 50図 第18号住居跡出土土器・瓦実測図 (1/3)

部にかけて浅い掘り込みがみられ，壁ラインより 80cm強外側へ張り出すが，その先端が煙道と

なるか否かは定かでない。袖等も全く残存しない。

出土遺物（第52図）

第46図 2は，カマド内出土の須恵器杯蓋で，端部はシャープに尖り，器高も高く，古い様相

を示している。天井外面は回転ヘラ削りが施されている。また，黒灰色の自然釉が付着してい

る。 1は床面下出土の須恵器杯或いは高杯で，外面下端にカキ目が施されている。 2は須恵器

高杯脚部片で，低く開く類である。脚部内外面は横ナデを施す。これも床面下出土品である。

3は須恵器模倣の土師器杯で，復原口径15.4cm, 器高 3.6cmを測る。 4は土師器杯口縁片で，

内外面ともに磨滅して・いる。 5は土師器小甕で，口径14.5cmを測る。外面は磨滅しており，カ

マド内出土品である。 6は口径17.2cmを測り，外面は磨滅している。カマド内出土品である。
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18,6m 

胃
第 51図 第19号住居跡実測図 (1/60)

7は同じくカマドJAJ,'I',上品であるが，短かく寸詰まりになるタイプである。 8はII径15cmを測

る上師料小甕で全体に1討滅苫しく．赤変している C 9は11径16.4cmの上師器小甕片で， 5 . 

6と同類品である。10ぱ令（本（こ博手の十．師粘小甕で， 11径17.1cmを測る。

以 Kの出 I:品は、 7軋紀後葉~8世紀中頃ぐらいまで混在している。、当住／占跡はこの近辺の

5段胎（こ屯なり合う切り合い関係の中で船古の段階とな っている。この意昧からも ，より古い

追物をとり上げると，カマド内出上の第46図 2の杯澁や.5・6の小甕が，ほぼ 7ti!: 紀末の時

期を示しており，これが第19号住居跡の常まれた年代と考えられる c

また｀この最古段陪の 7世紀末から．最新段階 （第17乃住居跡）の 8ti!: 紀後葉までのうちに ，

両者を含めて 5段楷の勇複がみられること (j:.りt純に割り罪すると 1点「の住店が約20年弱の幅
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第 52図 第19号住居跡出土土器実測図 (1/3)

を持つこととなり，この時期の竪穴住居の寿命を考える上で重要な資料となり得る。 （中間）

第20号住居跡（図版35, 第53図）

E群の中央に位置し，第16号溝と第69号住居跡に切られ，第19号住居跡を切る。その大半が

第69号住居跡に切られ重複するので，全容は明らかでない。床面積が10.2面前後となるやや横

長の小型住居である。本遺跡では珍しく，第14号住居跡と同様西南側にカマドを有する。主

柱穴は通有の 4主柱ではなく，他の小型住居同様，明らかでない。床面は西側の第19号住居跡

床面より 20cm程段差があり，更に東側の第69号住居よりも 10cmほど低く，敦れとの切り合いも

明瞭である。床面全体に貼り床がみられる。
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第 53図 第20・69月仕居跡火測図 (1/60;

カマド （似II版36.第54図）南

西唸の中央よりやや北側に）＇凸が

って設けられている。 ft:/占跡壁

から30cmほど外方へ掘 り込まれ

るB類である。燃焼部は浅く 掘

りくぼめられ，壁ラインから外

方へ張り 出す部分の1ぷは一段 K

がっており ．煙道へと続く可能

性もある。袖は70cm程長く 延び

ており ，地山土の黄色粘買十．を

かぶせて いる。

出土遺物 （第55図）

1 は~即l 丘弔力'"1狙< ,; 長らない」；師

＼ 

1
1:l ,
 4m
 

，
 

I . j,'(色卑lilt七
2. 炭 ・焼上1lt'I昭伐色ヤ．

3. 茶が色焼J:
•1' 地tlJ( 貨色帖'1'! -j_) 

第 54図

18.4m 

。
1 rn 
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第 55図 第20号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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1 . 焼土を多く含む黄色

枯質土

2. 焼土混り暗褐色土

3. 貼り床（黄色枯土混り

黒褐色土）

4. 地山（黄色粘質土）

第 56図 第21号住居跡カマド実測図 (1/30)

器甕で，床面下出土品である。

口径19.2cmで，頸部で肥厚せず

にゆるやかに外反する口縁とな

る。 2はカマド内出土の土師器

小甕で，口縁内面に煤が付着し

ている。やや寸詰まり気味のロ

縁につくる。

以上の出土土器は， 1が古い

様相を呈しており，床面下出土

品でもあり，•その上限を示すと

ころである。しかし，切り合い

関係の上からは，カマド内出土

の 2の小甕が 8世紀前葉段階の

特徴を示しており，都合が良い。

よって，この第20号住居跡は 8

世紀前葉代の所産と考えておき

たい。 （中間）

第21号住居跡

（図版36,第57図）

E群の北端近くに位置する。

中型の平均的な方形住居である。

東隅側を土横23に切られ，北端

で土壊24を切る。 4主柱穴を有す

る。床面下層は，周壁沿い全体

と，中央部が大きく掘り込まれ，

典型的な下部構造を示す。

カマド（図版37, 第56図）北

西壁中央に設置される。残りは

あまり良くないが，袖は地山土

の黄色粘質土をかぶせて構築し

ている。燃焼部は全体に住居床

面貼床から掘りくぼめられ，そ
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第 57図 第21乃住店跡実測図 (1/60)

の外側の張り出し音II分は一段閲くなり，煙道へと続く 。左袖の外側に接して深いピットがみら

れるが. ~nf11J なる性格のものが出かでない 。

出土遺物 （第581火I)

lは．復）点n径10cmを測る須恵器杯身である。底部外面（よナデており｀その周緑に僅かに国

転ヘラ削り部分を残す。 2は．七師浩蓋で‘．極めて低い扁平な撮を付ける。 3i;l:., rl五台が長く

外方へ張る上師僻杯である。 4Iま1禾曲下出上(l)t.t:Hi器鉢で會札り手で全体に12滅著しい。 5は復

原11径27.3cmを測る十飢渇甕で 、11緑が長く外反する形状をなす。 6(よ鉢状をなす土師器で，

内面はヘラ削りと思、われる。 7は床面ド出十:~1111 で·. 土製カマドの ド端片である。指頭庄痕が多

くみられる。

以 Kの出上迫物は 7tit紀中葉のものから. 8 世紀,½(に近いこ ろまでのものがみられる。 1 の
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第 58図 第21号住居跡出土土器実測図 (1/3)

ような古いものはこれ 1点のみで， 7世紀後葉から 8世紀末までの遺物を含む第24号土城を切

るという関係からみて，おかしくなる。よってこの第21号住居跡は 8世紀末に営まれたものと

考えておきたい。 （中間）

第22号住居跡（図版38, 第59図）

E群中央に位置する。やや小型の横長方形タイプ住居である。柱穴は，カマド側の 2柱は明

瞭であるが，その反対側は床面には認められず，その延長線上の南壁際の小2柱穴と関連すると

考えられる。この不規則性は小型住居共通の様相である。床面は中央部で下層の掘り込みがみ

られるが，全体には貼り床は認められない。

カマド（第59図）北辺の中央にわずかに残存している。袖等全く残らず，燃焼部床面とみられ

る範囲が赤く焼けていた。住居壁ラインから 40cm程外方へ張り出したB類である。

出土遺物（第60図）

復原口径22.5cmを測る土師器甕である。全体に薄手で，丸く屈曲反転して，外方へ開く口縁

となる。内外面ともに磨滅著しく，調整不明である。

この出土土器は，新しくみても 7世紀初頭を下るものではなく，とてもこの住居がE住居群

の中で特別古い形態を示すとは考えられない。ここでは，取り敢えず，この第22号住居は上限

を7世紀初頭とする時期としておく。 （中間）
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第 59図 第22・23号住店跡実測l:;<I(1/60) 

第23号住居跡 （凶版38,第59同）

E群の中央：}IIに位窟し ，第22乃

即凸跡にその大半を切られる。浅

＜ ｀ 残りは1~ くなし、。北側に第 2

分）乱倒木痕が検出 されたが，それ

を切ってr::まれる。

J・：柱穴の配設は通{jの 4本の）i

9ー
ー
ー

可
ー
|
| f‘ぃ

゜
15cm 

第 60図 第22号住居跡出上土器実測図 (1/3;
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第 61図 第24・25乃住居跡実測l:.<l(1/60) 
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形配置は確認されず，やや台形気味の横長配置となる可能性もあるかと考え図示した。この配

置から住居掘方平面プランを推定すると，横方向の東西辺が 1mも長い横長のものとなる。た

だカマドも北辺，東辺には検出されておらず，全体の様相は確定的ではない。また，床面下層

の掘込みも東寄りに一部みられるものの，第22号住居跡同様に貼床も殆んど認められない。

出土遺物は皆無で時期決定はできない。切り合い関係から第22号住居跡より古いことになる

が，これからも時期の推定はなし得ない。 （中間）

第24号住居跡

（図版39, 第61図）

C群にあり，第25号住

居跡を切っている。東側

半分は近冊の高松家墓地

の第 8・18・24号墓およ

び第35号溝によって著し

く削平されている。平而

形は隅円の縦長方形で，

長軸3.95m, 短軸 3.6m 

で，面積 14.22rrfを測る。

主柱穴は 4本と思われる

が，南・東側の 2本は不

明である。主軸方向はN

39°Wに取る。

カマド（図版40, 第62

月
~ 

r-・-----

1 . 著多混黄白色粘質土粒・焼土粒・炭化粒 17.75m 
暗褐色土

2. 多混黄白色粘質土粒・炭化粒暗褐色土
（焼土ナシ） 1 

- 8 7 8 

3. 多混黄色枯質土粒・焼土粒・炭化粒暗褐
色土

5. 暗褐色土

'i力叫麟尉・焼土灰褐色土 筐雪iii言言
17.75m 

6. 焼土混黄灰色枯質土（カマド袖）
7. 極少混炭化粒暗褐色土（カマド袖）
8. 黒褐色土（住25埋土） ココご已ミ竺~こ□江

0 1m 

第 62図 第24号住居跡カマド実測図 (1/30)

図）北西壁中央部に設置されたB形態のものである。右袖は既になく，左袖のみ存する。長

さ28cm;最大幅30cmを残す。掘り形の長さ71cm・幅77cmで，燃焼部幅は38cmを測る。火床面

はほぼ水平で，中央に浅いピットが検出された。ピットの周辺からは支脚に転用されたと思わ

れる小型甕の破片が散在していた。

出土遺物（第63図）

須恵器 (1・2) 1は杯蓋の口縁部片で，床下出土である。小片のため口径の復原は不可能であ

る。内面の返りは口縁より僅かに突出する。焼成良好で，色調暗灰色を呈する。 2は蓋の天井

部片で，床下出土である。破片のため明確ではないが，天井部外面は回転ヘラケズリの後ナデ

仕上げを，内面はヨコナデの後ナデ仕上げを施している。天井部外面にヘラ記号が施されてい

る。焼成良好で，色調は内面灰色，外面灰色～暗青灰色を呈する。
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第 63図 第24号住居跡出土土器実測図 (1/3)

~-I [゚=
第 64図 第24号住居跡出土

鉄器実測図 (1/2)

土師器 (3~7) 3は甕の口頸部片で，住居内埋土出土であ

る。小片のため口径の復原は不可能である。やや肩の張る胴部

からやや鈍い稜を有する。頸部はやや短く直立し上位で強く

外湾しながら口縁部に続く形態を呈している。口頸部内外面

はヨコナデ，胴部内面は縦方向のヘラケズリ，外面は縦方向

のハケ目が施されている。焼成良好で，色調は橙褐色を呈す

る。

4~7はいずれもカマド内出土の小型甕の破片で， 4・5

は口縁部から胴部上位にかけての，また 6・7は胴部下位か

ら底部にかけての破片である。本来支脚として転用されていた同一個体と考えられるが，接合

不可能で復原口径は不明である。 4・5の胴部は全く張りが無く，頸部上位で弱く外反してロ

縁に続く形態を呈する。口径が胴部最大径を上回る。口頸部内外面はヨコナデ，胴部内面は縦

方向のヘラケズリが施されているが，外面は磨滅しているため不明である。焼成良好で，色調

は橙褐色を呈する。 6・7はともに外面にハケ目が施されており，外面の色調も煤のため黒色

化している。

鉄製品（第64図）片側の短辺が丸味を帯びた長方形の留金具である。長さ 4cm, 幅 2.1cm, 厚

さ0.1~0.15cmを測る。 5つの孔が穿たれており，両短辺はやや内側に曲がっている。

以上の出土遺物のうち， 1は 7世紀中頃に近い時期に比定できるが床下出土であり，重複関

係にある第25号住居跡のものとも考えられる。カマド内出土の小型甕は 7世紀後葉に比定され
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第 65図 第26・27り住届跡如則図 (1/60)

るものであり ．木住居跡の時期も 7t仕紀後葉と考えたい。 （森111)

第25号住居跡 （図版39.第611図）

c群にあり ．北側隅を第26乃土城に 、南但I]隅から束側隅にかけてを第24号住居跡に切られて

いる c また西側隅も樅乱を受けており ． 全体に残り良くなく．浅い 0 ·1行面形は縦長方形で‘• 長

軸推定4.4m.短軸3.85mで．推定而積16.94m'を測 る。主柱穴は4本である。主軸方阿はN53• W 

に取る。
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17.6in 
1 . 茶灰色枯質土に黄灰色枯土が少し混る 17. 7よりも焼土砿少ない

2. 淡黄灰色粘土に若干灰色土混る 18. 7よりも焼土祉多い（壁の剥離？）

3. 黄灰色粘土に灰色土少し混る（下面は焼 19. 暗灰色砂泥に焼土少し混入

土化） 20. 暗茶灰色粘質土

4. 暗茶灰色砂泥（焼土少し含む） 21. 淡黄灰色粘土に灰色土混入

5 . 4よりも焼土塁多い 22. 20よりも粘性度ない

6. 濁褐灰色砂泥（上面は焼土，下面は灰層） 23. 灰褐色砂泥に茶灰色枯質土混入

7. 暗灰色砂泥と焼土（枯士）混り 24. 暗黄灰色枯質土と暗灰色砂泥

8. 濁茶灰色砂泥と焼土（粘土）混り 25. 焼土（赤色）

9. 8よりも焼士籠多い 26. 34よりも茶灰色粘質土の批多い

10. 焼土（粘土） 27. 暗灰色砂泥に少し黄灰色枯土混入

11. 焼土（枯土）に少し暗褐色土混り 28. 27に多量の焼土混入

12. 暗灰褐色士と焼土（粘土） 29. 地山（淡黄褐色枯土）に灰色土少し混入

13. 14に褐色砂泥混り（若干焼成されている） 30. 灰色土を含む茶灰色枯質土

14. 淡黄褐色枯土1こ灰色砂泥混り 31. 灰色土か30より少ない

14'. 14に焼土混り 32. やや暗い（茶色っぽい）黄灰色枯土

15. 茶灰色枯質土に褐色土少し混入 33. 30に少し黄灰色枯土含む

16. 濁灰色砂泥に淡黄灰色枯土少し混入 34. 灰褐色砂泥に茶灰色粘腐土

゜
1m 

第 66図 第26号住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド（図版39, 第61図）北西壁中央部に設置された A形態と思われるものである。残り悪

く，掘り形しか検出でぎなかった。長さ 100cm, 最大幅95cmの五角形を呈し，奥壁に行くに従

いその幅を減じている。右側奥壁寄りに 2個のピットを検出したが，本カマドに伴うものか明

確にし得なかった。

時期を推定し得る遺物の出土はなかったが，前述の第24号住居跡床下出土の須恵器杯蓋（第

を本住居跡の遺物とした場合，本住居跡の時期を 7世紀中頃前後と考えることが63図 1・2)

できる。 （森山）

第26号住居跡（図版41・42, 第65図）

C群にあり，第27号住居跡を切り，第34号溝に切られている。平面形は隅円の縦長方形で，

長軸3.75m, 短軸 3.6mで，面積13.5m'を測る。主柱穴は 4本と考えられるが，明確にし得な
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第 67図 第26号住居跡出土土器・瓦実測図 (1/3)
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第 68図 第26号住居跡出土カマド転用瓦実測図（その 1)(1/3) 
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かった。主軸方向はN

22°Eに取る。カマドの

右側，東側隅寄りの床

面に，甕が潰れた状態

で出土した。

カマド（図版42,第

66図）北東壁中央部に

設置された A形態のも

のである。両袖は良く

残っており，幅20cm,

長さ50cmを測る。掘り

形は楕円形を呈し，長

さ115cm, 最大幅100cm

を測る。奥壁では中位

で段を成す部分があり，

奥壁から煙道に通じる

煙道口かと考えられる。

火床面中央には基部を

巳」 珂cm

第 69図 第26号住居跡出土カマド転用瓦実測固（その 2)(1/3) 

粘土によって固定された丸瓦 2枚が支脚として据えられており，粘土は熱を受けて焼土化して

いた。また，右袖には甕口縁から胴部にかけての破片と丸瓦 1枚が補強材として置かれていた。

出土遺物（第67~69図）

須恵器（第67図 1・2) 1は杯蓋の口縁部片で，床下出土である。内面の返りは口縁部より

ほんの僅か突出する形態を呈している。小片のため口径の復原は不可能である。焼成良好で，

色調は灰色を呈する。

2は面台付の杯身であり，住居内埋土出土である。口径14.2c血残存高 4.3cmを測る。 2条

の沈線によって窺える高台の位置は張る腰部よりやや内側にあり，胴部は中位から外反気味に

開いて口縁部に続く。口縁部から胴部は内外面ともヨコナデ，底部内面はナデ仕上げ，外面は

回転ヘラケズリの後ナデ仕上げが施されている。焼成良好で，色調は内面灰色，外面には自然

釉が付着して暗褐色～黒色を呈する。

土師器甕 (4~7) 4は住居内出土の小片であり，口径の復原は不可能である。 5はカマドの

右側東隅寄りの床面で出土したもので，復原口径19.5cmを測る。 6はカマド右袖の補強材とし

て転用されていたものであり，口径19.0cmを測る。 7はカマド内出土の小片で，口径の復原は

不可能である。
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以上の4点はいずれも口頸部が強く外湾し，胴部が張る形態である。調整は口頸部をヨコナデ

し，胴部内面を縦方向のヘラケズリ，頸部近くの内面を横方向にヘラケズリしている。外面は

磨滅して不明瞭だが， 6からして縦方向のハケ目調整であろう。

土師器甑 (3・8~ 10) 3・8は小片のため確証はないが，甑の口頸部破片と考える。 3は

住居内出土， 8はカマド内出土で，いずれも磨滅して調整不明である。 9・10は下端部片で，

いずれも住居内出土である。調整も内面を縦方向のヘラケズリ，外面は縦方向のハケ目が施さ

れている。

平瓦（第68図12)床下出土の破片である。小片で明確でないが，凸面に正格子タタキ目を斜

めに施した平瓦であろう。凹面は磨滅して調整不明瞭だが，縦方向のナデと思われる。厚み1.7 

cmを測る。焼成不良で生焼けの状態であり，色調は黄褐色～淡茶褐色を呈している。

丸瓦（第68図11,第69図） 11は床面出土の破片である。残存長16.0cm,厚さ 1.9 cmを測る。

凸面はナデによって無文である。凹面には枠板および枠板の連綴紐と思われる圧痕が残ってい

る。焼成良好で，色調は灰色を呈する。

1はカマドの支脚に転用されていたものであり，広端面および片側面の破片である。残存長

19.8cm, 最大幅12.7cm,厚さ 1.5cmを測る。凸面は丁寧なナデによって無文である。凹面には

枠材と思われる竹状圧痕およびその連綴紐と思われる圧痕が残っている。側端面および内側縁

部は縦方向のヘラケズリで面取りを行っている。焼成良好で，色調は暗灰色を呈する。

2もカマドの支脚に転用されていたものであり，狭端部および両側端部が残っており，行基

瓦である。残存長22.1cm,最大幅14.0cm,厚さ 1.5~2.lcmを測る。凸面はヘラ状工具による横

方向のナデが施されて無文である。凹面には枠材と思われる竹状圧痕および，凹面の狭端部寄

りには枠材の連綴紐と思われる圧痕が残っている。両側面および両内側縁部は縦方向のヘラケ

ズリで面取りを行っている。狭端面は打ち欠かれて凹凸著しい。焼成良好で，色調は暗灰色を

呈する。

3はカマド内出土で，片側端部の破片である。残存長14.0cm,最大厚さ 2.5cmを測る。凸面

はナデによって無文である。側端面および内外側端部は縦方向のヘラケズリで面取りを行って

いる。焼成良好で，色調は暗灰色を呈する。

4もカマド内出土で片側端部の破片である。残存長16.0cm,厚さ 2.0cmを測る。凸面は磨滅

して不明瞭だが恐らくナデによる無文と思われる。側端面および内側端部はヘラケズリによっ

て面取りされている。凹面の上下 2ケ所に枠材の連綴紐と思われる圧痕が残っている。焼成良

好で，色調は内面黄灰色，外面黄橙色を呈する。

5はカマド右袖に補強材として転用されていたもので，広端部を欠く行基瓦である。残存長

23.6cm, 最大幅14.9cm, 狭端部推定幅10.0cm,厚さ 1.3~ 1. 9cmを測る。凸面は斜位に走る縄目

タタキの後ナデを施しているが，完全に消えずにタタキが残っている。また，凹面には枠材と
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第 70図 第27号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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思われる竹状圧痕および枠材の連綴紐と思われる圧痕が残っている。両側端面および両内側端

部は縦方向のヘラケズリによって面取りが行われている。焼成良好で，色調は淡黄橙色を呈す

る。

以上の出土遺物のうち，須恵器の杯蓋・高台付杯（第67図 1・2) は7世紀後半に比定でき，

本住居跡の時期も 7世紀後半代と考えられる。 （森山）

第27号住居跡（図版42,第65図）

c群にあり，第26号住居跡・第32号土城・第34号溝に切られている。平面形は方形と思われ

るが明確でない。長軸3.75mを測る。主柱穴はわからない。主軸方向はN22°Wに取る。

カマド（図版42,第65図）確実なものではないが，北東壁中央部と思われる箇所の上端がや

や外へ出ており， A形態のカマドの痕跡かと考えた。掘り形も残っておらず確証はない。

出土遺物（第70図）

須恵器

杯身 (1) 口辺部の破片である。体部中位からさらに外反して口縁部に続く形態を呈する。

復原口径11.0cmを測るが，あるいはもう少し大きいかもしれない。焼成良好で，色調は内面淡

灰色，外面は灰をかぶり暗灰色を呈する。

土師器 (2~ 11) 

椀 (2)深めの椀で，丸底の底部から胴部はほぼ直に上に延びて，尖り気味の口縁部へ続く

形態を呈する。推定口径11.8cm,器高 7.3 cmを測る。胴部外面は斜め方向のヘラケズリが施さ

れている。焼成良好で，色調は橙色を呈する。

甕 (3~8) 6は胴部上位から頸部にかけて，それ以外はすべて口頸部片である。口頸部は

すべて強く外湾するものであるが， 4だけは頸部がいったん直立して外湾するものである。 7

は肩がやや張るが胴部最大径は下位に求められる。調整は口頸部内
ヽ-----, 

—()--------

［ニコ工三)

9 I I 和cm

第71図第27号住居跡

出土紡錘車実測図(1/2)

外面をヨコナデ，胴部内面を縦方向のヘラケズリ，外面は縦方向の

ハケ目調整している。

甑 (10・11) 口頸部のみの破片で明確でないが，甑と考える。開

ぎ気味の胴部は頸部で更に大きく外反して口縁部へ続く形態のもの

である。口頸部内外面はヨコナデ，胴部内面は縦方向のヘラケズリ

が施されている。 10の推定口径は29.2cmを測る。

把手 (9)甕か甑の把手である。横断面は楕円形を呈している。外

面は胴部調整時のハケ目が少し残っているが，ヘラ状工具によるナ

デ仕上げが施されている。胴部内面はヘラケズリが施されている。

突出部にはエ具による窪みが付いている。
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石製品（第71図）

滑石製の紡錘車片である。断面台形を呈し，中央に円形の孔が穿たれている。円孔から上面

端までの径は1.6cm,下面端までの径は1.8cmを測る。厚さは 1cmである。

以上の出土遺物のうち，須恵器杯身(1)は，口径こそ異なるが，第26号住居跡出土の高台付

杯身（第67図2)に胴部から口径にかけての形態がよく似ており，土師器の甕．甑なども同一形

態をしており，大差ないと考える。しかし，土師器の椀(2)は古い様相を呈していることから；

本住居跡の時期は第26号住居跡より僅かに遡り 7世紀中頃に近い後半代と考えたい。 （森山）

第28号住居跡（図版43,第72図）

A群にあり，第32号住居跡を切って重複している。平面形は縦長方形で，長軸 6.1m, ・短軸

5.38mで，面積32,818m'を測る。主柱穴は 4本と思われる。主軸方向はN63°Wに取る。

カマド（図版43,第73図）北西壁中央部に設置されたA形態のものである。袖部は残ってお

らず，掘り方は長軸70cm,最大幅55cmを測る楕円形を呈している。ほぼ中央に火床面と思われ

る焼土層が検出できた。火床から奥壁にかけて土器片が少醤出土した。

1 出土遺物（第74・75図）□ / ::~1-3) いずれも低い天井か
_!__'/~ 

ら下方に屈曲して鳥嘴状の口縁をなす

ものである。 2は1・3に比して口縁

住32 部の屈曲弱く短い。 1は天井部中央に

中窪みの撮が付き，口縁部の屈曲は強

く長い。 1の推定口径12.6cmを測る。

いずれも焼成良好で，色調は灰色を呈
住28

ーする。 3は床下出土である。

杯身 (4・5)4・5は蓋受部を有

し，体部からいったん内に屈折し上方1Z7m 

゜

5
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第73図 第28・32号住居跡カマド実測図 (1/30)

に反って立ち上がる口縁を成すもので

ある。いずれも焼成良好で，色調は灰

色～暗灰色を呈する。 5の底部外面に

は「川」のヘラ記号が施されている。

高台付杯 (6)底部から体部へ屈曲

1m する部分よりやや内に高台が付く形態
.J 

のものであり，高台はやや外に踏ん張
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第 74図 第28号住居跡出土土器実測図 (1/3)

っている。焼成良好で，・色調は黄灰色を呈している。

土師器

甕 (7・8) 7は張りの弱い胴部から頸部で強く外反する口縁をなすものである。調整はロ

頸部内外面をヨコナデ，胴部内面をヘラケズリしている。焼成良好で，色調は橙褐色を呈する。

外面に煤付着している。 8は張りのない胴部からそのまま僅かに外反する口縁をなす小型の甕

である。推定口径15cmを測る。調整は口頸部内外面をヨコナデ，胴部内面を斜め方向のヘラケ

ズリ，外面は縦方向のハケ目が施されている。

鉄製品（第75図）

長茎式鉄鏃の茎破片と考えられるが明確でない。残存長 4.6cm, 最大幅0.55cmを測る。床下

出土である。

以上の出土遺物のうち，須恵器の 1-3の蓋および6の高台付杯はほぼ8世紀中頃から後半

に比定でぎるが， 4・5の杯身は 6世紀末から 7世紀初頭頃に比定でき，両者に大きな時期差

がある。土師器 7・8は後者に近い時期のものである。更に，本住居跡

の平面形が大型の縦長方形であり，カマドがA型態を呈する点などを考

え合わせるならば，本住居跡の時期は 6世紀末から 7世紀初頭に置きた

い。 （森山）

9
1ー
乱
召□
|
—
ー
小
山
甘

゜

第29号住居跡（図版44, 第76図） 5cm 

A群にあり，第28号住居跡の北東側に位置する。平面形は縦長方形で
＇第 75図第28号住居跡

長軸6.06m, 短軸 5.3mで，面積32.lm'を測る。主柱穴は 4本であるが， 出土鉄器実測図 (1/2)
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第 76区 第29号住居跡実測図 (1/60;

最低 lIPI以 Kの建替えがされたものと忠われるc 主軸方向はN49°Wに取るc

カマド （図版44,第77図）北西墜中央部に設骰された A形態のものである。両袖部は既に無

＜．基底部分の11層（黄灰色粘土粒を含む褐1仮色砂泥）で，輻25~30cm・長さ80~95cmを複1)る

68 
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掘り形は長さ 110cm・幅70

cmの楕円形を呈する。火床

面は水平を成し，多くの土

器片が散在していた。

出土遺物（第78図）

須恵器

杯身・蓋 (1~3) 1・ 

2は杯の蓋・身いずれかに

するか迷うが，あるいは 3

同様杯身にしても良いと思

われる。 1は天井から返り

（立ち上がり）への屈曲が

強い。推定口径 9.4cm・ 器

高 Z.7 cmを測る。天井部外

面に「メ」のヘラ記号を施

している。 2は天井から返

り部にかけての体部がやや

張りを持っており， 1に比

して深い。口径 9.7 cm・ 器

高2.75cmを測る。天井部外

岳／

］ 
o-
＼ 

I -貼床

,, 
／ノ

17.8m 

1 . 暗灰褐色砂泥に焼土，黄灰色粘土

少し含む

2. 暗褐色砂泥に焼土を少し含む

3. 暗茶灰色（褐色土少し含む）砂泥

（粘性少しあり）焼土やや多い

4. 暗茶灰色砂泥（やや枯性土）焼土多い

5. 暗茶褐色粘質土（焼土，黄灰色

粘土を少し含む）

6. 灰褐色砂泥（黄色土少し含む）

7. 6より少し明る＜茶色土含む

8. 淡黄茶色枯質土と暗灰色砂泥

9. 灰層

二—一三＼ー

10. 茶灰色砂泥と黄灰色粘土混り

（焼土やや多い）

11. 褐灰色砂泥に黄灰色枯土粒含む

12. 新Pit, 暗褐灰色（やや）粘質土

（焼土少し含む）

13. 暗茶灰色粘質土（焼土，黄灰色枯土含む）

14. 13よりも焼土の量が少ない
第29号住居跡カマド実測図

15. 焼土 (1/30) 
16. 黄灰色粘土（褐灰色砂泥少し混る）

17. 淡茶灰色粘質土，暗灰色砂泥混り

17.Bm 

゜
1m 

第 77図

面に 3本線のヘラ記号を施している。 3は床下出土の小片である。受け部に 1条の沈線が巡っ

ている。推定口径12.6cmを測り， 1・2に比して大きい。

高台付杯 (4~7) 4は口辺部片だけであるが恐らく高台付杯と思われる。 5の高台は体部

の屈曲部からやや内側にある。 6の高台はイ本部屈曲部分に位置し，外に踏ん張る形態を呈して

いる。推定高台径11.0cmを測る。 7の高台も体部屈曲部分に位置するが，短かい。推定高台径

9.0cmを測る。

土師器

甕 (8~ 10) 10は小型の甕であるが， 8・9は小片のため不明である。 8・10の口頸部の屈

曲は弱く，胴部の張りも弱い。 9は頸部で強く屈曲して外反する形態を呈している。いずれの

調整も，口頸部内外をヨコナデ，胴部内面を斜め方向のヘラケズリ，外面は縦方向のハケ目が

施されている。 10の底部外面はナデが施されている。 10の推定口径13.6cm,器高16.3cm,胴部

最大径14.9cmを測る。 10の底部外面に黒斑，口縁部外面に煤の付着が認められる。

以上の出土遺物のうち，須恵器 1~3の杯蓋身は 6世紀末~7世紀初頭頃に比定できるが，
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第 78図 第29号住居跡出土土器実測図 (1/3)

認められる。

4-7の高台付杯は 8世紀後半に比定でき，第28号住居同様，出土選物に大きく 2つの時期が

しかし，出土した土師器，住居跡の平面形およびカマドの形態など総合して考え

ると，本住居跡の時期も 6世紀末から 7世紀初頭頃に置いてよいものと考える。 （森山）

第30号住居跡（図版45, 第79図）

B群の西北端に位置し，台形状プランに近い，いくらか小ぶりの不整方形住居となる。床面

にはいくらか小ピットが散在するが，通有の 4主柱穴配置は認められない。床面は，全体に貼

床が施されるが，その下層の掘り込みは東隅一部にみられるだけである。

カマド（第79図）北西壁の北側へずっと片寄った位置に構築されたと考えられる。 この北隅

近くの床面に焼土が広く残存していた。 カマドの本体及び柚等も全く残らない。

本住居跡は，やや小ぶりでもあり，床面主柱穴も明確でなく，カマドの位置も著しく片寄る

など，本遺跡中の規模の小さい住居の諸特徴を備えており，面積はともかくとして，本来的に
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第 79区l第30号ft店跡実測図 (1/60;

特殊fl/I勺の小型住居の類に包括されるぺき遺構と考えられるc

出上遺物は皆無で時期は決定できない。 ( •-I I 間 ）

第31号住居跡 （図版46、第80図）

B群と C群の中間に位散する住57・58・31と土堀30・31・56・57と第 5号掘立柱建物の一群が，

小支群を形成する。この支群は直線距離からすると B群により近いが、 C ・A群の如くその西

に伸びる谷（薬師堂谷遺跡）に面して配閥される点を考慮すると． この小支群はC群と閲連す

るものかと推定される。よってここではた応C'群として．以下述べる第31号住｝舌跡もこの小支

群と して把えておく 。

木（ーい居防ぱ．第58号住居を切り．第31号土墟に北西隅を切られ、更に第39号溝に南西端を切

られる。第39乃溝は中世溝であり ．第31号土城ぱ更に第58号土城を切っている。以上を含めた

付近の各遺構との切り合い関係は以下の通りである。 （古→新）

住58一i主31-—→土城31--.
土疫57

____. 

‘ 
--溝39

土披30ー→建物 5
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第 80図

（北東の柱穴は未確認），北壁にカマドを付けるいくらか規

模の小さい方形住居跡である。床面下陪は，束壁沿いに大きな土城状の掘り込み，束南側でも

本第31号住居跡は 4主柱穴を有し

第31号住居跡実測図 (1/60)

大きく浅い掘り込みが見られ．床面には貼床が施されている。

カマド （図版47,第81図）北壁のほぼ中央に設寵されている。袖の残りは良くない。焚き 11

付近から燃焼部にかけて深さ20cmほど掘り込んで，その中に賠灰褐色粘買土を埋め込み， その

いこ土師器小甕を倒立させて支脚とする。支脚下半外面には黄色粘土を巻き．固定，強化して

いるc L層断面から ，天井部崩落上（黄色粘質上） が全体に観察でき ，その内面は赤色に焼け

ている。最終使用火）＊白f本も全体に浅く窪んでいる。支脚の位沢が住居跡壁ラインより外側と

なり， カマド全体を壁外方へ大きく掘り込んだB類となる。
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出土遺物（第82図）

1は土師器小甕

で，カマド内支脚

として使用された

ものである。口径

15.2cm, 器高13.8

cmを測る。底部は

内外面ともにナデ

ている。 2は，口

径16cmの土師器鉢

で，薄手の口縁は

内外面横ナデ，胴

部内外面は丁寧に

ナデている。胎土

1
7
.
9
m
 

ー第 81図

第31号住居跡

17.9m カマド実測図

(1/30) 

゜
1m二□三;lロ

1 . iiも黄色土粒・焼土粒・淡灰褐色土

2. 黄色粘質土（天井崩壊部分）

2'. 2の乱れたもの

3 . 2か熱で赤色に変化したもので天井内面

4. 多混赤色（焼土塊）土塊黒色土，天井崩壊

で生じた奥壁と天井のすきま

5 . 混焼土粒黄色枯士

6. 少混黄色士粒黒色土

7. 多混黄色土粒・焼土粒・淡灰褐色土， 1に
似るか 6の一部

8. 淡灰黄褐色土

9, 赤色焼土（火床）

10, 混焼土粒・炭化粒黄掲色枯質土（旧地山

か灰かき出しの跡）

11. 混焼土粒• 黒色土（明確な火床としての

焼土層ではないが．この面が底面と考えら

れる）
12, 混焼土粒・黄色粘質土・暗灰褐色土

13. 暗灰褐色枯質土（支脚の基礎部分）

＼
＼
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第 82図 第31号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第 83図 第33刃住居跡実測図 (1/60)

はわりと精良で．外面には黒斑部がみられる。 3は頸部から 2段に屈折して開<n縁となる。

口径16cmの士師器甕で．全体に薄手である。 41よ．口径24cmのijlii]が強く張る甕で．外面は店滅

して おり ．調整不明である。 5は土師沿甕の把手で，短かい小迎類である。

以上の土悩の うち，1はカマド支脚として利用され， 3・4は床廊 4+. 柱穴のうちのP.1内

から出＋．したものである。 3・4は6世紀後半-7世紀初頭代のもので，当住居の上限をぷす

ものと考えられる。 1もそう新しいものではなく，少なくとも 7世紀中頃以前と考えられるこ

とから． この第31り住居跡は 7世紀前薬を前後する時期に営まれたものと判断できよう 。（中問）

第32号住居跡 （図版43,第72図）

A群にあり．第28号住店跡1.:その大部分を切られており ．あたかも第28号住居跡がそのまま

- 7~ 
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A
 

18.7m B' 

18.?mA' 

1 . 黒色土（若干黒褐色粘質土混る）

l'. 淡黒茶色土（撹乱土）

2. 赤褐色土（焼土塊多羅）天井部の壁面が落

下したもの

3. 黒茶色に少し淡黒褐色土を含む（焼土含

む）
4 . 1に同じ

5. 黄灰色粘土

6. 黒色土（真黒）
7. 黒褐色枯質土

8. 5十黒灰色土（焼土・炭混入）

9. 黄灰色粘土に若干炭化物焼土混入

10. 黒灰茶色枯質土（焼土・炭を少量含む）

11. 黒茶色枯質土（焼土含む）

12. 黒褐灰色粘質土

13. 黒色粘質土（焼土を含む）

14. 赤褐色粘質土（焼土塊を含む）

15. 2に同じであるが黒茶色粘牧土を含む

（焼土含む）

16. 茶灰色枯土

17. 黒褐色枯土（焼土含む）

18. 黄灰色枯土

19. 暗黒褐灰色粘質土（支脚の掘り込み）

20. 黒色土に黒褐色粘質土が混る

21. 黒灰色土（若干焼土・炭を混入）

22. 黄灰色枯質土（支脚の裏込め）

23. 地山（黄色粘質土）

゜
1m 

第 84図 第33号住居跡カマド実測図 (1/30)

南東側にスライドして建替えられた感を受ける。平面形は縦長方形かと思うが不明であり，短

軸 5.2m を測る。主柱穴は 4本かと考えるが，東・南側の 2本は検出できなかった。主軸方向

はN63°Wに取る。

カマド（図版43,第72図）北西壁中央部に設置されたA形態のものと考えられる。掘り形し

か残っておらず，南東側も第28号住居跡に切られており，その全容は不明である。

出土遺物無く，本住居跡の時期を明確にし得ないが，第28号住居跡との重複状況を考えた場

合，本住居跡も第28号住居跡と大差無い時期と考えたい。 （森山）

第33号住居跡（図版47,第83図）

G群の東寄りに位置し，本遺跡竪穴住居跡のうちで最東端のものとなる。これより東側は当

時の生活面が緩やかに下がり，浅く幅広い谷状を呈し，集落遺構は存在しない。

床面に 4主柱穴を有する，やや大きめの方形住居跡である。床面下の掘り込みは，北壁～東

壁沿いと南西隅付近に大きく検出されたが，中央部には認められない。
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第 85図 第33号住居跡出土土器・石器実測図 (1/3)
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床面直上からは須恵器杯，蓋類が出土しており，床直出土の遺物が少ない当遺跡の住居跡の

状況からして，住居跡の時期を知り得る稀少な例となる。

カマド（図版48,第84図）北壁の中央に，壁を外方に掘り込んで設置され，煙道部へと続く

小さな凹部が残存することから， C類となろう。壁の掘り込み幅 lm近くもある大型のカマド

で，燃焼部全体に10cmほど掘り込んでおり，その中央に支脚を設置したと思われる掘り込みを

有する。支脚はその形跡から，土師器小甕を倒立させて転用したものではなく，柱状の石材を

立てていたものかと思われる。これは，支脚の支持土（支脚を巻いていた土）と思われる土層

No.22(黄灰色粘質土層）の存在からも積極的に支持し得るところである。カマド袖は，黒褐色

粘質土を主に用いて構築している。

出土遺物（第85図）

1は須恵器杯蓋で，床面直上出土品である。短かいかえりを付け，高い擬宝珠つまみを有す

る。かえり端部径12.2cm,器高 3.5cmを測り，天井外面には回転ヘラ削りを施す。 2は，口径

13.7cm, 器高 2cmを測る須恵脳杯蓋である。全体に焼き歪みが著しく，天井が低くなっている。

天井外面は回転ヘラ削りを施している。 3は，口径14.1cmを測り，端部は短かいがシャープで

あり，上面はナデており，その周縁に僅かに回転ヘラ削り痕が残る。 4は須恵器壺底部である

が，明橙色をなす生焼け品で，著しく磨滅している。内面は横ナデと思われる。床面直上出土

品である。 5は，口径11.6cmの土師器杯の小型品で，底外面は手持ちのヘラ削りと思われる。

6は床面下出土品で，口径17.4cm, 器高 3.1cmを測る。内外面ともに磨滅している。 7は，口

径18cmを測る土師質焼成杯で，口縁付近には黒斑もみられる。しかし体部外面中途は回転ヘラ

削りが施され，端部外面には浅い沈線もあり，蓋の可能性もある。 8は土師器高杯で，脚端径

12.3cmを測る。床面直上出土品である。 9・10は土師器甕で，内面にシャープな稜をつくり，

強く折れて開く口縁となる。執れも口径24cmを測る。

11は，床面直上に置かれていた台石状の河原石である。灰白色に表面が風化しており，玄武

岩のようである。上面が一応平らな磨面となっており，作業台として使用されたものと考えら

れる。砥石ではない。

第86図は鉄製品で，幅1.1cm,厚さ0.5cmの鉄棒の先端を

細く尖らせて，直角に曲げたものである。かすがいのよう

な形状であるが，用途は定かではない。

以上の出土遺物のうち， 1・4・8・11が床面直上出土

品であり，それらは 7世紀後葉代の所産である。また，床

面下層出土の 6もその時期を示している。次に 2・3や 9

・10などは， 8世紀前葉段階まで下がる時期のもので，こ

の住居出土遺物は 2時期に大きく分かれている。ここでは，

ここ
ここ:~三二り
゜

5cm 

第86図 第33号住居跡出土鉄器

実測図 (1/2) 
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第 87図 第34号（主居跡実測図 (1/60)

床面出土のものを尊重して，この第33号住居跡は7世紀後葉に営まれたものであり，廃棄 ，埋

没段階で 8世紀前菓の上沿が投棄せられたものと解釈しておきたい。 （中間）

第34号 住 居 跡 （図版49,第87図）

G群の南寄り中央に位設し，第34号住届肪と第 8号掘立柱建物を切る。 9.6m'しかない小型

方形（主居跡である。床面上の通有の 4主柱穴は認められず，或いは 4隅の 4柱穴．又は各壁ラ

ィンの中央部で各々重複する柱穴を加えた 8柱穴がこの住居跡の上屋構造を支える柱穴配置と

なるかとも考えられる。それらの各々の柱間距離は l.2乃至1.75mとなろう。床面下層は中央

部と北束奇り ，南東寄りとが掘 り込まれている。カマドはいずれの壁際にも認められず，床面

における焼土分布もみられないことから，その設府はおそらく当初から計画されなかったもの

と考えられる。

以上のことから ，小型で｀主柱穴も通有の 4主柱穴を有せず，カマドも設漑されなかったと

いう， 特殊な性格の r方形竪穴住居跡状遺構J であると判断 される類である。
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出土遺物 （第881~1 )

1は，須恵諾杯で口径13.7cm,柑高 3.5cmを測る。｛本部外而下端から底外面にかけては同転

ヘラ削 りを施すc 21よ須思沿短顕壺で、外面は灰かぶりしているc 口径 6.6cmの小型品で‘，胎

土精良である。 3は土師器杯で， 口径14.6cm、器高 3.6cmを測る n f本部は17-J外面横ナデで．や

や外傾する。 4はn径14.9cmの土師沿杯で， i本部ト・半は手持 ちヘラ削りと思われる。

僻鉢で'.11径26.6cmを測 り・タト面には煤が付着する。胴部外面にはハケn調整を施している。

5 は土~rli

6は胴の張らない土師器甕J'i"で内面には煤が付花している。 7は上師器甕或いは鉢のい縁で

E
OOOOL 

゜

5m 

18.8m 

第 89図 第35号住届跡実測図 (1/60)
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床面下出土品である。 8は頸内面でシャープな稜をつくり，強く外反して開く口縁となる。 ロ

径28cmの土師器甕である。外面には煤が付着している。 9は，口径24cmを測り，頸部内面に稜

をつくり，長く外反して開く類である。 10は土師器甕の把手部分で，断面は丸くなる。 11は土

師器甑の底部片で，下端周縁は横ナデ調整を行い，黒色変している。

12・13は丸瓦片である。 12の凸面は縦方向にナデており，凹面には横方向のタガ或いはスノ

コ状模骨を縛った紐圧痕がみられる。 13は床面下出土品で， 12と同一個体と思われる。

以上の出土遺物は， 8世紀後葉の所産で，それも中頃に近い時期のものと考えられる。それ

は，当住居跡に切られる第 8号掘立柱建物が8世紀中頃に比定されていることとも矛盾してい

ない。 （中間）

第35号住居跡（図版49,第89図）

G群の中央に位置し，第34号住居に切られる。床面に 4主柱穴を有する縦長となる方形住居

跡である。 4主柱穴の配置も一尺分ほど縦長となるタイプである。南西隅付近に本住居掘り方よ

り一段高い掘り込みが認められるが，主柱穴自体は動いていないことから，拡張的な事業が行な

われたとは考え難く，当初からの壁

外方使用スペースを有したものと判

断したい。床面は全体に貼床が認め

られ，壁沿いの四周に床面下層の掘

り込みが行なわれている。中央部の

カマド寄りの部分にも掘り込みがみ

られる。

カマド（図版50,第90図）北壁の

ほぼ中央部に設置されたと考えられ

るが，袖部等の本体は殆んど残らな

ぃ。焚口部から燃焼部にかけて地山

の掘り込みがみられ，その上に貼り

床が施され，最終火床面も全体に浅

＜窪んでいる。住居跡壁ライ・ンより

外方へ60cmほど大きく掘り込まれて

おり，その更に外側へ煙道部がいく

らか残存している。

出土遺物（第91図）

1は，須恵器杯身で，復原口径13

1 . 暗褐色土（貼床）

2. 黄褐色枯質土（地山）

第90図

1
8
.
7
m
 

18.7m 

゜
第35号住居跡カマド実測図 (1/30)
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.8cmを測り ．内外面ともに横ナデを施す。 7世紀後葉でも中頃に近いタイプである。 2は土師

口径14.6cm、器高 3.6cmを測 る。Ii面下出土品で，1本部が大きく開き，底外面は回転

Ji向のヘラ削りと思われる。 8世紀後薬の所産である。 3はLI径14cm.器話 2.2cmの浅い皿状

の形態となる。底外面はヘラ削 りしている。4はカマド内出土の土師器小甕で，

測る。外面にぱ黒斑が付く。 5は口径21.8cmの土師器甕で，カマド内出土品である。

で肥Ir/.せず大きく屈曲して開く類となる。口径26cmで， n縁内外面には煤が付着する。

器杯で・,

口径14.5cmを

6は頸部

7は頸

内側で稜をな し，強く折れて制<n縁となる。n径26cmを測り， 胴外面はナデている。

8 は九瓦片で，凸面は l・衷な縦方向のナデ.11_1_1面は縦位のスノコ状模骨とそれを横方向に縛

＠
 

J̀
 

ヽ

◎
 

住36

E
L
,col 

゜

-Sm 

18.7m 

第 92図 第36が主居蹄実測図 (1/60)
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9は軒丸瓦で，小片で

あるため詳細はわからないが，単弁六葉の退化形式と思われる。弁の外側両方に小さな潰れか

る紐の圧痕がみられる。側面際の両面縁ともにヘラ削りを施している。

かったような珠文が配置されている。胎土に石英・長石粒を多く含み，焼成はやや軟質で淡灰

色をなす。 10はカマド内出土の平瓦片で，凸面は板状工具による縦ナデ風の擦過痕がみられ，

凹面は布目が明瞭で一部に縦方向模骨圧痕がみられる。側面はヘラ切りが施されている。

以上の出土遺物は， 7世紀後葉代から 8世紀後葉代までのものを含んでいる。ただし，当住

居跡は 8世紀の中頃に近い後葉代とした第34号住居跡に明らかに切られているのであり， より

古くなければならない。よってこの第35号住居跡の営まれた年代は，カマド出土の 4・5・10

7世紀後葉段階とされよう。ただし， 2は床面下出土品として取り上げており，

8世紀後葉の所産であり，大きな矛盾を惑じる。 （中間）

から見る限り，

3とともに，

第36号住居跡（図版50, 第92固）

G群の北西部寄りに位置し，第37号住居跡を切る。第38号住居跡とは北側で隣接するが両者

は上屋構造を考慮する時，同時併存は考え難い。わずかに横長の 4主柱穴配謄となり，

かというと大型の規模に属する方形住居である。床面下は西南隅寄りと，東壁寄りに部分的に

どちら

掘り込みが認められ，全体に貼り床を施している。

カマド（図版51, 第93図）北西壁の中央に設筐され，壁ラインより極く僅かに外方に掘り込

むが，大勢としては住居壁内側で設置される A類のカマドとなる。両柚の残りは良好で，黄色

粘土を基本とした構築である。燃焼部は地山を掘り窪めており，最終火床面も全体に浅く窪ん

でいる。燃焼部内部には，拳大

の礫 3点が置かれ，支脚として

使用されたと推定される土師器

甕の破片が散在する。燃焼部外

壁側上面は赤色に焼けており，

1
8
.
7
m
 

1 . 黄色枯土をいくらか混入した

暗褐色土
2. 赤色焼土層

3. 暗褐色土をいくらか混入した

黄色粘土層
4. 暗黒褐色土（黄色粘土わずかに

混入）（貼床）

4. 暗黒褐色土（焼土粒を多く含む）
5. 黄褐色枯質土（地山）

第93図

18.7m 

゜
1m 

第36号住居跡カマド実測図 (1/30)

本来煙道へと続く構造であった

ことが想定される。

出土遺物（第94図）

1は須恵器杯蓋で，

を測る。天井外面は回転ヘラ削

りの上を部分的に横ナデしてい

る。 2も口径15cmの須恵器杯蓋

で 1と同工である。

薄手の須恵器杯で，

口径14cm

3は全体に

口径12.3cm,
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第 94図 第36号住居跡出土土器実測図 (1/3)

器高 2.9cmを測る。体部外面下端は回転ヘラ削りで，底外面はその上をナデている。 4は，須

恵器甕頸部片で， 2条の三角凸帯の下に稚拙な櫛描波状文を施している。 5は口径18.1cmの土

師器皿で，全体に磨滅している。 6は土師器鉢で口径20cmの小型品である。 7は短かく折れる

小さな口縁となる土師器小甕である。 8はやや胴が張るタイプとなる。 9はカマド内出土の小

甕片で，胴は張らず，内外面ともに煤が付着している。 10はカマド支脚に使用された小甕で，

口径14.1cmを測る。 11は口径22.4cmの土師器甕で，内外面に煤が付着している。 12は口頸部で
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肥原せず，長く延ぴてf#l< n脊家となる。口径21cmを測る。

以卜の出上上岱から ．この第36号住居跡の営まれた年代は， 8世紀前薬期と考えられる。

（中間：
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第 95図 第37・38り住居跡実澗図 (1/60)
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第37号住居跡（図版50, 第95図）

G群の本来北側へ延びると推定される集落群の西南

寄りの部分に位置する。第36号住居跡に南端を切られ，

第38号住居跡に東側を切られる。北半は路線外となり，

その全容は明らかではない。床面に通有の 4主柱穴を

有すると思われる中規模の方形住居跡と考えられる。 ゜
10cm 

第96図 第37号住居跡出土土器

カマドは北東，南東，南西いずれの壁際にもみられ 実測図 (1/3) 

ず，おそらく路線外となる北西壁中央に設置されたものと考えられる。床面の貼床は薄く，床面

下層の掘り込みは北西壁沿いに僅かにみられる程度である。

出土遺物（第96図）

須恵器杯身 1点のみである。口径12.7cm, 器高4.3cm, 高台径8.5cmを測る。体部は内外面と

もに横ナデ調整を施し，底外面は灰かぶりしている。

この土器はその器形の特徴から， 7世紀の中頃に近い後葉期の所産と考えられ，この第37号

住居跡の営まれた時期を示すものであろう。 （中間）

第38号住居跡（図版50, 第95図）

G群の今回調査分の北端にて検出され，その北側の大部分は側溝工事にて既に破壊され，更に

路線外となる。 4主柱穴の 1つになると思われる南隅の 1柱穴が認められており，それから想

像するに，床面積18m'前後と考えられる中規模の方形住居跡が考えられる。カマドの位置も周

辺の状況から，恐らく北西壁中央部となろう。

床面は全体に 8cm前後のやや厚い貼床が施されている。

出土遺物（第97図）

土師器小甕小片である。内外面ともに磨滅しており，調整は不明であ

る。頸部内面で稜をつくり，短かく外反する口縁となる。

この小片のみからの時期決定は困難であるが， 7世紀後葉の第37号住

居跡を切っていることから，それを上限と考えることができる。更に，

第36号住居跡と接しており両者併存は考え難いことから， 8世紀前葉代

. -t・ は無いと思われる。上記小甕片は少くとも 8世紀中頃以降の所産とは

考えられない。そうすると 7世紀末-8世紀初頭前後の年代しか考えら

れず，これが第38号住居跡の営まれた時期と思われる。

二`'2_ I I I I ?cm 

第97図第38号住居跡

出土土器実測図 (1/3)

（中間）
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第 98因 第39号住居跡実測固 (1/60)

第39号住居跡 （図版51,第98図）

E群の北端に位屈し，この群本来の中心部よりややかけ離れて営まれる。床面積が6.6 m'し

かなく ，第 3号住居跡と並ぶ特小型の横長台形プランを呈する特殊遺構である。床面下は全体

にかなり凹凸著しい掘り込みを行な っており，その貼り1禾下から lXZ間の第19号掘吃柱建物

を検出した。当初この住居跡自体の主柱穴が明確でなかったため，第19号掘立柱建物とした柱

穴配沢が本住居に伴う柱穴となるかとも考えたが，この遺構の西側に同規模 ・同構造の第10

号掘立柱建物が検出されて，両者が対となることが判明したため，本住居跡と第19号掘立柱建

物とは別物であると 判断し得た次第である。

本住届跡にはカマドは設設されていない。 このような特小型住居跡（状遺構）に共通する，

ニニーヽ 了
¥_¥、 4

~-==r=~ 〇

第 99図 第39衿住居跡出土七器実測凶 (l/3)
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t柱六不明、カマドなしの状況は．本遺跡において特殊な川途を考える小遺構として位沢付け

られる。

出土遺物 （第99図）

1は須忠器杯蓋で・「1径11cmを測る。焼成軟質で1火色を呈する。 2(J: 上師料杯で．口径17.7

cmを測り．内外面ともに靡滅している。 3は．口径18cmの土師沿杯で，外面は赤変している。

全体に磨滅苫しく調整は不明である。4は土師器甕口縁片で，丸く屈曲して開く類となる。

以上の出土土器1よ， 1が7世紀中葉の所産であるが.2・4は 7世紀後涎代と考えられる。

よってこの第39号住居跡は， 7世紀後葉代に営まれたものと考えられる。 （中間）

第40号住居跡 （図版53.第100図）

D群の中央部に位四し，第41号住居跡を切っている。南端はピニールハウス撤去に伴うコ

ンクリ ート基礎部分破壊による攪乱のために， f主届跡南壁辺が確認できなかった。ただ束西孵

や. 2本残る床面のセ柱穴の位囮からすると ， 9.6m'前後の小型方形住居となろう 。カマド寄

りの 2主柱穴はその柱痕が明らかであり．柱間心々距離は 1.2m を測る。南壁寄りの 2主柱六

＼
 

鳳
一-

。

3m 

18.6m 

第100図 第40号1H丑跡実測図 (1/60)
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1 . 赤味黄色枯土（硬い・床面）

2. 黄味白灰色土
3. 白灰色土やや暗い，焼土・炭混入
4. 泥炭土

5. 黄灰色土• 砂多少混入
6. 黄色枯土プロック

7. 灰味黄色土砂多最混入，炭少混入

8. 黄色土
9. 白灰色土，砂多紐混入

10. 赤味黄色土
11. 泥炭土

12. 暗灰色土

13. 黄色に濁った白灰色土

14. 暗白灰色土
15. 黄味灰色土，砂少贔混入
16. 黒灰色土
17. 黄褐色土（地山）
18. 暗灰色土，炭混入

19. 斑文状黄色枯土黒色土
20. 黄味暗灰色土，焼土・炭混入

A
 

B
 

叫

B' 

.
O
E
9寸
•
8~ 

(.) 

第 101図 第40号住居跡カマド実測図

(1/30) 

21. 灰味褐色土，焼土・炭混入
22. 緑味暗灰色土

23. 斑状黄褐色土，暗灰色土（焼土・

炭混入）

24. 暗白灰色土，焼土・炭混入
25. 黄色粘質土

26. ブロック状，黄色粘質土，

暗灰色土，焼土粒混入
27. プロック状，黄色枯質土，

暗灰色土，黒炭混入
28. プロック状，暗灰色土，

黄色粘質土，焼土粒，炭混入
29. 黄味暗灰色土，ブロソク状，

黄色粘質土混入
30. 赤褐色土（赤色に焼けている）

31. 暗灰色土，焼土，炭少批混入，
白色砂粒多混入

32. 暗灰色土，焼土炭多罷混入
33. 暗灰色土，白色砂粒多景混入

34. 黒色士，焼土・黄色枯質土

プロック多罷混入

は恐らく存在しなかったものと推定され， かえって第12・22号住居跡と同様な， カマドと相対

する壁際に 2柱穴を有するタイプかと考えられる。

床面下は東，西壁両沿いに掘り込みがみられ，その上に貼り床が施されている。

カマド（図版53,第101図） 北壁の中央よりやや東へ片寄った位固に設置される。住居跡壁

ラインより 60cmほど外方へ掘り込んだB類であり，片袖部のみ残る。焚口部付近の床面は焼土

が認められ，それから燃焼部にかけて浅く窪む。燃焼部中央に丸く掘り込みがみられ，支脚埋

設の痕跡かとも想定されるが，定かではない。袖は主として地山土である黄色粘質土を用いて

構築されている。

出土遺物（第102図）

1は，土師器杯で内外面とも磨滅している。 2は，土師器鉢で，下半は胴が張り，頸が長め

3は口径31cmの土師器甕で，胴は全く張らない。

マドの東袖内出土品で，土師器甑口縁と考えられる。内面は磨滅している。外面には煤が付着

に立ち上がり，広口壺的形状をなす。 4はカ

90 
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第102図 第40号住居跡出土土器実測図 (1/3)

する。 5は土師器甑下半部で，やや小さめだが長い把手を付けている。下端部周縁は横ナデを

施し，胴外面には黒斑部がみられる。把手下面には剌突孔がみられる。

以上の出土遺物から，この第40号住居跡は 7世紀後葉代に営まれたものと判断される

（中間）

第41号住居跡（図版54,第103図）

D群中央に位置し，第40号住居跡に切られるやや小規模の方形住居跡である。床面 4主柱穴
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第 103図 第41,}fEI,片跡実測図 (l/60)

の配沢はやや横長となる。）木而卜は北1/1:j隅付近と束壁寄り中央とが大き く掘り込まれる。

住居跡外のカマド外端部と束壁中央f!!IJに各々幅20~30cmの浅い溝がみられるが，

は本住居跡より新しい逍構で，伴 うも(/)ではない。

これは実際

カマド （図版55, 第104図） 北壁中央に設附されており．壁外ガヘと方形に大き く掘り込ん

で構築した B類とな る。焚n部前面の住居跡床面に1よ，炭・焼土の混ざった黄色粘土がひろが

っている。燃焼部は全体に地山を浅く掘り窪ませ， その中央に上師器小甕をふせた支脚が据え

られている。支脚下半外面には黄色粘土が巻かれ，匝定が計られている。袖は墜外側への方形

掘り込みより外側のりきからとり付けられており 、黄色粘上を外面にかぶせている。燃焼部の最

奥部分には更に小さな掘り込みがみられ，本来煙道が延びていたものかと思われる。

出土遺物 （第105図）

1は須恵器杯身で，口径8.3cm. 器品3.2cmを測る。イ本部外面に井桁状のヘラ記号が施されて

いる。底外面は手持ちヘラ削りのようである。床面直 K出 I:品である。 2は薄手の土師器甕Cl

92 



゜

1
8
.
5
m
 
C
 ̀

 

m 

1
8
.
5
m
 
E
 `
 

゜

1
8
.
5
m
 
c・
 

B
 

A
 

ー

“
 B' 

c・ 

A
 

18.Sm x 

ロ

1
8
.
5
m
 
o・
 

B
 

18.5m B' 

］．黄色粘質土

2. 混黄色土粒・焼土粒暗褐色土

3. 多混黄色土粒・焼土粒・黒色土粒

暗褐色土(2に比べて混り土が大きい）

3'. 3より黄色粘質土多い

4. 多混焼土粒暗褐色土（袖内壁）

5. 黒色土

6. 多混黄色粘質土粒黒色土

7. 黄色粘質土（地山）

8. 明赤橙色焼土塊

9. 混焼土粒暗褐色土

10. 混黄色枯土粒・焼土粒暗灰褐色土

II. 多混黒色土・焼土粒暗黄褐色土

12. 混黒色土・焼土粒暗褐色土

13. 多混黒色土粒茶褐色土充満

14. 黄色枯土

／ 戸三

゜
2m 

第 104図 第41号住居跡カマド実測図 (1/30)

縁部で，内外面ともに磨滅著しく調整不明である。なお，カマド

の支脚として用いられた土師器小甕が見当らないが，どうもラベ

ル紛失で包含層出土遺物の中に入れた第381図26が，可能性が強

い。全体に薄手の精品である。

以上の出土遺物は 7世紀中葉の所産で，

まれた時期を示すものと考えられよう。

この第41号住居跡が営

（中間）

口

? I I I I ?cm 

第105図第41号住居跡

出土土器実測図 (1/3) 
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第 106固 第42~44号住居跡実禎I]団 (l/60)
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第 107図 第42号住居跡出土土器実測図 (1/3)

第42号住居跡（図版56,第106図）

D群の中央西寄りに位置し，第43号住居跡に南半のほとんどを切られ，東側の大半はビニー

ルハウスによる攪乱で破壊されている。つまり方形住居跡の北西コーナー付近しか残存してい

ないということである。よって， その規模，柱穴の配置，

床面下は，壁に沿って掘り込みがみられ，

出土遺物（第107図）

ープである。

1は須恵器杯蓋で，外面上端角はシャ

2は高台付杯で，体部内外

面は横ナデを施している。

ろう。

し，

3は須恵器高

杯脚端片で，小型の器種となろう。 4は

平瓶の頸部付け根付近小片で，外面は灰

かぶりしている。薄手であり小型品とな

5は幅の広い平行条線状叩きを施

その上から縦横にナデて叩きを消し

ている。

以上の須恵器は 1が7世紀末前後のシ

ャープさを残しており，それがこの第42

号住居跡の営まれた年代を示すと考えら

カマド等全く不明である。

その上全体に貼り床が施されている。

E
卜．

coL

れる。 （中間） ゜

18.7m 1. 黒灰色土，焼土少籠混入

2. 赤味暗灰色土

雪 3.::~:: 夏土．焼土・黄色

4. 茶味暗灰色土．黄色粘土．

焼土混入

5. 黄色粘土．黒色土混入

6. 斑状黄色枯土．黒色土
1m 

第 108図 第43号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第43号住居跡（図版56, 第106図）

D群の中央西寄りに位置し，第42号住居跡を切り，第44号住居跡に南側を切られる。また，

西寄りで南北に走る近代溝（第48号溝）に切られている。東壁側はビニールハウスによる攪乱

部で破壊されている。

二□
且
/
〗
一

¥
’
/
-

O 5cm 
I I I I I I l

 

□

ロロー△
第109図 第43号住居跡出土土器実測図(1/3)

床面の 4主柱は縦長に配置されており，床面

下は東半で掘り込みがみられ，全体に貼り床が

施されている。

カマド（図版56,第108図） 北壁の中央に設

置されるが，袖も全く残らない。燃焼部床面は

地山に浅く掘り窪め，住居跡壁を外方に掘り込

んで， B類の形態をとる。この掘り込み中から

須恵器甕片が出土したが，カマド構築に付随す

るものか定かではない。

出土遺物（第109図）

1は土師器甕口縁片で，胴が張り，強く折れ

て開く類である。カマド内出土品である。 2は

土師器甑底部片で，内外面ともに磨滅著しい。 3は土製カマドの貼り付け廂部分で，指頭圧痕

が著しく残る。

焼土

18.4m 

゜

E

寸
·
s
~

E
寸．

coL

1 . 混黄色枯質土粒暗褐色土
2. 黄色粘質土（天井・壁枯土）
3. 多混焼土塊黒褐色土（焼土塊層．壁内側
の焼土層）

4. 少混焼土粒．炭化粒黒褐色土（堆積層）
5. 明黄色土（粘質土でなくゴロゴロした土）
（焚口付近の壁．天井部のものか？）

6. 黄色粘質土が熱で赤変したもの（あるい
は．奥壁が赤変したものと考えられる。そ
の場合奥壁のラインがかわる）

7. 黄色土混りの暗褐色土で少し焼土・炭粒
を含む（床面）

第110図 第44号住居跡カマド実測図 (1/30)

1m 

以上の土器か

ら年代を決定す

るのは難しいが，

1の甕の特徴は

7世紀後半-8

世紀前半代のも

のである。

では切り合い関

係をも併考して，

この第43号住居

跡の年代は 8世

紀初頭を前後す

る頃と考えてお

きたい。

（中間）
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第44号住居跡（図版56,第106図）

D群の中央西寄りに位置する。北側で第43号住居跡を切る。東～南側の大半はビニールハウ

スにより攪乱で破壊されており，結局，北西コーナー付近しか残存していない。

床面下は大きく掘り込まれており，その上は貼り床が施されている。そのレベルは北側の第

43号住居床面より 20cmほど低い。柱穴配置及び規模・プラン等は全くわからない。しかし，北

壁に設置されているカマドと住居跡北西コーナーとの距離が短かいことから，小規模タイプの

方形住居となると推定できる。

カマド（図版56,第110図） 北壁の中央付近に設置されるが，東

半部は攪乱を受けて残らない。袖部その他も残らず，壁外方に掘り

込まれた部分と燃焼部の浅い掘り込み部分が残るのみである。最終

火床面は赤変しており，その上に黄色粘質土から成るカマド天井部

の崩落土が堆積している。形態から B類とされる。

出土遺物（第111図）

1は土師器杯で，内外面ともに磨滅しており調整不明である。 2

はカマド内出土品で，短かく寸詰まり気味に開く口縁となる。

これらの出土遺物は少くとも 8世紀中頃を下ることは無く，第43

号住居を切ることをも考えると，この第44号住居跡は 8世紀前葉代

に営まれたものと思われる。 （中間）

第45号住居跡（図版57,第112図）

!)==== 
:: 

三〗戸
D群の南端に位置する平行四辺形気味の，床面積 9.0rrfほどの方形住居である。第47号住居

跡と西側で隣接するが，両者の主軸方向も異なり，上屋構造を考慮すると，両者の同時併存は

考え難い。中央北寄りには，試掘の際の重機による掘削痕が残る。

床面には 4主柱穴かと思われる 4柱穴を結び得るが，西北隅寄りに極めて片寄っており，本

住居跡の主柱穴とは索直には認め難い。本来，通有の 4主柱穴は設けられなかったものと考え

たい。床面は薄く貼床を施しているものの，床面下の掘込みは，中央部を除いて見られない。

本住居跡は，カマドも無く， 4主柱穴も明確でなく，小型住居跡に共通する諸特徴を示す類と

判断される。

出土遺物（第113図）

1は須恵器甕胴部片で，内面には平行条線状叩きを施し，外面は同様の叩きの上を横位のカ

キ目で消している。 2は土師器甕口縁片で，内面はヘラ削りかと思われる。胴が殆んど張らず，

口頸部も肥厚せずにゆるやかに開いている。

以上の出土遺物から年代を決定するのは困難である。 1は第42号住居跡出土の甕片と技法が
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第 112区l第45号住居跡実測凶 (1/60)

似てはいるが同一個体ではない。 2も8世紀前葉以降のものではなく ，より古相を示す。よっ

て， 7世紀末を中心とする時期をこの第45号住居跡に与えてもいいのではないかと考える。

（中間）

II
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雲
宝
窓喜こ笙
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[＼ 
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 庁
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三
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゜
10cm 

第 113図

第46号住居跡 （図版58,第114図）

第45号住居跡出土土器実測図 (1/3)

D群の南端近くの中央に位沼し 、北側で第48号住居跡を切り、東側で第46刃土城を切り＇南

側で第47号住居跡を切る。西辺は近代溝（第48号溝）に切られる。

床面上に通有みられる 4主柱穴は検出されなかった。ただ． カマド寄りの 2柱穴と，南壁際

の 2小柱穴とが組み合って｀第12・22号住居跡例の如くなる可能性も考え得る。
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第 114図 第46・47号住居跡実測図 (1/60)
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1 . 多混黄色粘質土暗褐色土

2. 多混焼土粒暗褐色土
2'. 焼土少ない

3. 混炭化粒・黄色粘質土・暗褐色土（貼床）

4. 混焼土粒・炭化粒・黒褐色土（上面に焼

土層がうすくのっている，支脚固定痕跡？）

5 . 暗黄褐色枯質土（地山）

B
 

第 115図 第46号住居跡カマド実測図 (1/30)

床面下は北壁沿いの西寄りと，中央部とが掘り込まれており，

が施されている。

その上に約10cmと厚く貼り床

カマド（図版59,第115図） 北壁の中央に設置されるが，残りは極めて悪い。壁の外方に60

cmほど方形に掘り込み，燃焼部をつくる。前面の焚口部側中央に小ピットが掘り込まれており，

支脚の固定痕跡かとも考えられるが，位置が手前過ぎるようでもあり，定かでない。最終火床

面は焼けて赤変した部分がみられる。

出土遺物（第116図）

須恵器 (1-9) 

ラ削りを施す。

1は短かい返りが付く杯蓋で，返り端部径12.1cmを測る。天井外面は回転へ

2は口径10cmの小さい蓋で，天井外面は回転ヘラ削りを施す。 3は，杯身で口

径 9cm, 器高 3cmを測る。底外面はナデており， 4本直線を組み合わせたヘラ記号が施されて

4は口径14cmの杯身で，口縁直下の外面と体部下端外面とに回転ヘラ削りが施されてい

5は長く外方へ踏ん張る高台を付け，体部外面下端には回転ヘラ削り痕を残す。底外面に

6も高台付杯で，体部外面下端には回転ヘラ削りを残している。

いる。

る。

ヘラ記号が施される。 7は高
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第 116図 第46号住号跡出土土器実測図 (1/3)

20 
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台径 7cmの小型品で，全体に薄手である。 8は，内外面ともに強い横ナデで，口唇外端が突出

する特徴をなす。杯身ではなく小型壺類等他器種となるかもしれない。 9は，口径12.3cmを測

り＇，口縁下に三角凸帯をめぐらす。一見 5世紀初頭前後の陶質土器に似るが，定かではない。

内外面とも灰かぶりしている。

土師器 (10-20)10は須恵器模倣の土師器杯で，内面にはハケ目が施されている。イ本部外面は

磨きかと思われる。 11は，内面を削っており，短頸の壺状となるかと思われる。薄手で底外面

にもハケ調整が施されている。 12は床面下出土品で，短かく開く口縁となる小甕である。外面

には煤が付着する。 13は口頸部で肥厚せず，ゆるやかに外傾する口縁をなす小甕である。 14は，

口径19cmの薄手の小甕で，胴は強く張らず，口縁もゆる＜外傾する程度となる。 15は強く屈曲

して外方へ開く甕となる。胴外面はナデている。床面下出土品である。 16は胴が張り丸く反

転して開く口縁となる。内外面ともに磨滅している。 17は，他の甕と同様に，内面に鋭い稜を

つくることなく，胴はゆるやかに張る程度である。 18は，鉢口縁である。 19は甑底部片で，下

端の内外面まで横ナデを施す。 20は土製カマドの廂部分で，曲げ廂のタイプとなる可能性もあ

る。

以上の出土迪物は， 3が7世紀中葉， 1・5-7等が7世紀後葉～末， 2が8世紀代のもの

と，各時期に分かれる。当住居は第47・48号の 2軒の住居及び第46号土城をも切っており，古

い時期の遺物が混入していることが考えられる。よって，この第46号住居跡は 8世紀前葉前後

に営まれたものと考えたい。 （中間）

第47号住居跡（図版58,第114図）

?~ こ―~~ 口釈
3 r-~ 

ニー::i" .ニ-＼ ~_,, 
7--;;□ ~-1\\M―/111』―111―111 、ニ --, 

2 

7 

可三こ y), 疇 一丁

8 ゜
10cm 

第117図 第47号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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5m 

住46

1a6m 

第 118図 第48号住届跡実測図 (l/60; 

D群の南端に位凶し，第46号住居跡に北半を切られ，西壁側を近代溝（第48号溝）に切られ

る。また．北東側で第46号上痰を切る。

床面での 4主柱穴配府は認められない。床面下の掘り込みは，大きなものはみられず．小さ

な1u1凸が多い。貼り床も薄い。北隣の第46号住店の床面より 15cmほど高い。

カマドは残存しないがかつて設汎されたとすると，北或いは西の位岡と考えられる。

出土遺物 （第117図）

1は，須恵器鉢で，薄手で1本部中途で屈折する形態で， 7世紀後葉前後に時々みられる類で
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カマド内杭痕跡平面図
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／ピ戸
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゜

1 . 灰白色土（上部に焼土塊堆積）

2. 黄味暗灰白色土，焼土粒(2-Smm)多混

入

3. 灰黄色土，黄色枯土塊・粒多混入

4. 暗灰色土，炭多・焼土粒少混入

5. やや暗い灰黄色土，黄色枯土塊．粒混入

6. 黄味灰色土，黄色粘土粒多・焼土塊混入

7. 灰白色土，黄色枯土塊混入

゜
1m 

カマド内杭痕跡一覧

竺
1
-
2
＿ぎ
4

＿5
-
6

直径cm

2.0 

3.0 

3.5 

2,0 

2.0 

2.0 

深さcm

6.0 

2.0 

6.0 

10.0 

9.0 

3.0 

傾斜角

45° 

ほぽ直，北に傾く

ほぼ直

直

20° 

45° 

打込方向

W→E 

土 色

E→W 

SW→ NE 

赤味暗灰
色土，焼
土混入

黒色土

赤味暗灰
色土．焼
土混入

第 119図 第48号住居跡カマド実測図 (1/30)
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ある。内外面横ナデ調整で，外面には灰かぶりがみられる。 2は須恵器高台付杯で，体部外面

下端まで横ナデ調整，底外面には回転ヘラ削り痕を残す。底部全体に丸く，外方へ踏ん張る高

台を付ける。 3は，土師器杯で底外面は磨滅している。 4は須恵器模倣の所謂赤焼きの土師費

焼成甕口縁である。内外面黄褐色を呈する。 5は，土師器鉢口縁である。 6はカマド内出土土

師器鉢で，口縁は短かめである。外面には煤が付着している。 7は土師器小甕片で，胴が張ら

ず，僅かに外傾気味に開く口縁となる。 8は短かい口縁につくる小甕片で，全体に磨滅してい

る。

以上の出土土器は， 7世紀後葉代の特徴を良く示しており，それも，より中頃に近い時期と

考えられる。 （中間）

第48号住居跡（図版58, 第118図）

D群のほぼ中央に位置し，住居北側のほぼ半分は攪乱を受け，カマド前面で南北に第48号溝

に切られ，南東隅を第46号住居跡に切られるという惨慌たるものである。現況から推察して平

面形態は小型の横長となるもので，主柱穴配置は東壁寄りに方形に配される。

カマド（図版58, 第119図） 西壁中央部に設置されたものであろう。形態はB類である。掘

り方は現状で長さ 150cm,幅105cmを測る・。住居跡の規模の割には大型のカマドである。袖はな

かった。しかし燃焼部では壁体の燃焼の痕跡や残灰の堆積状況を確認した。さらに壁体を精査

したところ径 3.5~2cmの 6個の小穴を検出した。これらは極めて小型のものであり，穿つこ

とは不可能に近いであろう。この様な点から木もしくは竹の杭と推する。 2~ 4, 6の杭は燃

焼部を取り囲む様に存し， 1は焚口に向って傾き， 5は煙出し部へ傾いている。このような状

況からそれらがカマドとまったく無関係に配置されたものではないことが察せられる。またカ

マド最深部の小穴であるが，煙出しの施設と考えるのが妥当であろう。

カマド内の小杭の痕跡は，第49・50号住居跡でも検出しており，後において詳述したい。

（平嶋）

出土遺物（第120図）

1は須恵器杯蓋で，短かい返りを付ける。 2は，口径13.8cmの須恵器杯蓋で，口縁部が所謂

鳥嘴状口縁とは異なり，下端面を斜めに削ぎ落したような形状をなす。天井部外面には回転へ

ラ削りが施されている。 7世紀末の所産であろう。 3は口径10cm, 器高 2.9 cmの須恵器杯身で，

底外面はナデており， v字状のヘラ記号が施されている。 4~6は須恵器杯身で、高台の付く

ものとなろう。いずれも胎土精良で，内外面横ナデを施している。 7は，須恵器壺類の底部か，

瓶類の側面とも考えられる。外面には同心円状のカキ目が施される。

以上の出土土器は， 3が古すぎるが， 2や4~6などの特徴からみて，この第48号住居跡は

7世紀末ごろに営まれたものと考えられる。 （中間）
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第49号住居跡（図版60, 第121図）

D群の南に位置し，第50号住居跡を切っている。平面形態は小型の横長を呈し，主柱穴配置

も同様である。

カマド（図版60, 第123図） 南西壁中央に設置された B類のものである。掘り方は長さ46cm,

幅64cmを測る。袖は両袖共に検出し，右袖は壊されたものか，先端部での残存状況が悪い。ま

た，燃焼部やカマド前面，左右袖の脇に黄色粘土が散乱しており，カマド前面のものの下層か

らは焼土塊が検出された。これも第49号住居跡のカマドが破壊されたことを物語るものであろ

う。このカマドも壁体精査の結果13個の径 3~1.5cmの小穴を検出した。 1・2・4は燃焼部

中央に向けて傾き， 3・7は煙出し部に配され， 6・8も煙出し部にあたるものと思われる。

11・13も燃焼部に付随するものが，燃焼部中央に向けて傾く。しかし， 12はそれらと異なり，

焚口方向へ傾く。 5・9・10は燃焼部の左脇の小穴中央に向って傾く。また，図示してはいな

いが8の周囲に径 1~0.5cmの不明瞭な杭跡が3~4個あったことを付記しておく。 （平嶋）

出土遺物（第122図）

1はカマド内出土品で，復原口径15cmを測る土師器皿である。体部がやや内湾気味に立ち上

がり，端部は丸くおさめる。底外面は磨滅しているが手持ちヘラ削りかと思われる。 2・4は

土師器鉢で，胴部内外面ともにヘラ削りを施している。 2はカマド内出土品である。 3は，土

師器小甕片或いは甑の口縁とも考えられる。頸部で全く肥厚せず，僅かに外傾するだけの口縁

となる。

以上の出土遺物は， 1が7世紀後葉期の特徴を残しており，この第49号住居跡はその頃の所

産かと考えられるが，明確ではない。

二二=;;;;身

~((~ 

（中間）

ロニ ~~ai
// 2 ¥¥ 3 

゜I I I I I I 
19cm 

第122図 第49号住居跡出土土器実測図 (1/3)

第50号住居跡（図版60, 第124図）

D群の南に位置し，第48号溝の西側で第49号住居跡に切られる。平面形態は方形のもので，

主柱穴配置も同じである。

カマド（図版61, 第125図） 西壁中央部に設置されたB類のものである。掘り方は長さ 105

cm, 輻73cmを測る。袖は検出できない。焚口部で粘土塊が検出されている。これもこのカマド
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・cl 
•OE9.8L 

゜ ゜

A
 

カ゚マド内杭痕跡平面図

三 c

I . 黒色土，暗黄色土粒(1-2 mm)少最混入

2. 黄味暗茶色土，暗黄色土塊・焼土粒・炭混入
3. 黄色土，焼土混入

4. 黄色粘質土，砂粒含・焼土粒・炭粒混入

5. 黄味淡灰色土，黄色枯土塊・焼土粒混入
6. にぶい黄色枯土

7. 焼土，黄褐色

8. 暗灰色土，黄色枯土塊・焼土粒・ 炭粒混入

9. 黄味灰色土，小粒砂混入

10. 黒灰色土，黄色粘土・焼土粒・ 炭粒混入
11. 黒灰色土，焼土・炭粒混入

12. 黄味灰色土，砂多混入，焼土粒混入
13. 黄色粘土

14. 黄味褐色枯質土，黒色土混入

第 123図 第49号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第 124図 第50号住居跡・兵潤図 (1/60)

が壊された痕跡であろう ＾ 第50号•I1:1, 片跡））マドでら．カマド内外に小杭の跡を検出 した。 4-

8は燃焼部火1和こ弧を描くように記i'tされているが．しかし．傾斜方向から直接燃焼部に伴う

ものは 4~ 6のもので7・8は外に傾いている。また．他に燃焼部に関わるものとして 9・12

・14が考えられる。11・161よ煉出 しに関わるものであろう。 I・2は焚11に付されている。 15

は袖が存した部分に付されている 9・10については．（也と若 F異なり．人形で杭痕跡が反り

気味であり，狸上が暗茶11(色上で焼 I:粒を多fitに含んでいたc 焼土粒のイf在からカマトとま っ

たく無関係とも考え難 く．カマドの大黒柱的イf在なのかもしれない。 一）jこのカマトは焚口部

と燃焼部と 1.:段を有し．燃焼部が ー→段，:';jくな っている ('f?. 岨）

出上遺物は令くみられず．時期決定は帷しい。ただ ．当住店を切る第49衿住居が. 7世紀後
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A-
18.4m A' 

疇
゜

1m 

I . 黒灰色土中に斑文状黄味茶色粘土・焼土・

炭混入
18.4m B' 2. にごった茶色， ゴマ状暗黄色粘質土

(1-2mm) 

3. 暗灰色土，焼土粒・炭少紐混入
4. 灰味黄色土，砂粒多混入
5. 黄味黒灰色土，ゴマ状暗黄色枯質土・焼
土・炭混入(1-4 mm) 

6. 斑文状黒灰色土・焼土（上層部に焼土堆積）
7. 茶褐色土

8. 赤味黄色粘土
9. 黄味暗茶色土
10. 暗灰色土

II. 暗黄色粘質土（地山）
12. 赤味暗黄色土，斑状黒色土
13. 黒色土，斑状黄色粘質土混入

カマド内杭痕跡一覧

カマド内杭痕跡平面図

一
No. 直径cm 深さcm 傾斜角 打込方向 土色

1 2.0 1.0 40° E→W 

2 2.0 3.0 ほぼ直

3 灰
4 1.5 1.5 20° W→ E 

1.5 20・ WSW→ ENE 
褐

5 1.0 

6 1.5 1.0 20° WNW→ ESE 色

7 1.5 2.0 30' W→ E 

8 1.5 1.0 30' E→W ， 2.5 7.5 20° N→ S 

謬10 2.5 9.5 30° W→ E 

11 1.5 0.5 下向きはぽ水平 W→ E 

12 1.5 1.0 ほぽ直 黒
13 不明 2.0 20・ SW→ NE 

20° 
灰

14 1.0 1.0 S→N 

15 2.0 4.0 ほぽ直 色

16 2.0 3.0 30° SE→ NW  

第 125図 第50号住居跡カマド実測図 (1/30)

葉期の可能性が考えられており，それを下限とすることもできる。当住居跡は第49号住居とと

D住居群の中では異例の西向きカマドをなしている。西向きカマドはC住居群に多く，もに，
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それらは 7世紀初頭を前後する古い時期のものがかなりある。このようなことを考えると，第

49・50号住居跡も，以外と古く，

証拠は無い。

D群中の最古段階のものとなるかもしれない。ただ．確実な

（中間）

第51号住居跡 （凶版61,第126図）

大きな住居群である D群と E群の西側中央に．第51~53号住居跡、第17・18号掘立柱建物跡．

／
 

溝49 E

S
8
L
 

18.Sm 

盲

゜
Sm 

第 126図 第51~}住居跡実測l火I O /60) 
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溝49

／
 

゜

1m 

1 . 黄色土に黒色土

わずか含む

2. 黒色土

18.2m 3. 焼土プロック多最

4. 暗褐色土

5. 黄色土＋黒色土＋

暗褐色土（貼床）

• 6. 黄色粘土に黒色土
混入

7. 黄色粘質土（地山）

第 127図 第51号住居跡カマド実測圏 (1/30)

巨大な第47号土堀，第 2号井戸など

の一群がみられ， F群と呼称したい。

この F群は遺構の数を他と比べると

著しく少ないが，いずれも大型住居

で，土城も巨大であり，他の住居群

と性格が全く異なると考えたい。本

遺跡全体としても中央部を占めてお

り，かなり重要な一群と思われる。

第51号住居跡はこの F群中央に位

置し，第18号掘立柱建物を切り，近

代溝（第49号溝）に北端を切られる。

1辺5.0mの大型方形住居跡で， 4

主柱穴を配置しており，その掘方の

深さは lm近くもあり，しっかりと

埋め込んでいる。床面下は四周で大

きく掘り込んでいるが，中央付近で

は貼り床は殆んどみられない。

カマド（図版62,第127図） 北西壁の中央に設置されているが，残りは極めて悪い。壁外方

へ大きく掘り込むB類になり，柚部は貼り床の上に構築している。このカマドの燃焼部直下に

第18号掘立柱建物の西南隅の柱穴が検出されており，両者の前後関係が確認された。

出土遺物（第128図）

1は須恵器蓋で‘，短頸壺等にかぶさるものか，或いは身となる可能性も考えられる。イ本部外

忍_,,.,~.,

~、
1 

ーニ

三~11,
l

l

 

＞ヽ＼
 

ー

三[＇_ 
二

4
 

I 

a. 
20cm 

第 128図 第51号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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面に 2条の沈線をめぐらせ，天井外面はナデており，そのいこヘラ記号が施される。 2は須恵

器中杯均で外）jへ強く踏ん張る高台を付ける。i恥音II外面下端までは横ナテ-.底外面は匝転ヘラ

削り痕が残る。凶面ぱ灰かぶりしている。 3は薄手の土師器小甕で. 4も同類である。 5は．

n径21cmをiJlljり.Jj佃）が強く張り ．頸部で肥）以せず，丸く反転して1用くい縁となる。

以上の出土十岱ば ］が7世紀中頃で占<• 2が7世紀中頃に近い後葉代となり， 5も後者

に近い形態をなす。 1を混入品と考え ．ここでは第51号住届跡の営まれた年代は. 7世紀のI十I

頃に近い後葉代と考えておく 。 （中間）

/j
 

ヽ

I

人

I
]
 

◎
 

◎
 

゜

O

E
V
8
L
 

旦

。， 
井戸2

A 
18.4m A' 

~ 雪／／／／`／／／／／／／／／／／`
18.4m a・ 

瓢゚
5m 

第 129図 第52衿住居跡尖禎躯j(l/60; 
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第52号住居跡 （固版63,第129図）

F群西端の第51号住届跡の西隣に位jj!1する。南端で第 2号井戸を切る C I未r釘積26.5m'にもな

る大型方形住居となる。

床面における 4 l~ 柱穴柾四はみられず．小型住店では珍しくないこの特徴が大型住店に示さ

れていることは重要であるC)禾面下は南既沿いに大きく掘り込まれている。中央部では貼/;j,21ょ

E
 9"8
(
 

18.6m 

゜
Sm 

第 130図 第53号住居跡実測図 (1/60)
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殆んど施されていない。

カマドは残存していない。ただ，北壁中央が新しい授乱により掘られており， カマドがもし

在ったとすれば， この位置であったと考えられる。 しかし，壁外方へ掘り込むB類ではなかっ

た事は確実で， A類であったとしても，周辺に焼土等のカマド存在を積極的に支持する証拠は

無い。存在しなかった可能性も強い。

以上のように，大型住居であるにも関らず，通有の床面4主柱穴を持たず，カマドの存在すら

このような特殊な様相は何を物語るのであろうか。本遺跡全体の中央に位懺す疑問とされる，

ることからも，

もしれない。

この集落の共同使用に供されるというような，菓会場的な性格を考えていいか

残念ながら出土遺物のうち図示に耐え得るものは皆無であった。このような大型住居にして

は如何にも珍しく，上述したような特殊用途の性格を示すものかもしれない。或いは廃棄後に，

意識してごみ捨場とすることを忌避したことも想像される。

ただ，南端で第 2号井戸を切っていることから，

とする時期と考えられる。

この第52号住居跡は 7世紀後半～末を上限

（中間）

第53号住居跡（図版64,第130図）

F群の東南側に位慨し，床面積28.6rrfを有する大型方形住居である。中央部に畑灌のコンク

リート製枠を持った井戸があり，東側は大ぎく第47号土城に切られている。

床面下は各壁沿いを中心に掘り込ま

れ，全体に厚く貼り床が施されている。

東側の 2柱分は第47号土城に切られて

明確ではないが，床面に 4主柱を配す

るものと考えられる。

カマド（図版64,第 131図）北壁の

中央に設置されている。壁外への掘り

込みを行わない A類である。暗黄褐色

土を袖に使用し，燃焼部奥壁と袖上面

は焼けて固く赤変している。

出土遺物（第132図）

1は，須恵器杯身で，体部外面下端

は回転ヘラ削りが施される。 2は全体

に内湾気味に立ち上がる土師器椀で，

復原口径10.4cmを測る。内外面ともに 第 131図

1
8
.
3
5
m
 

1 . 焼土（赤色ガチガチ）

2. 暗黄褐色土

3. 暗褐色土＋黄色土

4. 黄色土＋黒色土

（住居跡貼床）

5. 黄色枯質土（地山）

土壊47

゜
1m 

第53号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第 132図 第53号住居跡出土土器実測図 (1/3)

磨滅して調整はわからない。 3は，口径20.6cmを測る土師器甕で，胴中位で張り，頸部はそれ

ほど肥厚せずに丸く反転して開く口縁となる。 4は，胴の張らない土師器小甕で，全面磨滅し

ているが，内面はヘラ削りかと思われる。 5は寸詰まり気味となる土師器小甕片で，外面は磨

滅している。 6は甑の口縁となると思われ，極く僅かに外傾するだけの形状をなす。 7は，器

壁の薄い胴部から大き＜長く反転して開く器形となる。胴部内面はヘラ削りが施され，煤が付

着している。 8は薄手の土師器小甕で，二次火熱を受けて赤変し，煤も付着している。

以上の出土遺物は 2・3などが古い様相を示しており，この住居を切る第47号土城西半部が

7世紀後葉頃に掘削されたことを考えると，この第53号住居跡は， 7世紀前葉～中頃の時期に

営まれたものと考えられる。 （中間）

第54号住居跡（図版65,第133図）

本遺跡の最西北端の住居群c群の東側に，やや離れて第54-56号住居跡が占地している。こ

こでは一応C"群と呼称しておく。この 3軒のうち東端に本住居は位置している。これから東側

のD群までの間約50mは僅かに微低地状を呈しており，小ピットも少なく，この集落全体から

みて中央部の広場状空閑地を呈している。

本住居跡の東半側は上面を削平されており，残存していない。 2柱分は削平されて残らない

が，床面に 4主柱穴を配するものと思われる。床面下は各壁沿いと中央部で掘り込まれている。
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カマド （図版66,第 134

図）北西墜中央に設附され

ている。壁外方へ掘り込ん

で，更に煙道が延びていた

と推定される在みも検出さ

れ， C類に含まれる。燃焼

部床面から壁内rfriにかけて

は、全体に厚く焼けて黄赤

色に変色している。燃焼部

中央には，上師器小甕片が

散乱しており，支脚に転用

されたものかと考えられる。

出土遺物 （第135図）

1は，須恵器甕のn緑｝＇r

で‘，内外面ともに横ナデ調

整を施す。口唇 r.端が突出

する特徴を有する。 2は，

カマドl人JI[',上の上師沿小甕

で， 11緑がゆるやかに反転

して開く類となる。胴部内

面はヘラ削りが施され， 11

／
 

O
◎
 

◎◎ 
E
 rm 

／
 

。
4m 

径17.5cmを測 る。 31よ．カ

マド内i'I¥上の小甕で，支脚に使用 されたものであろう 。17径11.9cmを測り .11糸点はゆるやかに

外傾する程度である。 4もカマド内H11上の小甕で ．胴がややふくらみ．頚部内面に稜をつくり，

第 133図 第54号住届跡実棋1）収I(1/60) 

短かく折れて111-1く「l緑となる。11径15cmを測る。

以 IてO),'I',土遺物は．令体に占い様相を示すものばかりではあるが．決め fに欠ける。大旨 7

世紀初～前半代と考えてよさそうである。 (1p問）

第55号住居跡 （図版66,第136図）

C"群の西北端に位甜する。束隅のみが尖り気味に鋭角になり，北1偶が隅丸形となるやや歪つ

なプランを呈する。

床面に 4主柱穴を杞四する。Iぷ面ドは東隅寄りで大きく掘り込まれており，他はそれ程でも

ない。全体に 5cm弱原さの貼り床を施している。
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18.0m 

／
 

1 . 暗掲色土

2. 賀褐色土

3. 暗褐色土＋黒色土

4. 黄褐色土＋暗褐色士

5. 黒色土＋茶褐色土

（貼床）

6. 黒色土（貼床）

7. 赤褐色焼土
8. 黄色枯質土（地山）

18.0m 

゜
1m 

第 134図 第54号住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド（図版67,第137図）

北西壁の中央に設置されてい

る。煙道が外方へ 1.3mも細

長く延びる類であるが，燃焼

部を壁外方へ掘り込んで作る

タイプではなく， A類に属す

る。カマド分類の項（本書15

頁）で，単に「煙道が長いタ

イプ」として C類を設定した

が，これは同頁の模式図に見

る如<, B類のうちで煙道の

長いものを C類としたもので，

A類の煙道の長いものは敢え

て分類しなかった。これは，

本住居例の如き A類に煙道が

¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥ 
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第 135図 第54号住居跡出土土器実測図 (1/3)

長く付くものが本例のみであったからで，他の殆んどはB類に煙道が付くものであったという

理由による。本住居例によって， A類にも長く煙道を付けるものがあることが判かった。

また，この煙道部先端は小さなピット状をなしており，これから上方へと煙突状の構造物が

立てられたものと思われる。燃焼部は当初，地山を大ぎく掘り窪めており，最終火床面は赤く

焼けており，焚口部寄りで丸く浅い窪みがみられる。
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第 136図 第55号住居跡実測図 (l/60)

出土遺物 （第138図）

1は須恵器甕胴部片で．外面は小 さな格子目叩きの上をカキ目，内而ぱ内海波が施されてい

る。内外面に焼きぷくれがみられる。 2はカマド肉出十品で，須恵器杯蓋と考えられる。大井

部外面には回転ヘラ削りが施されている。 3はf本部中央に沈線をめぐらす須恵器窃杯で‘，小型

の類となろう。（本部下半外l虹は回転ヘラ削りを施している。 4はカマド肉出土十:Mi器甕で， U

径19 .8cm を測 る 。 /ll•Jはあまり張らず，顕部で肥J旱せずに， ゆるやかに外傾気味に開<n縁とな

る。_5もカマド内出上品で｀，胴が強く張り．丸く外反して開<n緑となる。

以上の出＋．遺物は. 1に格子目叩き という新しい様相をみるが．ここでは． 2・4のカマド
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第56号住居跡

（図版68,第139図）

C"群の南端に位置し，北

西隅が大きく突出する，歪

つなプランを呈する。北西

隅は新しい攪乱により切ら

れる。

4主柱穴が検出されたが，

その配置は正方形をなさず，

北西の 1柱穴のみが北へ片

寄っている。これは，本住

居跡の竪穴プランと呼応し

て北西側のみの柱穴をずら

したもので，当初からの設

計にかなったものであった

と考えられる。

床面下は，部分的には掘

り込みがいくらかみられるが，全体としては顕著ではない。ただ，最終床面は地山面から 17cm

1
7
.
8
m
 

1 . 黒色土（炭混）

2. 赤色焼土

3. 黄褐色枯質土に

黒色土混入（貼床）

4. 黄色粘質土

（地山）

゜

/ 

第 137図 第55号住居跡カマド実測図 (1/30) 

17.Sm 

内出土という点を尊重して，

この第55号住居跡は 7世紀

初頭前後に営まれたものと

考えたい。 （中間）

強，厚く貼り床が施されている。

カマド（第 139図）北壁の中央に設置されたらしく，焼土が拡がっている。袖やその他の構

造物は全く残存しない。壁外方に掘り込んでいないので， A類だったと考えられる。

出土遺物のうち，図示できるものは皆無である。遺構の残存状況自体が極めて浅く，良くな

かったためかもしれない。年代は不明である。 （中間）

第57号住居跡（図版69,第140図）

C群の南側の小支群C'群の東端に位懺する。この住居跡の南側の大半が深く掘り込まれてお

り，床面や貼床層，柱穴等が全く検出されなかった。また，この南半部は黒色土が充填してお

り，南隅においては壁下半をオーバーハングして掘り込んでおり，別の遺構と判断して第52号
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第 138図 第55号住居跡出土土器実測図 (1/3)

3
 

土城とした。これは，第57号住居跡が放棄され，埋没段階でごみ捨場とされ，それが更に埋ま

っていたので，改めて大きくより深く掘り直された結果と考えられる。

本住居は大型住居に近い面積を有し，いくらか横長方形のプランを呈する。床面配置の 4主

柱は南側の第52号土城掘削により残存しない。床面は北西壁寄りに僅かに残るのみであり，床

面下層の状況も明確でない。

カマド（図版69,第 141図）北西壁の中央に設置されている。壁外方には掘り込まない A類

である。床面貼床層を切り込んで，燃焼部が浅く掘り窪められている。袖は貼床の上に暗黄褐

色土を盛って築かれる。燃焼室中央には，土師器小甕が倒立して据えられており，支脚に転用

されている。

出土遺物（第142図）

1は須恵器甕口縁で，復原口径24cmを測る。第54号住居出土のものと細部の形状がよく似て

いる。床面下からの出土品である。 2は，須恵器甕胴部片で，外面は殆んど格子目といってよ

い程の叩きを施し，内面にはやや細身の青海波がみられる。 3は，外面に格子目にやや近い条

薦状叩きを施し，内面には太い青海波がみられる。 4は，カマドの支脚に使用された土師器小

甕である。口径14cm,器高13.3cmを測り，胴は殆んど張らず，極めて短かく折れる口縁となる。

胴部外面には黒斑部がみられる。細砂粒を多く含む。 5もカマド内出土土師器小甕で，口径15

cmとなる。頸内面に稜をつくるが，他は 4とほぼ同工である。 6は土師器甕片で，床面下出土

品である。胴内面はヘラ削りと思われる。 7は短かく折れる口縁となる土師器小甕片で，胴は
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第 139 図 第s6i:m、•;蹄如ui11・,1I 1/60) 

ほとんと張らない 81.t.hすかに外糾する程度の11緑となる 1ポIi沿鉢であか胴部は1人］外1紺と

もにヘラ削りを施していふ 9はJぷ爪i卜:m上祉，で．外1fliIi ITT滅している。

以 I:の出十:I. 料の中で， 2・3・7・8なとは第szi;-t: 壊の I,のである uf能性か1~lL、新し

い様HIを杵つからである また .I和/liド出 I:O) 1・6・9はさすがに古いが. 6 lit紀代にはっ

きりと 1-.るものではなく．カマトの小甕なとからみて．この第57り住届跡は 7世紀M~1iif虻の

時期に常まれたものと考えたいc
(, ,~ ,ml 

第58号住居跡 (I火1版70,筍143似j)

C'lirの北端に位沢し，叫諏程度のltL面Utを杵つプnFm店である。 ド記の11{1きり）り合い関係

をなす。 （古一新）

,,,. fl:58一fl:31ー 」漿31、
I城 57 溝39

ヽ」漿30→建物5---
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第 140図 第57号住底枕実測図 (1/60)

床面に 4±柱穴を目けるが北側の 1柱がより北側へ片奇っている。これは住居の竪穴自体

のプランが北隅と南閣がやや鋭角となる平行l.!.Y辺形気味の形状を呈するために

させて配設されたものと考えられる。

それに対応

床面 卜は全f本に多くのI:!.'.!凸が箸しくみられるが，大きな掘り込みは認められない。

カマド （図版70.第 144図）北西壁の中央に設謹され， 5度外方へ掘り込むB類となる。袖な

ど全く残らないが.rlfJrl'liに焼土が拡がっている。燃焼部は貼り床層を切り込んで，浅い在みを

なしている。
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1 . 焼土混暗褐色土

2. 暗黄褐色土（焼土混）

3. 黄色土＋暗褐色土

（貼床）
4. 黄色枯質土（地山）

゜
1m 

第 141図 第57号住居跡カマド実測図 (1/30)

出土遺物（第145図）

1は須恵器杯身で，床面下出

土品である。

まだ長めの杯身である。 3は，

土師器小甕口縁で，外面は磨滅

している。

品で,'

となる。

2も立ち上がりが

4はカマド下層出土

ゆるやかに反転する口縁

5は床面下出土品で，

土師器甑の口縁である。 6は土

師器甕の把手部分で，短かく，

断面が丸いタイプである。

以上の出土遺物は床面下のも

のも含めてすべて古く， 7世紀

初頭～前葉の幅が考えられ， こ

の第58号住居の営まれた時期と

されよう。 （中間）

第59号住居跡（図版72,第146図）

高松家墓地の調査終了後に検出した住居跡であり，高松家 6号墓が北壁を切り，同 2号墓が

南壁を切っているため床面はH形に残る程度である。西壁の長さは3.75mを測り，コーナ一部

にピット等が存在するため正確な計測は不可能であるが，北壁長4.10m,東壁長4.25m,南壁

長4.70m前後を測る不整方形の乎面を呈しよう。壁高は北西側コーナ一部で22cmを測る。

主柱穴は「井」字形に 4本配されると考えられるが，断面図に示した P1・2の深さは10cm

程度で主柱穴の可能性は低く，主柱穴そのものは墓に切られて存在しないものと思われる。床

面はH字形に残る程度であるが，残存部分は踏み締められて堅くなっていた。また，床面は茶

褐色土で貼床しており，貼床を掘り下げたところピット・落込み等を検出した。

遺物は埋土中から土師器小片が出土した。また，高松家 2・6号墓埋土中からは，当住居跡

に伴うと考えられる須恵器杯身・ 杯蓋，土師器甕．甑等の破片が出土している。

カマド（図版73,第 147図）袖部を住居壁に直接貼り付けるタイプのカマドで，西壁中央に

付設している。天井部は崩落し，袖部のみ残る。右袖は長さ 36cm,最大幅31cm,残高19cm,左

袖は長さ 73cm,最大幅32cm,残高25cmを測る。また，袖部は暗褐色土・暗黄褐色土を盛ってお

り， 4・5層には焼土粒が混じっていた。左袖内には甕の破片を入れて補強を図っている。

煙道は掘削を受けたものか残っておらず，奥壁にあるピットは当カマドとは無関係のもの。
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第 142図 第57号住居跡出土土器実測図 (1/3)

火床面・壁体はさほど焼けておらず，支脚は遺存しない。カマド内からは土師器甕・甑の小片

が出土した。カマド主軸は N69°Wを示す。

出土遺物（第148図）

1は須恵器杯身である。受部付近の小破片であるが，受部径は11.2cmに復原できる。受部は

回転ナデ，外底面は回転ヘラケズリによる。焼成は堅緻で，色調は灰青色を呈する。

2~5は土師器である。 2は高杯で‘杯部と脚裾部を欠く。内外面はヘラケズリされる。胎

土に石英・長石・雲母を含む。焼成は軟質で，黄褐色を呈する。 3は小型甕の口縁～胴部にか

けての破片である。口縁部は屈曲しているが，肉厚と言うほどではない。復原口径は13.0cmを
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第 143図 第58号住居跡実測図 (1/60)

測る 。 内面は板ナデ，外面は器面剥1碓のため不明。 胎上に長石 • 石英を多く含む。 4は「l縁部

破片である。直線的であることから甑になろうが，もう少し（項くかも知れない。LI緑端部は丸

3・4ともカマド内の出上である。い。外面はハケ目調整による。 5は瓶の取っ手部破片であ

る。内外面ともヘラケズリ調整による。

1・2は高松家 2号墓埋土中の出十．であるが．当住居跡に帰屈していたと考えられ ，‘り住居

跡の時期は 6世紀末であろう 。 （小田）

第60号住居跡 （閃版73,第149図）

高松家媒地の調査終了後に検出した住居跡であり ，59号住届跡に北接する。当住居跡は高松
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家 6・10-12号墓に切られてお

り，辛うじて南東側コーナ一部

とカマド付近を残す程度であっ

た。規模は，残存する壁面から

みて東西長3.87m,南北長3.70 

m前後を測り，平面形は方形を

呈しよう。主柱穴は墓に切られ

て存在しないが， 「井」字形に

4本配されていたものと考えら

れる。壁高はカマド側で22cmを

測る。

遺物は埋土中から土師器甕の

小片が出土した。また，高松家

10・11号墓埋土中からは，当住

居跡に伴うと考えられる須恵器

1
7
.
9
m
 

17.Bm 

：言□9二：床）---喜
6. 黄色枯質土（地山） 0 1m 

第 144図 第58号住居跡カマド実測図 (1/30) 

ニじニ ＝ 

， 19 C IT1 

第 145図 第58号住居跡出土土器実測図 (1/3)

杯・甕・横瓶，土師器甕等の破片が出土したが，図示できる遺物はない。

カマド（図版74,第 149図）住居壁から方形に突出させた掘方を有するタイプのカマドで，

西壁側に付設している。カマド壁体は幅90cm,奥行き 55cmの方形に掘り込んでいるが，天井部

は崩落し，袖部は11号墓に切られて遺存しない。壁面・火床面はよく焼けていた。また，支脚

は遺存していなかった。カマド内からは土師器甕の破片が出土した。カマド主軸はN78°Wを

示す。
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第 146図 第59砂住届跡実測図 (l/60)

出土遺物 （図版第150図）

lは大型のげ1lic.註甕で，カマド内の出 I:である。 11緑部は緩やかに外反し ，LIヤi部は丸い。

外面ハケ I」.I村面ヘラケズリ調整による。焼成は良好で，黄褐色を呈する。また .I」縁祁内 ,~i

～胴沸外rtiiにかけて煤が迫仔している。

2は丸瓦の破片である。 I: 管状のものを 2分割しており．分割部はヘラによって 3面面取り

されている。凸而は縦）J.I句のナデで叩き痕を丁埓iに消している。凹面みられる山形の凹凸は．

竹を編んで作った買子状の型の（屯川により牛じたものと考えられる。また，矢f.[Jで示した部位

は．紐の位置に廿たり．その間似は10cmである。胎上には砂粒を含むものの籾良である。焼成

は堅緻で，淡）仮色を足する。混人したものか。
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当住居跡は，第59号住

居跡 (6世紀末）に隣接

するが，その位置関係か

らみて併存していたとは

考えられず，第59号住居

跡より古いか，新しいか

の何れかである。第59号

住居跡のカマドは，袖部

を住居壁に直接貼り付け

るタイプであるが，当住

居跡のカマドは，掘り方

が突出するタイプであり，

それよりは新しい様相を

呈する。

ロロフ

18.05m 

゜
1m 

1 . 暗褐色土

2. 黒褐色土

3. 黄色枯土（地山土）に

少鼠暗褐土混入

4. 暗黄褐色土に焼土多く

混入
5. 暗褐色土に焼土・炭多く

混入
6. 暗褐色土に黄色土混入

（貼床）
7. 黄色粘質土（地山）

第 147図 第59号住居跡カマド実測図 (1/30)

゜
10cm 

I
 

I
I
 

り口／ー
第 148図 第59号住居跡出土土器実測図 (1/3)

カマド内出土の甕は，口縁部が肥厚することなく外反し，また，口縁部内面のヘラケズリに

よる稜が不明瞭である。以上のことから，当住居跡の時期は 7世紀前半頃であろう。 （小田）

第61号住居跡（図版75,第151図）

高松家墓地の調査終了後に検出した住居跡であり，第24号住居跡の北西に位置する。当住居跡
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高松家10号墓

゜

4m 

18.1m 

｀ 

, __ 

第 149図 第60号住居跡実測図 (1/60)

は品松家8・l3・14・23号袋及び第35乃溝に切られている。また．第62号住居跡と切り合い関係に

あるが当住居跡が切られているようであり，辛うじて南束但ljコーナ一部とカマド付近を残す

程度であった。規模は4.50m前後を測り ｀方形を呈しよう 。壁高は南東側で13cmを測る，柱配

近についてはよく判らなかった。 また，床画は茶褐色十:. 黄褐色七で貼床 しており ．貼床を掘

り ドげたところピット ・洛込み等を検出した。

追物ぱ埋上中から須恵器杯蓋及び土師器甕の小片が出土した。 また． ，岱松京 8・13・14・23

乃墓埋十:11」出上の須息器杯 ・甕 ,t師岱甕小片の一部には当住居跡に伴 うものもあろう 。

カマ ド （図版75,第151図）西壁側に付設しているが．第35号溝に切られているため逍存状態

ぱ悪く ，左袖部が長さ42cm,輻30cm残る程度である。 また ｀左袖の右側にある粘土塊は崩沿し

た天井部の残骸であろう 。 カマド内からの遺物の出上はなかった。

- 130 -



ー

ー

1ー

,',I 

゜
15cm 

2
 

第 150図 第60号住居跡出土土器実測図 (1/3)

出土遺物（第152図）

1~4は須恵器， 5 ~10は土師器である。 1・2はかえりを有する杯蓋の口縁部破片であり，

高松家 8号墓埋土中の出土である。 2のかえりはよく突出しているが， 1のかえりはそれ程で

もない。口径は 1が11.0cm, 2は11.6cmに復原でぎる。口縁部調整は 1・2とも回転ナデで，

外面は灰を被っている。両者とも焼成は堅緻で，色調は青灰色を呈する。 3は杯身の受部破片

である。 4は受部の立ち上がりは弱いが，受部径は13.6cmと比較的大きいことから杯身とした。

受部調整は 3・4とも回転ナデによる。両者とも焼成は堅緻で，色調は 3が青灰色， 4は灰白

色を呈する。 3は高松家14号墓， 4は同13号墓埋土中の出土である。

5・6は高杯で， 5は脚柱部， 6は脚裾部の破片で埋土中の出土である。 5は内外面ともへ

ラケズリ調整による。 6の器面調整は，磨滅により不明。両者とも胎土に石英を含み，焼成は

良い。色調は 5が黄灰色， 6は黄褐色を呈する。 7・8・10は中型甕の口縁部破片であり， 7

・10が埋土中， 8は高松家 8号墓の出土である。口径は 7が20.4cm, 8は17.8cmに復原できる。

何れも口縁部は強く外反し，口唇部は丸く納める。調整は口縁部ヨコナデ，内面ヘラケズリ，

外面ハケ目による。胎土に長石・石英を含み， 7には赤褐色粒もみられる。色調は 7が明橙色，

8は暗黄褐色， 10は黄褐色を呈する。 9は小型甕の口縁～胴部にかけての破片であり，口縁部

は如意形に屈曲する。復原口径は14.0cmを測る。調整はD縁部ヨコナデ，内面ヘラケズリ，外
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血ハケ日による。II合」；に細砂を含む。焼成1よ良好で，褐色を呈する。 また，沿1/JiはJJII熱により

赤変している。

I・ 2の杯益は杯身が逆転した形態のものであること ．また .7・8の甕は「I緑部が強く締

り.LI緑部内1(!iのヘラケズリによる稜が不IIJ]llf,(であることから，ヽl!(j:_)占跡の時期は 6tit紀末～

711t紀11r1半であろう 。 （小[Ii)

第62号住居跡 （図服75,第153図）

,~:j松家総地の調行終（後に検出した住居跡であり．第67 月•住居恥のすぐ南側に位四する 。 ヽ'•

住居跡は硲松家13・14・17号袋に切られている。また，第61灼住店跡と切り合い関係にあり，当

住居跡がそれを切っているようである Q

廿住居跡も裕地 にl;)Jられて残存状態はよくないが，規模の復lr,iは可能である。北墜長3.18m,

西壁長3.60m 前後を測り，平l~iJfiは隅丸長ガ形を望しよう 。壁高は北西鳴コーナ一部で11cmを

測る。 Pl-3がt柱六であるが 1本分は硲に切られて {f.在しない。深さはPl-53cm, P 

/ 
・o 

品t:: 

i冑
f 1,¥ o~ 

c 
a, I ...___ .......___ ------ ~ 芯)(i 

ml 

t'I! u 

o/ --
A 17.8m A' 

゜
Sm 

第 155図 第63号住居跡‘兵測枢I(1 /60) 
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2-3lcm, P 3-44cmを測る。柱間

はPl~3間1.76m, Pl~ 2間1.

44mを測る。

遺物は埋土中から土師器甕の小片

が出土した。また，高松家13・14・

17号墓埋土中からは須恵器杯・ 甕，

土師器甕小片等が出土しており，当

住居跡に伴うものもあろう。

カマド（図版75,第 153図）全く

遺存しておらず，その形状・規模に

ついては知るすべもなく，ただ西壁

中央にみられる焼土が当住居跡のカ

マドの残骸と考えられる。

出土遺物（第154図）

1 ~ 5は土師器である。 1は小型

甕の口縁破片である。口縁部は僅か

に屈曲しており，やや肉厚である。

復原口径は13.6cmを測る。調整はロ

縁部ヨコナデ，内面ヘラケズリ，外面ナデによる。胎土に長石・石英・雲母を多く含む。焼成

は良好で，暗茶褐色を呈する。 2・3は甕の口縁部小破片である。口縁部は大きく外反し，口

1
7
.
?
m
 

1 . 暗褐色土に黄色土
いくらか混入（貼床）

2. 暗褐色土に黄色土

多く混入（貼床）

3. 赤色焼土（火床）
4. 暗褐色土

5. 黄色粘質土（地山）

1Z7m 

゜
1m 

第 156図 第63号住居跡カマド実測図 (1/30)

唇部は丸く納める。 2の内面はヘラケズリ調整による。 3は磨滅が著しく調整は不明。 4は僅

かに屈曲する口縁音げを有する土器で，傾きには自信がなく，或は小型甕になるか。 5・6は甑

の取っ手部破片である。胴部との接合は，ソケット式の挿入法による。 1・6は高松家17号墓

埋土中， 2・4・5は貼床下部の出土である。

□□□ ~, 
□ニI Q I 

ー5 c m ご
第 157図 第63号住居跡出土土器実測図 (1/3)

I
 

~
 ゜I I I 

2cm 

第 158図

第63号住居跡出土石鏃

実測圏（実大）
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当住居跡は，第61号住居跡を切っているものの，甕形土器においては，両者間に形態状の差

異はみられないことから，時期は 7世紀前半頃であろう。 （小田）

第63号住居跡（図版76,第{55図）

調査区の西端で検出した住居跡で，第28号住居跡の 3m南に位饗する。住居の南 1/3は側溝

工事の際に破壊されて遺存しないものの，南側住居壁は調査区外に伸展しない（調査区南壁の

土層で確認）ことから， 4m前後を測る方形ないしは長方形の平面形を呈しよう。北壁の長さ

は3.92mを測る。また，壁高は北東側コーナ一部で12cmと浅く，かなりカットされている。

主柱穴は 4本と考えられるが，南側 2本は存在しない。深さは P1 -32cm, P 2 -48cmを測

り，柱間は1.62mを測る。床面は暗褐色土と黄褐色土で貼床しており，貼床を掘り下げたとこ

ろピット・落込み等を検出した。遺物は埋土中から土師器甕．甑の小片が出土した。

カマド（図版77,第 156図）住居壁から方形に突出させた掘方を有するタイプのカマドで，

北壁のやや右寄りに付設している。カマドは，住居壁を幅65cm・ 奥行き 70cmの長方形に掘り込

み，黄色土混じりの暗褐色土を掘方に貼り付け壁体を形成し，更に前方に40cm突出させて袖部

を盛っている。左右の袖の最大幅は22cmを測る。煙道は遺存しない。

支脚は遺存していなかったが，カマド縦断面図の中央の窪みが支脚の抜き跡とすれば，手前

の土器のある部分が火床面に当り，奥側は天井部の崩落土ということになる。カマド内からは

土師器甕・ 杯の破片が出土した。カマド主軸はN36'Wを示す。

出土遺物（第157図）

1は土師器杯であり，口径は15.0cmに復原できる。口縁部は内湾して立ち上がり，口唇部は

丸い。磨滅により調整は不明。胎土は精良である。焼成は良く，黄褐色を呈する。 2は土師器

甕の口縁部破片であるが，小破片のため詳細は不明。 1・2ともカマド内の出土である。

石器（第 158図）黒曜石製の石鏃で，埋土中の出土である。先端を僅かに欠くが，現存長1.5 

cm, 最大幅1.45cm, 重量0.45gを測る。

当住居跡の時期は，出土土器に乏しく不明瞭ではあるが， 1の丸みを帯びた口縁部を有する

杯からして 7世紀後半であろう。 （小田）

第64号住居跡（図版78,第159図）

調査区の西側で検出した住居跡で，第30号住居跡の lm西に位置する。また，第39号溝が当住

居跡中央を横切る。規模は北西壁長3.72m, 南西壁長3.82mを測り，平面形は方形を呈する。

壁高は南側コーナ一部で27cmを測る。主柱穴は Pl~4で，住居壁から 1/3の箇所に配される。

深さはP1 -70cm , P 2 -48cm , P 3 -65cm, P 4 -43cmと全体的に深い。柱間はPl~2間

1.20m, P 3 ~ 4間1.45m,P 1 ~ 3間1.55m,P 2 ~ 4間1.62mを測り，主柱穴間を結んだ

―-136 -
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18.0m 
5m 

第 159図 筍64号ft:J、サが実測凶 (1/60)

線は不整}j形を 'Jする。

床面はl1;1;褐色上と故褐色上で貼

床しており，主柱穴付近は踏み締

められて＇登くなっていた また．

貼床を掘りドけたところヒ I ト・

洛込み布を検出 したぐ逍物は雌上

中から須恵岱杯， 1: 師器甕 ，祇の

小片が出 1こしたが．図示できる上

沿は少ない

カマド （図版79,第1601':J.I) ft 

店壁から）j形に突,'I',させた掘｝］を

hするタイフのカマトで，北西唸

.,,.. ~,, 

1
7
.
9
m
 

O 1m 

第 160図 第64 ►}fl:居跡カマド実測l'J.I0/30) 
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第161図 第64号住居跡出土土器実測図 (1/3)

の中央に付設している。カマド壁の左側には浅い段があり，奥壁にあるピットはカマドを壊し

ていた。カマド壁体は幅66cm,奥行き49cmの方形に掘り込んでいる。天井部は崩落し，袖部・

支脚も遺存していなかったが，壁面・火床面はよく焼けており，カマド前面に焼土が広がる。

カマド内からは土師器甕の小片が出土した。カマド主軸はN31°Wを示す。

出土遺物（第161図）

1は須恵器で，甕の頸部破片であろう。内面には同心円，外面には平行タタキ目を残す。焼

成は良好で，赤みがかった灰色を呈する。 2は土師器高杯の脚柱部破片である。内外面ともへ

ラケズリ調整による。胎土は精良である。焼成は良く，黄白色を呈する。

当住居跡の時期は，出土土器に乏しく不明瞭ではあるが，第63号住居跡とカマド主軸を等しく

することなどから，それと近接する時期であろうが，遺物だけからみると 7世紀中葉前後かと

考えられる。 （小田）

第65号住居跡（図版79,第162図）

調査区の西側で検出した住居跡で，第64号住居跡のlm西に位置する。当住居跡も第39号溝に南

西側コーナ一部を切られる。壁高はカマド側で12cmと浅く，かなりカットされている。規模は

北壁長2.64m,西壁長3.42mを測る。南壁は北壁より 0.5m長く， 3.14mを計測し，平面形は

長方形を呈する。住居跡の中央寄りでP.l ~4の主柱穴を検出したが，柱間はP.l ~ 2間1.20

m, P. 3 ~ 4間1.20m , P. 1 ...:.... 3間0.85m , P. 2 ~ 4間0.80mを測り， P.1 ~ 3・2 ~ 4間が

狭いため中央に寄りすぎている嫌いがある。深さはP.1 -22cm, P. 2 -20cm, P. 3 -28cm, P. 

4 -16cmを測る。また，主柱穴間を結んだ線は長方形を呈する。

床面は暗褐色土と黄褐色土で貼床しており，主柱穴付近は踏み締められて堅くなっていた。

また，貼床を掘り下げたところピット・土城・落込み等を検出した。貼床下部中央にある土城

は，小郡市前伏遺跡（註 1)'甘木市立野遺跡（註 2)・同塔ノ上遺跡（註 3)'朝倉町長島遺跡

（註4)等の住居跡で検出されており，湿気対策と推察されているが，その性格については判明

していない。

住居跡出土の遺物は少なく，僅かに埋土中から須恵器甕，土師器杯・甕の小片が出土したに
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過ぎない。

カマド （閑版80,

第163段I) 住居壁から

方形に突出させた掘方

を布するタイプのカマ

ドで北競のやや左脊

りに付設していた。 カ

マド壁体は輻63cm、奥

行き44cmの方形に掘 り

込んでいる。天井部は

崩落していたが，右袖

の一部と左壁に貼り付

けていた粘土が遺存 し

ていた。墜面 ・火Jぷ面

は余り焼けていなかっ

たが，埋上下位には焼

土 ・炭をかなり多く含

んでいた。 カマド内か

らは土師沿甕の小片が

出土したのみである。

カマド主軸はN8°Eを

示す。

E
 
re~ 

18.lm 

綬 ―

゜
4m 

第 162図 第65号住居跡実測図 (1/60)

出土遺物 （第164図）

1 ~ 71よ須恵器， 8~101よ土師器である。 l・2はかえりを有する杯蓋である。 1は天井部

に擬宝珠つまみを付しているが， 2は付していない。 また， 1はn緑部とかえりを結んだ線は

等しいが， 2のかえりは口縁部より内側にくる。 1は器高3.7cm,復原口径14.2cm. 2は僻高

2. 4.cin, 口径14.3cmを測る。調整は 1・2とも口縁部ヨコナデ，内・外面ナデによる。色調は 1が

}:J~ 色， 2は淡黄褐色を呈する。 3・4は杯身の口縁部破片である。 3Iよ口唇部と n縁部内面に

段を布する。n縁部調整は 3・4ともヨコナデによる。両者とも焼成は堅緻で，色調i;I:3が淡

灰褐色'4は1仮色を星する。

5は「l縁部破片であるが端部が屈曲していることから椀形の器形になるか。 6は口縁部が

大きく外反し .u唇部が丸いことから横瓶になろう。 81よ甕もしくは横瓶の胴部破片であろう。

外面は平行タタキ目→ カキ且内面は円弧タタキ目による。
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18.0m 

18.0m 

第゚ 163図

E
 
0'9~ 

1 . 黄褐色粘土

2. 焼土粒子・灰・炭まじり

の土

3. 黒褐色土（焼土粒子まじる）

4. 黒色土・黄色枯土の

プロック含む

第65号住居跡カマド実測図 (1/30)
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-
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4
 

からして皿になるか。

の口縁部破片である。

は大きく外反するが， 10の口縁部

は小さく屈曲する。

当住居跡の時期は， 1・Zのか

えりを有する杯蓋から 7世紀後半

であろう。

註 1)

註 2)

註 3)

註 4)

・-;/ 

ここノク―--

8 

8は口縁部破片であるが，傾き

9・10は甕

9の口縁部

（小田）

「九州横断自動車道関係埋蔵

文化財調査報告」ー11ー福

岡県教育委員会 1987 

「同上」ー 2- 1983 

「同上」ー 8- 1986 

「同上」ー 9- 1987 

福岡県教育委員会が昭和62

年度に調査を実施し，現在

整理中である。

戸――
＼＼ 
＼ヽ 9

2
 

I I 10 

6
 

11cm 

第 164図

L 

第65号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第 165図 第66号住居跡実測図 (1/60)

第66号住居跡 （図版81.第165図）

B群の北束端に位瞭する。縦長の方形住店で，床面に 4主柱穴を配骰する。床面下は，西隅

付近で大きく掘り込まれており ．中央でも深く掘削されている。床面全体 に序＜貼り床層が認

められる。

カマド （図版82,第166図） 北西壁の中央に設戦されている。壁外方に掘り込んで，煙道が

延びると思われる C類となろう 。燃焼部中央には新しい穴が在る。柚は灰 ・焼土混りの緑灰色

粘土で築かれており ，この粘土は燃焼部奥壁にまで巻かれている。また．この種の粘土は．本

追跡カマドで多く使用される黄色粘土（地山土）に比べて 、極めて異例のものである。
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焼土

18.2m 

一
18.1m 

1 . 灰・焼土混りの緑灰色粘土

（カマドの袖）

2. 茶褐色枯質土（貼床）
3. 灰・焼土混りの茶褐色土

4. 焼土粒子を含む黒色土

（カマドより新）

第 166図

゜

E
N
.
8
L
 

1m 

第66号住居跡カマド実測図 (1/30)

出土遺物

（第167・168図）

1は，須恵器杯

身で全体に薄手で

2は，須恵

器高杯で，内外面

ある。

横ナデを施す。

は須恵器壺類の底

部で，胴部下半は

底部まで手持ちの

ヘラ削りを施し，

それ以上は横ナデ

を施している。

3
 

4
 

は，球形胴に近い

形状の須恵器壺で，

口径12.4cm,器高

17.1cm, 胴部最大

径18.2cmを測る。

胴部上端より上の

内外面は横ナデ，

胴部外面は太い平

行線に直角方向に細い乎行線を密に入れた叩きを施し，内面には所謂「車輪文」を施している。

胎土に細砂粒をやや多く含む。 5は，須恵器壺の肩部片で，内面には青海波，外面には平行条

線状叩きの上をカキ目調整している。 カマド内出土品である。 6も同一個体かと思われる。 7
 

は須恵器甕胴部片で，内面には太い青海波，外面には平行条線状叩きを雑に施している。 8は

土師器椀で，内面は磨いているようである。外面中途の屈折部以下は手持ちヘラ削りを施す。

内面には化粧土が施されている。 9は，床面下出土品で，土師器椀状をなす。 10は土師器甕で

ゆるやかに反転する口頸部となる。 11は土師器小甕で，口径15cmを測り，

口縁となる。 12は平瓦片で，凸面は正格子叩きの上をナデて，殆んど叩ぎ目を消している。凹

ゆるやかに外反する

面は布目が明瞭で，白褐色を呈する生焼け品である。

以上の出土遺物のうち 2・3・7・9・10は床面下の掘り込み中から出土したもので，当住

うち 2・7は少くとも 7世紀前葉以前に潮るものではない。よっ居の上限を示すものである。

て， 1や8などは混入品と考えられる。以上の観点から当住居の営まれた年代を推定すると，
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第 167図 第66号住居跡出土土器実測図（その 1)(1/3) 

4のような内面にマスクメロン様の車輪文を施すものや， 2・5などがその時期を示している
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C
,
 

密r

這直二謬工：
第 168図

と思われ， 7世紀後葉代を前後する頃と考えられる。

5
 ゜

w
 

8.
＼

f
キ

＼

／

A
-

-8, 

8
/
 

12 

第66号IJ:居跡出士土器 ・瓦実測似l(その 2)(l/3) 

（中間）

OEO~g. 

0 

18.0m A 

曇 ←
A
 

第 169図

。

I. i比鉗色粘t't上粒 .!.I.¥色t.黒総色」こ

2. 黄色粘n上塊

3. 少l仕黄色_L粒． 賠褐色—L
,[. 多，仕黄色粘竹J:.粒 ，黒色土粒，陪褐色J
5. 研褐色七 （壁溝児土）

6. 暗貨褐色七に黒色枯ftlを怜 I含む

7 .. 1, 色上 （帖'!'()

8. 鉗褐色帖質上（地山）
4m 

第67乃住居跡実測図 (1/60)

- 1/44 -



第67号住居跡 （図版82,第169凶）

C群の調査範囲の中では北端に位沢する。北半は調査外になり，明確でない。南束端は近世

高松家臨地を囲む溝35に切られている。

底面下は ｀ 束 • 西 ・ Iii側の壁沿いに大ぎく掘り込ま

れており ，全体に貼り床がいくらか施されている。主

柱穴は南側の 2穴が検出されたが北側の 2穴は調査

外になる。また，西側と南壁際の西半には/Iii壁溝が認

められる。これらは壁板材打ち込み痕であろう。

カマドは．調査範匪的では検出されす〗設甜されて

て二三プ
。

10cm 

第170区 第67号ft店跡出土上沿

実測図 (l/3)

／
 

IOl 

1
7
.
8
m
 
s
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E
 
BZ~ 

←テ11r i---,-r ヽ___ -::--::: 

I"! 

A' 

A
 

j]._!;lm A' 

言

゜
5m 

第 171図 第68サ住居跡実測図 (1/60)
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17.7m 

1 . 焼土（火床）

2. 暗褐色土（焼土含む）

3. 暗褐色土に黄色枯質土

いくらか混入（貼床）

4. 暗褐色土

5. 黄色土多混入した暗褐色土

6. 黄色枯質土（地山）

17.7m 

゜
1m 

第172図 第68号住居跡カマド実測図 (1/30)

いたとすれば，北壁中央

であったろうと考えられ

る。

出土遺物（第170図）

須恵器杯身 1点である。

復原口径10.3cm,器高は

3 cm強となろう。外面は

灰かぶりしており，底部

外面の調整はわからない。

立ち上がり部も短かくな

り，底部も平たくなって

おり，蓋身が逆転する直

前の形態をなす。

出土土器が上記 1点の

みで，当住居の年代を決

定するには危険を感ずる

が，周辺のC住居群の多くが古い時期のものであり，多分，似たような頃に営まれたものと推

定される。よってこの第67号住居は 7世紀前葉の所産と考えられる。 （中間）

第68号住居跡（図版84,第171図）

調査区の西側で検出した住居跡で，第63号住居跡の 2m東に位置する。また，当住居跡の南に

は側溝工事で破壊された第 1号住居跡があり，出土遺物からみて当住居跡がそれを切っているよ

うである。住居の南半分は側溝工事の際に破壊されているが，辛うじて残った東側コーナ一部

により西壁長4.94m,北壁長3.70mを測る横長の長方形プランを呈する。壁高はカマド側で12

cmと浅く，かなりカットされている。

主柱穴は 4本と考えられるが，南側 2本は存在しない。深さはP.1 -44cm, P. 2 -54cmとか

なり深く，柱間は1.74mを測る。床面は暗褐色土と黄褐色土で貼床しており，貼床を掘り下げ

たところピット・落込み等を検出した。遺物は埋土中から土師器甕の小片が出土した。

カマド（図版85,第172図） 西壁の中央に付設しており，住居壁から方形に突出させた掘方

を有するタイプのカマドであるが，奥行き18cmと突出度が弱い。天井部は崩落し，袖部のみ残

る。右袖は長さ47cm,最大幅24cm,残高 6cm, 左袖は長さ41cm,最大幅34cm,残高 7cmを測る。

また，袖部は暗褐色土・暗黄褐色土を盛っていた。奥壁から飛び出たピットが煙道である。幅

19cm, 長さ22cmと短いのは，削平によるものであろう。火床面・壁体はよく焼けていた。支脚
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第 173図 第68号住居跡出土土器実測凶 (1/3)

は遺存していない。カマド内からは土師器甕．甑の小片が出土した。

示す。

出土遺物（第173図）

1~4は土師器である。 1は甕の口縁部破片で，大きく外反する。

カマド主軸は N40°Wを

4は甕の底部破片である。

調整は内面ダイナミックなヘラケズリ，外而ハケ目による。胎土に長石・石英・ 雲母を含む。

焼成は良好で，赤褐色を呈する。 2は小型甕である。口縁部は外反し，内面のヘラケズリによ

る稜は鋭い。胎土に長石・石英・雲母を含む。焼成は良好で，茶褐色を呈する。 3は口縁部が

小さく屈曲するものの直線的に胴部に移行することから鉢になろう。調整は口縁部ヨコナデ，

内面ヘラケズリ，外面ミガキ状のケズリによる。

当住居跡の時期は， 7世紀前半頃であろう。 （小田）

第69号住居跡（図版35,第53図）

E住居群中央に位握し， 第17-19号住居跡と 5段階に切り合う部分に営まれている。西側の

第19・20号住居跡を切り，東側の大半を第18号住居跡に切られ，更に近世溝の第16・5号溝に

切られており，残存する部分は僅かである。 4主柱穴やカマドも全く残らない。床面は第20号

住店跡床面より高く，第18号住居跡床面より低い。床面下層の状況もよく判からない。

出土遺物も皆無で，時期の確定は困難である。 ただ，切り合い関係から第20号住居跡が8世

紀前葉で第18号住居跡が8世紀中葉であることから， これらの間の時期と考えられる。（中間）
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第 2表 薬師堂東遺跡竪穴式住居跡一覧表

たて X よこ 面積
主柱間 カ マ ド 土器以外

No 平面形 主柱穴 たてXよこ 主軸方位 備考（古→新） 群 時期
(m) (ni) 

(m) 位置 形態 迫物

1 ？ ? X4. 95以下 ？ ？ ？ ？ ？ ？ 
土層断面のみで 上 限

確認 A 7 C 初

2 縦長方形 5.0 X 4.4 22.0 4 1. 95Xl. 6 ？ ？ N38'E 住 2→住3→溝39 B 7 C 初

特小型
3 方 形 2.6X2.8-2.4 6.8 なし 北東 B N3l'E 同 上 B 7 C後葉

4 縦長方形 4.4+aX4.2 
18.5 

4 l.65Xl.85 北 B N 5"W 住 4→住 5→溝39 B 6 C 末
+a  

5 縦長方形 4.7 X 4.3 20.2 4 2.0 Xl.55 北 B Nl7'W 住 4、住 5 7C初～
住 6_,. B 前葉

6 小型方形 3.5 X (3.4) (11. 9) ？ ？ N 3'E 
__.(主 5 B 下限 7C4 1.5 Xl.6 住 6---1主7 初～前葉

7 方 形 4.8 X 5.0 24.0 4 2.2 Xl.9 北西 B N55'W 住 6..... 住 7 B 
上限

溝52.,.. 7 C前葉

8 縦長方形 4.6 X 4.3 19.8 4 2.35 Xl 65 北西 A N33"W 
住 9と切り合う，

B 6 C 末
2.0' 新古不明，周壁溝

9 方形？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 略南北 同 上 B 

10 
大型方形

？ X (5.9) (33.0) (4) ? X2. 93 北西 A N30'W F' 
？ 

11 
小 型

3.4 X 3.0 10.2 なし 北西 B N35'W E 
縦長方形

4 7C中頃

12 小型方形 3.2 X 3.3 10.6 (:t) 2.1 Xl.35 北西 B N25"W 
滑石

住13→1主12→1主14 E に近い
紡錘車

土ヽ15 後葉

13 方 形 3.7 X(3.7) 13. 7 4 1.5 Xl.5 （北西） ？ N29'W 同 上 E 
下限

7 C後葉

14 小型方形 3.0 X 3.0 9.0 なし 南西 B S3l"W 
住12→1主14

E 
7C末に

周壁溝 近い後葉

15 小型方形 3.4X3.0-3.4 10. 9 z+? ? Xl.2 北 B・C N 2"W E 
上 限

SC前葉

16 
小 土Jfl) 

3.1 X 2.7 8.4 なし 北東 A N48'E 住16→住17 E 7C中葉
縦長方形
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たて X よこ 面積
主柱間 カマ ド 土器以外

No 平面形 主柱穴 たてXよこ 主軸方位 備考（古→新） 群 時期
(m) (rri) 

(m) 位盟 形態 遺物

小型方形 なし 北西
土製紡錘 住18ヽ

E BC後葉17 2.9 X 2.9 8.4 C N30°W 
車 2'瓦

住16.,,.住17→溝 5

18 方 形 3.9 X 3.8 14.8 4 1 8 X 1.5 北西 B・C N47°W 瓦
住69→住18→住17

E SC中葉. 1.8 一部周壁溝

19 方 形 4.1 X 4.3 17 ,6 4 1.8 X 1.8 北西 B N23°W 住19→住20→住69 E 7 C 末

20 小形方形 3.1 X 3.3 10.2 なし 南西 B S59°W 
同 上

E 8C前葉
一部周壁溝

21 方 形 3.9 X 3.8 14.8 4 2.0 X 1.8 北西 B N30'W 
土披24→住21→

E 8 C 末
土城23

4 

22 
小 土Jf•J 

3,2 X 3.7 11.8 (ii:) 2.15Xl.65 北 B Nl5'W 住23→1主22 E （ 上7C 初限） 横長方形

横長方形
(3.5) X (4.5) (15.8) 4 ? 

1.6 
？ ？ Nl4'W 同 上 E 23 

？ 1. 95 X 2.6 

24 方 形 3.8 X 3.7 14.1 4か ? Xl.65 北西 B N39"W 鉄留金具 住25→住24→溝35 C 7C後葉

25 縦長方形 (4.4) X 3.85 (16. 9) 4 2.0 Xl.75 北西 A N53'W 
-土城26

住25、住24 C 7C中葉

26 方 形 3.7 X 3.6 13.3 なし 北 A. N22" E 瓦 住27→住26 C 7C後葉

27 方形？ 3.7 X ? (14.1) なし ？ ？ N22'E 
滑石製

同 上 C 7C中頃
紡錘車

28 
大 型

6.1 X 5.4 32.8 4 
3.85 X 2.45 

北西 A N63'W 鉄鏃 住32→住28 A 
6C末～

縦長方形 3.05 2.25 7 C 初

29 
大 型

6.1 X 5.3 32.3 4 2. 7 X 2 6 北西 A N49"W A 
6C末～

縦長方形 2. 9 . 7 C 初

30 台 形 3.8 X 3 7 
3.0 . 12.6 なし 北西？ A? N28"W B 

31 方 形 3.6 X 3.5 12.6 4 l.65X 1.6 北 B N23" E 
住58→f主31

C' 
7C前葉

→土城31→溝39 前後

32 
大型方形

? X 5.2 (27.0) z+? ? XZ.45 北西 A N63"W 
住32→住28

A 6C末？
？ 住28の拡張か
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たて X よこ 面積
主柱間 カマド 土器以外

No 平面形
(m) (rr/) 

主柱穴 たてXよこ 主軸方位
追物

備考（古→新） 群 時期

(m) 位置 形態

33 方 形 4.4 X 4.5 19.8 4 
2.2 
2.4 X 2.1 北 C N 4°W 鉄器 G 7C後葉

住35 →1主34

34 小型方形 3.1 X 3.1 9.6 なし NlO°E 瓦 建物s--- G 8 C後葉

カマドなし

35 縦長方形 4.0 X 3.6 14.4 4 1.8 Xl.25 北 C N 4°E 瓦 切り合いは同上 G 7 C後葉

36 方 形 4.8 X 4.6 22.1 4 1.8 Xl.95 北西 A N25°W 住37→住36 G 8C前葉

1.8 ？ 住37ー住36
7C中頃

37 方 形 "(4.3) X 4.3 18.5 4 l.55X 2.0 （北西）
？ N27'W 

ヽ住38
Gに近い

後 葉

38 方形？
2.3+≪ 18前後

4か ？ ？ ？ N50°W 同 上
Ger:〕XZ.7+≪ か

39 
特小型 2.4 

6.6 なし N20°W 建物19→住39 E 7 C後葉
横長台形 2.4 X 3.1 

40 小型方形 2.9+ax3.l (9.6) 2+? ? X 1.2 北 B Nl4°E 住41→住40 D 7 C後葉

41 小型方形 3.2 X 3.2 10.2 4 1.2 X 1.35 北 B N 6'W 住41→住40 D 7C中葉

42 方形？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ N 6°E 住42→住43 D 7 C 末

43 方 形 3.7 X 3.7 13. 7 4 
1. 55 
1. 75 Xl.35 北 B Nll'E 住42→住43→住44 D 8 C 初

44 
小型方形

？ ？ ？ ？ 北 B N 3°E 同 上 D 8 C前葉
？ 

45 小型方形 3.0 X 3.0 9.0 なし N23°W D (;~) 

46 方 形 3.5 X 3.5 12.3 なし 北 B N 4°W 住48→住46
住47-

D 8 C前葉

小型方形 土被46→住47→
7C中頃

47 ? X (3.3) (10.9) なし ？ ？ N 5°W D に近い
？ 住46

後葉

48 
小型方形

3.2 X(3.2) (10.2) 2+? ? X 1.6 西 B S85°W 住48→住46 D 7 C 末
？ 
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たて X よこ 面積
主柱間 カマド 土器以外

No 平面形
(m) (rr/) 

主柱穴 たてXよこ 主軸方位
迫物

備考（古→新） 群 時期

(m) 位置 形態

49 
小 土斤IJ

2.7 X 3.2 8.6 4 
1.3 X 1.85 

西 B S73°W 住50→住49 D ｀葉~)横長方形 1.0 2.05 

50 方 形 3.9 X 3.8 、14.8 4 1.6 X 1.5 西 B N83"W 同 上 D (下限 7)
c後葉

7C中頃

51 大型方形 5.0 X 5.0 25.0 4 2.1 XZ.25 北西 B N22°W 建物18→住51 F に 近 い

後 葉

52 大型方形 5.2 X 5.1 26. 5 なし なし？ ？ N30°W 井戸 2→住52
F 上限 7C

後半～末

53 大型方形 5.4 X (5.3) (28.6) 4 2.4 X2.25 北西 A N22"W 住53→土横47
F 7C前葉

～中頃

54 方 形 3.7 X(3.7) (13. 7) 4 1.5 X ? 北西 C N25'W C" 
7C初～

前半

55 方 形 3.6 X 3.7 13.3 4 1.5 Xl.65 北西 A N45°W C" 
7 C 初

前後

56 方 形 3.8 X 4.0 16.0 4 1.85 Xl 75 
I. 5 . 北 A Nl9°W C" 不 明

57 横長方形 4 7 X 5.1 24.0 ？ ？ 北西 A N37'W 住57→土城52 C' 
7C初～

前葉

58 方 形 4.1 X 4.4 18.0 4 1. 75 X 1 8 北西 B N59'W 
土痰57→住58→

C' 
7C初～

2.0 . 住31→土渡31 前葉

59 縦長方形
4.2 X 3. 7 
4. 7 4.3 

17 .8 (4か） ？ 西 A N69'W C 6 C 末

60 方 形 3.8 X 3.7 14.1 (4か） ？ 西 B N78"W 瓦 C 7C前半

61 方 形 (4.2) X 4.2 (17 .6) なし 北西 ？ N56°W 住61→住62 C 
6C末～

7C前半

62 横長方形 3.4 X 4.0 13.6 4 1.4 XI. 75 北西 ？ N68°W 同 上 C 7C前半

63 方形か ? X 4.4 (19.4) 4 ? X 1.6 北西 B N36'W 打製石鏃 A 7C後半

64 方 形 3.7 X 3.7 13. 7 4 1.4 X 1 5 
1.2 . 北西 B N31'W 住64→溝39 B 7C中葉
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たて X よこ 面積
主柱間 カ マ ド 土器以外

No 平面形
(m) (rr/) 

主柱穴 たてXよこ 主軸方位
迫物

備考（古→新） 群 時期

(m) 位醤 形態

65 
小 土汗I) 2. 7 

l.25X 0.8 北 N 8°E 住65→溝39 7C後半
縦長方形 3:4 X 3.1 9. 9 4 B B 

66 縦長方形 4.1 X 3.7 15.2 4 I. 95 X 1 7 北西 C N33°W 瓦 B 
7C後葉

1. 7 . 前後

' 住67→溝35
67 方 形 ? X 4.2 (17 .6) 4 ? ? X 1.8 ？ ？ Nl6°E 

周壁溝
C 7C前葉

68 横長方形 3.7 X 4.9 18.1 4か ? Xl. 75 北西 B N40"W A 7C前半

69 方 形 ? X 3,8 (14.4) ？ • ? ？ ？ S47'W 住20→1主69→住18 E 
BC前葉

～中葉

B 掘立柱建物

本遺跡では，確認し得ただけで計21棟の掘立柱建物を検出した。 （第 3表）これらの配置は

大旨遺跡全体に散在するが， A~Gの各住居跡群にそれぞれ共存するかのようである。特に 2

X2間の総柱の倉庫と考えられる建物は，各住居跡群に万遍なく 1~ 2棟づつ配置されている。

規模の上からみると，大きなものでは 2X3間の南北棟の建物がD・G群にみられ，周辺の

ものも含めて 4~6棟で群をなすが，邸宅とでも言うべぎ大規模なものではなく，またそのよ

うな配置を示すものでもない。ただ， F群の第18号掘立柱建物は 2X3間の総柱東西棟で‘，本

遺跡例としては大規模であり，大型竪穴式住居で構成される F群のものとして特殊な性格を示

すと考えられる。

2 X 2間総柱の建物が全体で 6棟みられるが，中でも第 1号掘立柱建物は掘方が一辺 lmの

大きなしっかりしたもので，柱痕から想定される柱の直径は30cm弱程度とみられる太いもので

ある。また，この建物はE・G群の各住居群からも離れ，独立占地している。これらのことか

ら何らかの特別の性格を想定せねばなるまい。また， A群北東端の第 4号掘立柱建物は，南北

方向に柱間基礎を掘り継いで，所謂布掘りを施している。

本遺跡の掘立柱建物は，以下に図示・解説する21棟のみではなく，深い柱穴状ピットの幣し

い検出状況を見ると，他にもいくらか存在したと考えられる。即ち， E住居群の北西端の第10

~12号掘立柱建物の西側周辺，また F住居群の西方周辺では小ピットがあまりにも密集し，建
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物想定すら難かしい状況であった。

個々の掘立柱建物の各住居群での位置付けは，

個別の説明で行うこととして，全体としては南

北方向棟が多く，近隣の竪穴式住居跡方向と同

様のものも多く，各住居群と密接に関連するも

のと考えられる。また，各建物のうち，時期が

明確にされるものは極めて少ない。ただ，数例，

竪穴式住居や土堀と切り合っている掘立柱建物

がみられ，それらのほとんどが，掘立柱建物の

方が古いことを示している。これは，それぞれ

の住居群の中で，掘立柱建物のうちの多くは，

竪穴式住居のうちのより古い段階のものと共存

配置されていたことを想定させる。

以上の他に，柱間距離や，使用尺の問題等も

あるが，まとめの項で検討することとして，以

下各個別について述べてみたい。詳細の寸法等

は，図．一覧表などを参照されたい。

第 1号掘立柱建物（図版85・86,第175図）

E住居群の東方， G住居群の南方にぽつんと

独立して占地している。北側を第 5号近代溝に

切られている。一辺 lmという大きな方形掘り

方を有し， 2X2間の総柱建物である。推定柱

径は30cm弱もある。掘り方内埋土は黄色粘土（

地山土）と黒色土を交互につき固めた丁寧な版

築を施している。 P.2,P.5・6では柱の抜き

痕がみられる。 P.8・9は，当初この部分だけ

遺構検出した際，プランが大きいので土壊（墓）

と誤認して掘り上げてしまったため，柱痕等確

認し得なかったものである。心々柱間距離はす

べて 1.8mの6尺等間と復原できる。ただP.1 

はやや北西へ片寄っている。主軸はNl2°Wと

やや西に振っている。

~I---

曰寸

9,1̀名
0
◇
 第174図掘立柱建物配置図 (1/1,200)
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゜

)̂ 4m 

18.5m 

第175図 第1号掘立柱建物実測図 (1/60)

この掘立柱建物は上述の如く，独立して占地しており，掘り方も本遺跡中で最大であり，推

定柱径も大きい。このことより，本集落の中でも他の倉と異なり，特別に重要なものを収蔵し

た，或いは公けの性格を有する倉と考えることも可能であろう。

出土遺物（第190図 1)

須恵器杯身で，復原口径11.2cmを測る。口縁外端がわずかに突出し，体部下半で屈曲して，
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思 d90 

゜
◎

0
]゚

P10 

三℃
18.8m 

P4 P3 P2 

P6 

P11 P10 pg 
18.8m 

P8 P7 

゜
1 . 黄色土が少し混じる黒色土

5m 2. 黄褐色枯質土

第 176図 第 2号掘立柱建物実測図 (1/60)
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これよりかなり内側で高台が付くものとなろう。焼成良く，内外面灰色を呈する。 P.4掘方内

埋土より出土したもので，本資料から本掘立柱建物の上限は 7世紀後葉とされる。

第2号掘立柱建物（図版87,第176図）

G群の東南端に位置し，主軸を N7°Wにとる南北棟建物である。北側梁行長が南側よりやや

短い。西側柱列は中央の柱穴が検出されず，東辺でもP.7~8の間， P.10~11の間の心々距離は

6尺等間であるのに対し， P.8~9,P. 9 ~10の間は各々約 1尺分短かい。梁行方向の心々距離

も等間ではなく，全体にかなりずれが多い。東辺中心のP.9は他柱穴と比べやや浅く，当初計

画以後に加えられたものかと考えられる。柱穴掘り方は小さめではあるが方形プランをなし，

柱痕から推定される柱の直径は20~15cmを測る。掘り方埋土は， P.4が丁寧な版築のつき固め

を行なっているものの，他は下位に黄褐色粘質土を充填しているものの，中位以上は雑である。

本掘立柱建物で重要なことは，東西及び南の柱列外方に雨落ち溝と考えられる小溝が検出さ

れたことである。幅35~15cm,最大深さ10cm弱の小規模なものであり，柱列線より 70cm外側に

平行に走る。軒の出方はそれほど長いものではなかったことがわかる。本遺跡例での雨落ち溝

の検出例はこれだけであるが，既に削平を受けてはいるが，本来，他の掘立柱建物にも付随し

ていたものと考えられる。

出土遺物（第190図 2-1・2・3)

いずれも東辺中央のP.9埋土より出土したものである。 1'は，土師器杯で体部中途でいくら

か屈折して開く。口縁内端はいくらか内側寄りとなる。外面屈折部以下はヘラ削りを施し，他

はナデている。 2は，土師器小甕口縁片で頸部内側がやや厚くなり稜をつくる。復原口径14.0

cmを測り，内面はヘラ削りを施す。 3は内面に稜をつくらず，短かく薄い口縁へと開く。外面

は縦ハケ，内面は削り上げている。 2は古相を示すが， 3は新しい特徴をみせる。 ． 

この新しいものを採用すると，この第 2号掘立柱建物の上限は 7世紀後葉でも末に近いと考

えられる。

第 3号掘立柱建物（図版88,第177図）

E群の東側の第 1号掘立柱建物の南側，第11号土壊の東隣に位置し，既発見の住居群のいず

れにも属さない。第 1号掘立柱建物同様，他の群と離れて，独立占地を示すが，両者は規模・

主軸方位ともに全く異なり，同時共存の可能性をはじめ，有機的関係を求めることは困難であ

ろう。

主軸方位を N43'Wにとり，北西ー南東方向に長い棟で， 1X 2間の小規模な建物である。

柱痕は明瞭であり， 15-20cm弱の柱直径を推定できる。柱穴掘り方は小さめの円形フ゜ランを呈

する。埋土は， P.5・6などは丁寧に互層につき固めるが，他は黄色粘質土（地山土）と黒色土
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第 177図

4 

第 3・4号掘立柱建物実測図 (1/60)

の混ざった土を埋め込んだだけである。

P.1~3の柱間距離は 5尺等間であるが，反対側のP.4~6では各柱間がやや長く，計半尺分北

側へP.4が片寄っている。このように不規則な配列は本遺跡においては，かなり普遍的で，官

術にみられる規格性の様相とはかけ離れた状況を示している。
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出土遺物（第190図 3)

土師器甕あるいは甑の把手部分で，やや小ぶりの器種に付くものであろう。器表は全体に指

オサエナデ調整で，断面は円形に近い。 7世紀後半代のものであろう。

よって，この第 3号掘立柱建物は， 7世紀後半を上限とする時期の，小規模な物置き，或い

は作業場的な性格を有するものであろう。

第 4号掘立柱建物（図版88,第177図）

A群の北東端に位置する。 2X2間の総柱建物であるが，東西方向がやや長い。各柱間心々

距離は東西方向で5.5尺等間，南北方向で4.5尺等間となる。柱穴は円形プランを呈し，その深

さは90cmほどのかなり深いものである。

本建物の特徴は，柱穴間を連結させる所謂布掘りを施していることである。ただP.l ~ 3, 

P.4~5, P.8~9のみで， P.6とP.7とは連結されていない。しかもP.2 ~ 3間と P.8 ~ 9 

の間は50cm前後と深く掘られているが， P.l ~ 2間と P.4 ~ 5間とは20cm強と浅く，不規則で

ある。本遺跡建物でこのような基礎構造を示すものは他に無く，極めて特異である。

出土遺物（第190國4)

P. 9より出土した須恵器高杯脚端部小片である。復原端部径8.9cmを測り，接地部下端が突出

しており，外端面は浅い凹線が巡らされている。胎土精良で淡灰褐色を呈する。この手の小径

で，脚柱が細くなるタイプの高杯は， 7世紀中頃までのものである。

以上のことからこの第 4号掘立柱建物は， 7世紀中葉を上限とする時期の，極めて丁寧に構

築された特別の性格を有した倉庫棟と考えられよう。

第 5号掘立柱建物（図版89,第178図）

C 群の西南端に位蓋し，これと関連する遺構の切り合い関係は以下の如くである。（古→新）

／住 58-—~住 31ー→ 土壊31--
土城57 溝39

---土城30------.建物5----
位置的に第 4号掘立柱建物に近いが，両者は主軸方位も大きく異なり，柱間心々距離なども違

っており，時期も異なるものと考えられる。この第 5号掘立柱建物の主軸方位は， D群やG群

の掘立柱建物の向きに近い。

2X2間の総柱建物で，柱穴は円形プランを成すが，その深さは30-50cmとかなり浅い。各

柱穴の中心間距離は，正確に測るとかなりまちまちであるが，全体としては 5尺等間が基本の

ようである。

少量の出土遺物のうち，時期の判断できるものは無い。溝39は室町後期であるが，第30・57

号土城からは時期の判かる遺物が出土していないので，切り合いからも時期の判定は難かしい。
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執れにしろ， 7世紀-8世紀代の倉庫であろう。

第 6号掘立柱建物（図版89,第178図）

G群の東北端に位置し，北半は調査範囲外となり，全容は定かではない。東西梁行は 2間で

あり，南北桁行は 2間分は検出されているが総柱であることから，他例からみて大きくても 2

X3間程度であろう。南北にやや長い 2X 2間総柱である可能性も強い。

柱穴は小さい円形を呈し，柱痕は直径20cm弱で，埋土も丁寧な版築等は施されていない。柱

間心々距離は， P.1~ 2間と P.3 ~4間が6尺， P.5 ~ 6間と P.6 ~ 7間が5.5尺， P.1 ~ 3 

間が5尺， P.3 ~ 5間が4.5尺と各々ばらばらとなる。

出土遺物の中で時期の判定できるものは皆無である。 G群のいずれかの住居と併存した 7~

8世紀代の倉庫と考えられる。

第 7号掘立柱建物（図版90,第179図）

G群の西端に位置する 1X 2間の小規模建物である。全体では南北にやや長いが，東西柱筋

の中間に 1柱を加えて，柱間距離を1.25mと極めて短かくしている。主軸方向は第 1・2・8

.. 9号掘立柱建物のそれに近い。

梁行方向柱間は2.65mと極めて長く， 9尺(1尺今29.4cm)が推定される。柱穴は円形で，深

さは 0.7m とかなり深い。桁行柱間が短いことより，形式的には総柱建物ではないが，一種の

倉庫棟的な性格のものと考えられる。

出土遺物（第190図7-1・2)

1は， P.3より出土した須恵器杯蓋である。復原口径15.4cmを測り，短かい返りを有する。

天井外面は回転ヘラ削りを施す。 2は，土師器皿でP.6より出土したものである。体部外面一

部にハケ目が残り，底外面はヘラ削りを施す。

以上の遺物より，この第 7号掘立柱建物は上限を 7世紀後葉に求め得る時期のものと考えら

れる。

第 8号掘立柱建物（図版90,第179図）

G群の中央南寄りに位置する。 2X3間の南北棟の建物で，北西端は第34号住居跡に切られ

る。主軸方位がN4°Wで，第 2・9号掘立柱建物に近い。

南北方向柱列の桁行各柱間の心々距離は，中央の 1間分が 5.5尺で，両隣柱間の 5尺より長

くなっている。これは東・西柱列とも対称的に計画されている。梁行は北辺では 6尺等間であ

るが，南辺では5.5尺と6.5尺となり不均等となっている。

各柱穴掘り方は，小さな方形プランを呈し，その深さは最大でも50cmと極めて浅い。柱痕は
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検出していない。

出土遺物（第362図P.945)

P. 2埋土中より出土した須恵器の高台付杯底部片である。復原高台部径 8.6cmを測り，平た

い底部の内側寄りに低い高台を付ける。

以上の遺物から，この第 8号掘立柱建物は， 8世紀中頃～後半代を上限とする時期の所産と

考えられる。また，この建物を切る第34号住居跡が8世紀後半代の所産と考えられるので，こ

のことから，本建物の時期は 8世紀の中頃に近い後半代と判断でぎる。

P5 

f 口

P3 

2
1
0
 

5m 

P4 

笏

第 180図



第 9号掘立柱建物（図版91,第180図）

G群の中央南端に位置する。 2 X 3間の南北棟であるが，東辺では不均等な 4間の柱列配置

となっている。主軸方位はN9'Wで，同じ G群中の第 2・8号掘立柱建物のそれに近い。

柱列配置は全体にかなりずれがみられ，柱間心々咀離も，図に示した如く，極めてまちまち

である。桁行柱間心々距離は，平均すると 6尺を基本としたものと考えられる。柱穴は小さい

円形プランで，深さも30-50cmと浅いものが多い。
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第 181図
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第10・11号掘立柱建物実測図 (1/60)
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本建物の北東側外方に，細く浅い溝がみられる。柱列から70~30cm離れており，雨落ち溝か

とも考えられるが，他の部分に無く，明確には判断できない。

出土遺物（第363図P.964)

P. 7の埋土中より出土した須恵器高台付杯である。体部下半で屈曲し，長く外方へ踏ん張っ

た高台を付ける。底部外面にはヘラ記号の一部がみられる。

この遺物の年代観からみて，当第 9号掘立柱建物は 7世紀後葉を上限とする時期の所産と考

えられる。ただ，同じ G群中の近くに配置されている第 2・8号掘立柱建物と主軸方位が近似

することや，柱列配置がかなりいい加減なものである共通点などから，この 3棟はわりと近い

時期のものと考えられる。そうすると，この第 9号掘立柱建物も 8世紀代まで降る可能性も強

いと考えられよう。

第10号掘立柱建物（図版92,第181図）

E群の北端中央に位置する。 1X 2間の小規模な東西棟である。南東端のP.6が第24号土城

に切られる。

主軸方位を N26°Wにとり，南北方向の梁行7.5尺，東西方向の桁行柱間心々距離は 4尺と極

めて短かい。柱穴は，北側のP.1・3・5は縦長の平面形を呈するが，南側のものは円形に近い。

柱痕から15cm前後の柱径が考えられる。

この第10号掘立柱建物の東西方向軸線上を 7.4m東へそのままこのプランをずらすと，第19

号掘立柱建物と重なる。つまり，両者は同主軸方位，同規模で，その間隔を 5.0m離して対と

して計画構築された建物なのである。

出土遺物で時期の確定できるものは無い。ただ，この建物を切る第24号土城からの出土遺物

の中に 8世紀末頃のものもあり，第10号掘立柱建物は少くともそれ以前の所産ということにな

る。また，同時併存と考えられる第19号掘立柱建物が，それを切る第39号住居跡が7世紀後葉

であることから，それ以前の時期と考えられる。よって，かなり間接的推定ではあるが，本建

物も 7世紀後葉以前の構築と想定できる。

第11号掘立柱建物（図版91,第181図）

E群の北西端近くに位置する。第10号掘立柱建物の西隣で，第12号掘立柱建物と北西端で一

部重複するが，両者の前後関係は明らかでない。主軸方位を N24°Wにとり，南北に長い lX

2間の小規模建物である。

梁行 7尺，桁行各柱間心々距離はP.2 ~ 3の間が6尺で，他は 5.5尺とやや不均等である。

柱穴は小さく浅いものもみられる。

出土遺物のうち時期の確定できるものは無いが，主軸方位が東隣の第10・19号掘立柱建物と
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第12・13号掘立柱建物実測図 (1/60)
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゜

これらと同様の時期（下限を 7世紀後葉と考える）

5m 

の小規模な物置き程度の建

第12号掘立柱建物（図版91,第182図）

E群の北西端近くに位置し，第11号掘立柱建物と南東端で一部重複するが，両者の前後関係

は明らかでない。

主軸を N3l'Wにとり，南北方向に長い 1X 1間の小規模建物である。柱穴は小さく，やや

浅いものもある。柱間心々距離は東西に6.5尺，南北に 8尺をとる。

出土遺物中に時期の判断可能なものは無い。ただ主軸方位が， E群中の住居跡の多くや掘立

柱建物と近いことから，同じ E群中のいずれかの住居跡と同時共存していたことは間違いなか

ろう。また，本建物の北に位置する第13号掘立柱建物以北のD群遺構群の殆んどが主軸を E群
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＂  第 183図 第14号掘立柱建物実測図 (1/60)

5m 

と全く異なる東寄りにとっていることから，各住居群内における主軸方位の規制はかなり強か

ったと考えられる。このことからも住居群をグルーピングする意味があると考えている。

第13号掘立柱建物（第182図）

D群の南端に位置し， 1X 1間の南北に長い小規模建物である。主軸方位を N7°Eにとり，

東西柱間距離が6.5尺，南北が7尺となる。
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柱穴は小さく｀ それほど深いものはみられない。第12号掘立柱建物の北側 7m弱の近くに位

置するが，両者を境として北側のD群と南側のE群とは竪穴式住居跡をも含めて主軸方位を全

く異にしており，このことが本建物を D群に帰属させる所以である。

出土遺物（第190図13-1・2) 

1は，土師器小甕口縁小片である。頸部が肥厚せず，内側にも稜を作らない。内面はヘラ削

りが施され，外面は磨滅している。 2は，土師質焼成の移動式土製カマドの焚口上方の廂部分

である。指の強いオサエ痕がみられる。

以上の遺物からこの第13号掘立柱建物は 7世紀後半を上限とする時期の所産と考えられる。

また，北隣の第14号掘立柱建物の東辺軸線の延長上に，本建物の西辺軸線が重なることから，

両者は有機的に結びついて同時共存の可能性が強いと考えられる。

第14号掘立柱建物（図版92,第183図）

D群の東南端近くに位置し，主軸方位を Nl2°Eにとる 2X3間の南北棟である。全体の規

模はG群の第 9号掘立柱建物と近似しており，同様の性格を有するのであろう。

5, 5.5 , 6尺のいずれも用いられており，桁行柱

筋の中央の柱間はその両隣の柱間距離より長い特徴を示す。

各柱間心々距離は， かなりバラバラで，

これはG群の第 2・8号掘立柱建

物と同様で， 2X3間の南北棟建物の共通点と考えられる。

柱穴は小さめで，深さ30-60cmと浅いものもある。出土遺物は無く，時期の判断が困難であ

るが，南隣の第13号掘立柱建物と主軸方位が近似しており，同時併存の可能性が考えられるこ

ここでは 7世紀後半を上限とする時期と推定しておきたい。とから，

P
5
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第 184図 第15号掘立柱建物実測図 (1/60)
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第15号掘立柱建物（図版93,第184図）

D群の北東端に位置するが，本来D群は調査範囲外の北方へ拡がっていると考えられ，そう

すると，本建物は D群の中央部に近い東端に位置すると想定できる。

主軸を N7°Eにとり，僅かに南北に長い zxz間の総柱建物である。柱筋は全体に菱形状に

ゆがんでおり，各柱間心々距離も極

めてバラつきが多い。南辺の 133cm 

等間を甚本だとすれば， 4.5尺 (1尺

=Z9.5cm)等間となるが，他の各辺

柱間の平均を 4.5尺等間とすると，

1尺=30.3~30. 6cmの尺を使用した

ことになる。執れが正しいか判断し

かねるが，南辺以外の数値例の多く

が後者であるので，基本的に 1尺与

30.5cmを使用したかと考えておく。

柱穴は円形でそれ程大きくなく，

深さは中央のP.5が浅いのが特徴的

な他は，わりと深い。柱痕は直径1718.7m 
P1 P4 

18.?m 
P2 PB 

18,7m 
P3 

1 . 黒色土 3. 暗黄褐色土

2. 暗褐色土 4. 黄色枯土

゜
3m 

第 185図 第16号掘立柱建物実測図 (1/60)

~13cmで小さい。同じ D群中の総柱

建物である第16号掘立柱建物と比べ

ると，掘り方も小さく，推定柱径も

見劣りし，かなり貧弱である。出土

遺物のうち時期を確定できるものは

無い。

第16号掘立柱建物

（図版93, 第185図）

D群の西端に位置する 2X 2間の

総柱建物である。主軸を N8°Wにと

るが，ただこれは中央のP.4 -P. 6 

の軸線であり，北辺がかなり短かく

なるために，東・西各辺は方位が異

なる。つまり，全体に北辺を短辺と

した台形を呈したプランとなってい

る訳である。
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各柱間心々距離は，見事にバラつきがみられ， 5尺等間で計画されたと仮定すれば，南辺の

数値では 1尺=29.4cmが使用されたことになる。他の北辺に近い柱間では，仮りに 4.5尺であ

ったとすれば 1尺=31cm前後の数値となる。執れか判断し難い。

各柱穴はプランが方形に近く，

規模も第 1号掘立柱建物に次ぐ

ランクの大きさである。深さも

60cm前後と安定している。柱痕

から推定される柱径も20-25cm

とやや太い。これらの点からは

かなりしっかりした倉庫棟と考

えられる。出土遺物のうち，時

期を確定でぎるものは皆無であ

る。

第17号掘立柱建物

（図版94, 第186図）

F群の北端に，第18号掘立柱

建物と並ぶように占地するが，

両者は主軸方位が異なる。東西

に長い 2X2間の総柱建物であ

る。

主軸を Nll0Wにとるが，こ

れは中央のP.4 -P. 6の柱筋で

の計測であり，東・西各辺はそ

れぞれ北側へ拡がるので，方位

は異ってくる。つまり，南辺が

短かく，北辺が長い逆台形のプ

ランをなす訳である。

梁行柱間距離は， 1尺=31.1

cmとして 4.5尺等間となり，南

辺では 1尺=30.Scmとして 5尺

等間となる。北辺では各々 6尺

・5.5尺となるが，平均すると 1

18.5m 
P1 P7 

゜

18.5m 
PS 

1 . 黒色土 3. 暗黄褐色土

2. 暗褐色土 4. 黄褐色粘質土
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:@fun 

P3 P6 P9 

4m 

第 186図 第17号掘立柱建物実測図 (1/60)
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第 187図 第18号掘立柱建物実測図 (1/60)
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尺=31.4尺で 5.5尺となる。以上のことから北辺だけみると 1尺=30cmを使用しているようで

あるが，他の殆んどは 1尺=31.0cm強が用いられたようである。

各柱穴は，それ程大きくなく，上半を新しい小ピットに切られるものが多い。深さは50~60

cmと平掏している。出土遺物のうち，時期を確定できるものは無い。

第18号掘立柱建物（図版94,第187図）

F群の中央北端に位置する 2X3間の総柱東西棟建物である。南西端を近代の第49号溝と，

第51号竪穴式住居跡に切られる。

主軸を Nl9°Wにとり，柱間心々距離は梁行 6尺等間，桁行 5尺等間となる。柱穴は方形プ

ランに近いものもあるが，大旨円形プランが多く，深さは60cm前後と一定している。 P.5は新

しい攪乱城により消失している。

掘り方埋土も密という程ではないが，一応互層をなす程度に掲き固めている。本遺跡の中で

は全体に掘り方も大きめで，しっかりした構築といえる。柱痕から推定される柱直径は， 18-

25cm前後である。

出土遺物のうち，時期の確定でぎるものは皆無である。ただ，本建物を切る第51号住居の出

土遺物のうち最新のものが7世紀後葉の所産であるので，この第18号掘立柱建物は 7世紀後葉

を下限とする時期の構築が考えられよう。
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第188図 第19・20号掘立柱建物実測図 (1/60)
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第19号掘立柱建物（図版51,第188図）

E群の北東端に位置する 1X 2間の小規模な東西棟の建物である。第39号住居跡と重なるよ

うにして切り合うが，本建物の方が古い。

西側に 7.4m離れた第10号掘立柱建物と対になって計画されたもので，規模・主軸方位とも

同じである。北端に並び置かれた E群集団のための高床倉庫と考えられよう。

主軸を N27°Wにとり，東西 4尺等間，南北 6尺の柱間距離をとる。各柱穴はやや小さめで

浅いものが多い。

出土遺物のうち時期の確定できるものは無い。ただ，本建物を切る第39号住居跡が7世紀後

葉と考えられるので，この第19号掘立柱建物は下限を 7世紀後葉とする時期が示されよう。

第20号掘立柱建物（第188図）

G群北端中央に位置する lXl(+a)間の小規模南北棟建物である。北半は調査範囲外とな

り，全容は定かでない。

各柱間距離は 5.5尺等間であり，北側へ延びたとしてもせいぜい南北 2間の規模どまりであ

ろう。柱穴もそれ程大きくなく，深さも60cm程度である。

出土遺物のうち時期を確定できるものは無い。 （以上中間）

第21号掘立柱建物（図版95,第189図）
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第189図 第21号掘立柱建物実測図 (1/60)
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第 190図 各掘立柱建物出土土器実測図 (1/3)

調査区の西端に位置し， 1号土城の西側に隣接する。梁行 1間(2.73m) X桁行 2間(2.73m) 

の建物で，桁行の柱間は各1.36m (4.5尺）である。また，柱穴を結ぶ線は方形を呈する。柱穴

は径・深さとも50cm前後を測り，かなりしっかりしている。桁行方位は N34°Eを示す。柱穴

内からは土器の小破片が出土しているが，図示し得るものではない。 （小田）

第 3表 薬師堂東遺跡掘立柱建物一覧表

間数 規模(m) 柱間距離 (m) 掘方(m) その他
切り合い関係 推定尺No 主軸方位 棟向き 梁行 梁行（尺） X （周辺施設） （古→新）

住居群 時期
(cm) X 梁行X桁行

桁行（尺）
径 x深さ

・遺物等i行行

1 Nl2'W 
東西

2X2 3.6 X 3.6 1.8 X 1.8 1.0 X 0.7 
総住 建 1→溝 5 Eの束

上限
30 （正方形） (6) (6) 0.8 0.5 

7C後葉

2 N 7°W 南北 2X4 4.2 X 6 3 I. 95 XI 6 0.8 X 0. 7 
雨落溝 G (; ふ 29.2-30 3.9 . 2.08 . 

0.5 0.5 

3 N43'W 
北西～

1 X 2 2.4 X3.25 2.4 X 1.5 
0.5 X 0.5 

Eの東
上限

30 南束 (8) (5) 0.4 0.35 
7C後半

4 N22°W 東西 2X2 2. 74X 3.3 1.37 X 1.65 
o. 7 X 0. 9 布掘り

A 
上 限

30 
(4.5) (5.5) 0.5 0.55 

総柱 7C中葉

東西 3.0 1.5 
0.8 X 0.5 土城30→建 55 N15°E 2X2 3.0 X 3.25 1.5 X (5) 総柱 C' 30 （方形） (5) 1.75 0.5 0.3 

→溝39
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間数 規模 (m) 柱間距離 (m) 掘方 (m) その他
切り合い関係 推定尺

No 主軸方位 棟向き 梁行 梁行（尺） X （周辺施設）
住居群 時期

X 梁行X桁行
桁行（尺）

径 x 深さ
・迫物等

（古→新） (cm) 

桁行

1.35 1.65 

6 N 6°E 南北 2X2 1.85X3.3 
(4.5)x (5.5) 0.6 X 0.5 

総柱 G 30 

(+a) (+a) 
1.5 1.8 0.4 0,2 
(5) (6) 

7 Nl2'W 南北 1X2 2.65X2.5 2.65 X 1.25 
0. 7 X 0. 7 G 

上 限
29.4 

(9) (4.25) 0.4 0.6 7C後葉

1. 5 

8 N 4°W 南北 2X3 3.6 X4.65 
1.8 X (5) 
(6) 1.65 

0.6 X 0.5 
0.4 0.2 

建 8→住34 G, 8C中頃 30 

(5.5) 

1.8 平均
0.5 X 0,5 上 限， N 9"W 南北 2X3 '.!.3 X5.55 (6) X 1.8 G 30 

(4) 1. 5 (6) 0.3 0.3 7C後葉

(5) 

10 N26°W 束西 1X2 2.25X2.4 2.25 X 1.2 
0.6 X 0. 7 

建10→土城24 E （下限 7) 30 

(7 .5) (4) 0.5 0.4 c後葉

1. 65 

建11←，・→建12
11 N24'W 南北 lXZ 2.1 X3.45 2.1 X (5.5) 0.5 X 0.5 E 30 

(7) 1.8 0.3 0.3 
(6) 

12 N31°W 南北 1 X 1 1. 95X2.4 1.95 X 2.4 
0. 5 X o. 5 建12←？'→建11 E 30 

(6.5) (8) 0.3 0.3 

13 N 7'E 南北 1 X 1 l.95X2.l 1.95 X 2.1 
0.4 X 0.5 D 

上 限
30 

(6. 5) (7) 0.3 0.4 7C後半

1.5 

14 Nl2°E 南北 2X3 3.3 X5.l 1.65 x1り 0.5 X 0.6 D 30 

(5.5) ・(6) 
0.3 0.3 

1.33 1.22 
0.8 X 0. 7 29.5 

15 N 7°E 方形 2X2 2.66X2.85 1.38 X 1.6 総柱 D 

（平均4.5等間）
0.4 0.3 30.3-30.6 

1.38 1.52 
0.85 X 0.6 29.4 

16 N s・w 方形 2X2 2.85X2.94 1.4 X 1.23 総柱 D 

(5あるいは4.5等間）
0. 65 0. 5 31 

1.54 

17 Nll0W 東西 2X2 
3.45 (5) 0. 7 X 0. 6 

総柱
30.8-31.4 

2.8 X 3.08 1.4 X 1 73 
F (30) 

(4.5)(5・.5) 
0.3 0.4 

18 Nl9'W 束西 2X3 3.6 X4.5 1.8 X 1.5 
0.8 X 0.6 

総柱 住51→建18 F 
下 限

30 

(6) (5) 0. 6 0. 5 7C後葉

z.o 

19 NZTW 東西 1X2 2.0 X2 4 (7) X 1.2 0.5 X 0.5 建19→住39 E 
下 限

30 
1.8 . 1.8 (4) 0.3 0.4 7C後葉

(6) 

20 N 3'W 南北 1 X 1 1.6 Xl.6 1.6 X 1.6 
0.6 X 0.6 G 30 

(+a) (+a) (5. 5) (5.5) 0.5 0.4 

21 N34'E 
北東～

1X2 2. 73Xz'. 73 2.73 X 1.36 
0.5 X 0.55 

建21→土城 1 B 
下限

30.3-31 

南西 (9) (4.5) 0.45 0.4 7C後葉
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